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２　雪
ゆき

対策
たいさく

、災害
さいがい

時
じ

等
とう

の安全
あんぜん

対策
たいさく

の推進
すいしん

分野
ぶんや

５　教育
きょういく

・育成
いくせい

１　ライフステージ
らいふすてーじ

に応
おう

じた相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

２　早期
そうき

療育
りょういく

の充実
じゅうじつ

３　学校
がっこう

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

４　卒業後
そつぎょうご

の支援
しえん

（再掲
さいけい

のみ）

分野
ぶんや

３　保健
ほけん

・医療
いりょう

１　障
しょう

がいの原因
げんいん

となる疾病
しっぺい

の予防
よぼう

対策
たいさく

、早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

の充実
じゅうじつ

２　障
しょう

がいに対
たい

する適切
てきせつ

な保健
ほけん

・医療
いりょう

サービス
さーびす

の充実
じゅうじつ

３　精神
せいしん

保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

分野
ぶんや

４　生活
せいかつ

環境
かんきょう

１　バリアフリー
ばりあふりー

に基
もと

づくまちづくりの推進
すいしん

４　地域
ちいき

福祉
ふくし

を担
にな

う人材
じんざい

育成
いくせい

・確保
かくほ

目次
もくじ

分野
ぶんや

１　理解
りかい

促進
そくしん

１　啓発
けいはつ

・広報
こうほう

活動
かつどう

、福祉
ふくし

教育
きょういく

などの推進
すいしん

２　公共
こうきょう

サービス
さーびす

従事者
じゅうじしゃ

などに対
たい

する理解
りかい

促進
そくしん

３　障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する権利
けんり

擁護
ようご

等
とう

に係
かか

る啓発
けいはつ

・広報
こうほう

４　ボランティア
ぼらんてぃあ

活動
かつどう

・社会
しゃかい

貢献
こうけん

活動
かつどう

の理解
りかい

促進
そくしん

分野
ぶんや

２　生活
せいかつ

支援
しえん

１　個々
ここ

のニーズ
にーず

に対応
たいおう

した支援
しえん

体制
たいせい

、サービス
さーびす

提供
ていきょう

基盤
きばん

の整備
せいび

２　施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

・精神科
せいしんか

病院
びょういん

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

推進
すいしん

３　福祉
ふくし

用具
ようぐ

などの普及
ふきゅう

促進
そくしん

・利用
りよう

支援
しえん

・研究
けんきゅう

開発
かいはつ

支援
しえん



57

58

60

62

64

66

67

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

　サービス見込
みこ

み量
りょう

一覧
いちらん

72

２　情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

３　コミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

分野
ぶんや

８　スポーツ
すぽーつ

・文化
ぶんか

１　スポーツ
すぽーつ

・文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

・生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

活動
かつどう

に対
たい

する支援
しえん

分野
ぶんや

６　雇用
こよう

・就労
しゅうろう

１　個々
ここ

のニーズ
にーず

に対応
たいおう

した就労
しゅうろう

相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

２　雇用
こよう

の場
ば

の拡大
かくだい

（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

）

３　福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

推進
すいしん

分野
ぶんや

７　情報
じょうほう

・コミュニケーション
こみゅにけーしょん

１　情報
じょうほう

バリアフリー
ばりあふりー

化
か

の推進
すいしん



分野
ぶんや

１　理解
りかい

促進
そくしん

基本
きほん

施策
しさく

１　啓発
けいはつ

・広報
こうほう

活動
かつどう

、福祉
ふくし

教育
きょういく

などの推進
すいしん

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

1

広報誌
こうほうし

、広報
こうほう

番組
ばんぐみ

、

ホームページ
ほーむぺーじ

などを

通
つう

じた広報
こうほう

　障
しょう

がいに対
たい

する社会
しゃかい

全体
ぜんたい

の理解
りかい

を促
うなが

すため、広報誌
こうほうし

、広報
こうほう

番組
ばんぐみ

、ホームページ
ほーむぺーじ

などの各種
かくしゅ

媒体
ばいたい

を通
つう

じて、関
かん

係
けい

法令
ほうれい

や札幌市
さっぽろし

の障
しょう

がい者
しゃ

施策
しさく

等
とう

を積極
せっきょく

的
てき

に広報
こうほう

する。

　また、情報
じょうほう

提供
ていきょう

に際
さい

しては、わかりやすい表現
ひょうげん

などに留意
りゅうい

し、障
しょう

がいのある方
かた

も含
ふく

めたあらゆる人
ひと

が市政
しせい

情報
じょうほう

を得
え

やすいよう工夫
くふう

する。

政
せい

）広報
こうほう

部
ぶ

25年度
ねんど

実績
じっせき

●広報
こうほう

さっぽろ

　・今月
こんげつ

のニュース
にゅーす

：介護
かいご

が必要
ひつよう

な方
かた

や障
しょう

がいのある方
かた

のごみ出
だ

しを支援
しえん

する「さわやか収集
しゅうしゅう

」の対象
たいしょう

を拡大
かくだい

（26

年
ねん

３月
がつ

号
ごう

）

　・まちづくりのトビラ
とびら

：障
しょう

がいのある方
かた

を支
ささ

えるサポーター
さぽーたー

になろう（26年
ねん

１月号
がつごう

）

　・札幌市
さっぽろし

からのお知
し

らせ：「障
しょう

がいのある方
かた

の就職
しゅうしょく

支援
しえん

セミナー
せみなー

」「カラフルブレインアートフェス
からふるぶれいんあーとふぇす

」「障
しょう

がい者
しゃ

福
ふく

祉
し

施設
しせつ

で制作
せいさく

した製品
せいひん

の販売
はんばい

」「障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こよう

を通
とお

して企業
きぎょう

づくりを考
かんが

えるフォーラム
ふぉーらむ

」など多数
たすう

●広報
こうほう

ラジオ
らじお

番組
ばんぐみ

　・ポップアップ
ぽっぷあっぷ

さっぽろ：元気
げんき

カフェ
かふぇ

本
ほん

の森
もり

（H25.4.4）　　・スマイル
すまいる

さっぽろ：福祉
ふくし

除雪
じょせつ

（H26.2.11）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　今後
こんご

も関連
かんれん

計画
けいかく

・重要
じゅうよう

施策
しさく

について、関係
かんけい

部局
ぶきょく

との連携
れんけい

を強化
きょうか

し、より効果的
こうかてき

な広報
こうほう

媒体
ばいたい

・手法
しゅほう

を模索
もさく

しなが

ら、積極的
せっきょくてき

に市民
しみん

へ情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

っていく。

1



番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

2
出前

でまえ

講座
こうざ

等
とう

を活用
かつよう

した障
しょう

がい福祉
ふくし

施
しさ

策
く

の周知
しゅうち

出前
でまえ

講座
こうざ

等
とう

により市
し

職員
しょくいん

が地域
ちいき

に出向
でむ

いて、障
しょう

がい福祉
ふくし

に関
かん

する取組
とりくみ

等
とう

について紹介
しょうかい

し、市民
しみん

と情報
じょうほう

共有
きょうゆう

す

る。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉課
ふくしか

25年度
ねんど

実績
じっせき

障
しょう

がい福祉
ふくし

施策
しさく

等
とう

に係
かか

る講座
こうざ

を26件
けん

実施
じっし

。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

25年度
ねんど

と同様
どうよう

の取組
とりく

みを予定
よてい

目的
もくてき

3
福祉

ふくし

教育
きょういく

のための

教材
きょうざい

の作成
さくせい

・配布
はいふ

（福祉
ふくし

読本
どくほん

など）

　福祉
ふくし

の啓発
けいはつ

を図
はか

るとともに、障
しょう

がいのある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

に対
たい

する正
ただ

しい知識
ちしき

の理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

るため、毎年
まいとし

小学
しょうがっ

校
こう

高学年用
こうがくねんよう

の福祉
ふくし

読本
どくほん

「違
ちが

いを知
し

り合
あ

うためのバリアフリー
ばりあふりー

大研究
だいけんきゅう

」を発行
はっこう

している。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉課
ふくしか

25年度
ねんど

実績
じっせき

　市内
しない

の各
かく

小学校
しょうがっこう

・養護
ようご

学校
がっこう

へ配布
はいふ

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

。

2



番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉課
ふくしか

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

。

目的
もくてき

　障
しょう

がい者
しゃ

問題
もんだい

に関
かん

する市民
しみん

の理解
りかい

と認識
にんしき

を深
ふか

め、障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

の向上
こうじょう

を図
はか

るために、街頭
がいとう

PR
ぴーあーる

（障
しょう

がい者
しゃ

の制
せい

作
さく

した作品
さくひん

の街頭
がいとう

配布
はいふ

）、あんま・マッサージ
まっさーじ

治療
ちりょう

の無料
むりょう

奉仕
ほうし

、楽
がく

芸
げい

会
かい

（障
しょう

がい者
しゃ

の文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

発表
はっぴょう

会
かい

）、啓
けい

発
はつ

ポスター
ぽすたー

掲示
けいじ

等
とう

の事業
じぎょう

を行
おこな

っている。

25年度
ねんど

実績
じっせき

　街頭
がいとう

PR
ぴーあーる

：各
かく

区役所
くやくしょ

周辺
しゅうへん

、駅前通
えきまえどおり

地下
ちか

歩行
ほこう

空間
くうかん

にて、計
けい

5,500個
こ

の製品
せいひん

を配布
はいふ

　あんま・マッサージ
まっさーじ

治療
ちりょう

の無料
むりょう

奉仕
ほうし

を100名
めい

に実施
じっし

　啓発
けいはつ

ポスター
ぽすたー

：区役所
くやくしょ

その他
た

の施設
しせつ

に800枚
まい

を送付
そうふ

し、掲示
けいじ

を依頼
いらい

　このほか、札幌市
さっぽろし

の実施
じっし

する以下
いか

の事業
じぎょう

を障
しょう

害
がい

者
しゃ

週間
しゅうかん

記念
きねん

事業
じぎょう

の関連
かんれん

事業
じぎょう

（いわゆる冠
かん

事業
じぎょう

）として実施
じっし

し

た。

　１　元気
げんき

ショップ
しょっぷ

７周年
しゅうねん

記念
きねん

イベント
いべんと

（H25.12.3～6実施
じっし

）　　　２　特例
とくれい

子会社
こがいしゃ

フェア
ふぇあ

（H25.12.3～9実施
じっし

）

　３　郵便局
ゆうびんきょく

における出前
でまえ

「元気
げんき

ショップ
しょっぷ

」（H25.12.3～6実施
じっし

）

　４　「シュリー
しゅりー

の店
みせ

」大通
おおどおり

地下
ちか

店
てん

開店
かいてん

及
およ

びオープニングイベント
おーぷにんぐいべんと

（H25.12.10実施
じっし

）

　５　障
しょう

がいのある方
かた

による講演
こうえん

会
かい

・「記憶
きおく

障害
しょうがい

の花嫁
はなよめ

　最後
さいご

のほほえみ」上映会
じょうえいかい

開催
かいさい

（H25.12.14実施
じっし

）

4
障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

記念
きねん

事
じぎょ

業
う

の実施
じっし

3



基本
きほん

施策
しさく

２　公共
こうきょう

サービス
さーびす

従事者
じゅうじしゃ

などに対
たい

する理解
りかい

促進
そくしん

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

1
福祉

ふくし

サービス
さーびす

提供
ていきょう

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

に対
たい

する

研修
けんしゅう

の実施
じっし

　居宅
きょたく

介護
かいご

事業
じぎょう

所
しょ

のサービス
さーびす

提供
ていきょう

責任者
せきにんしゃ

等
とう

を対象
たいしょう

として、利用者
りようしゃ

の立場
たちば

に立
た

った本人
ほんにん

中心
ちゅうしん

の個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

作
さく

成
せい

のあり方
かた

について研修
けんしゅう

を行
おこな

う。

2
障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

の講
こう

師
し

派遣
はけん

　障
しょう

がい者
しゃ

への理解
りかい

促進
そくしん

、障
しょう

がい者
しゃ

への自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

ることを目的
もくてき

として実施
じっし

しているもので、障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

を対象
たいしょう

として講師
こうし

養成
ようせい

研修
けんしゅう

を実施
じっし

した上
うえ

で、該当
がいとう

研修
けんしゅう

終了者
しゅうりょうしゃ

を講師
こうし

として登録
とうろく

し、学校
がっこう

や企業
きぎょう

、各
かく

種
しゅ

団体
だんたい

が開催
かいさい

する研修会
けんしゅうかい

等
とう

の講師
こうし

として派遣
はけん

している。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉課
ふくしか

25年度
ねんど

実績
じっせき

・講師
こうし

養成
ようせい

・登録数
とうろくすう

：13名
めい

　・講師
こうし

派遣
はけん

回数
かいすう

：80回
かい

　・講師
こうし

派遣
はけん

人数
にんずう

：123名
めい

（延
の

べ人数
にんずう

）

　聴講者
ちょうこうしゃ

数
すう

：3,732名
めい

（延
の

べ人数
にんずう

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

25年度
ねんど

実績
じっせき

【基礎
きそ

研修
けんしゅう

】・第
だい

１回
かい

　32名
めい

　　・第
だい

２回
かい

　29名
めい

　　・第
だい

３回
かい

　30名
めい

【応用
おうよう

研修
けんしゅう

】・11/29　29名
めい

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

【基礎
きそ

研修
けんしゅう

】利用者
りようしゃ

の立場
たちば

に立
た

った本人
ほんにん

中心
ちゅうしん

の個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

作成
さくせい

の考
かんが

え方
かた

を学
まな

ぶ。

【応用
おうよう

研修
けんしゅう

】受講者
じゅこうしゃ

が各自
かくじ

の事例
じれい

を持
も

ち寄
よ

り、課題
かだい

を整理
せいり

し、解決
かいけつ

方法
ほうほう

を検討
けんとう

することにより、利用者
りようしゃ

の立場
たちば

に

立
た

った本人
ほんにん

中心
ちゅうしん

の個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

作成
さくせい

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

る（1/22予定
よてい

）。

目的
もくてき
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基本
きほん

施策
しさく

３　障
しょう

がいのある方
かた

に対
たい

する権利
けんり

擁護
ようご

等
とう

に係
かか

る啓発
けいはつ

・広報
こうほう

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

1
北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい者
しゃ

条
じょ

例
うれい

の普及
ふきゅう

　「北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい者
しゃ

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

の権利
けんり

擁護
ようご

並
なら

びに障
しょう

がい者
しゃ

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

が暮
く

らしやすい地域
ちいき

づくりの推進
すいしん

に

関
かん

する条例
じょうれい

（北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい者
しゃ

条例
じょうれい

）」は、障
しょう

がいのある方
かた

の権利
けんり

擁護
ようご

や障
しょう

がいがあることを理由
りゆう

に差別
さべつ

、虐待
ぎゃくたい

を

受
う

けることのない暮
く

らしやすい地域
ちいき

づくりを目的
もくてき

として、北海道
ほっかいどう

が制定
せいてい

したものであり、本
ほん

市
し

としても道
どう

や関係
かんけい

機
きか

関
ん

と連携
れんけい

し、同
どう

条例
じょうれい

の普及
ふきゅう

を図
はか

っている。

　また、「障害者
しょうがいしゃ

あんしん相談
そうだん

運営
うんえい

事業
じぎょう

」として、障
しょう

がいのある方
かた

の権利
けんり

擁護
ようご

相談
そうだん

に応
おう

じる専門
せんもん

相談
そうだん

窓口
まどぐち

を設置
せっち

している（札幌市
さっぽろし

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

に委託
いたく

して実施
じっし

）ほか、各区
かくく

保健
ほけん

福祉
ふくし

課
か

及
およ

び市内
しない

の相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

所
しょ

（委託
いたく

）で

も障
しょう

がいのある方
かた

からの相談
そうだん

を幅広
はばひろ

く受
う

け付
つ

けている。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

●北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい者
しゃ

条例
じょうれい

の普及
ふきゅう

　北海道
ほっかいどう

が作成
さくせい

したパンフレット
ぱんふれっと

の配布
はいふ

を行
おこな

うほか、各種
かくしゅ

会議
かいぎ

等
とう

において随時
ずいじ

紹介
しょうかい

を行
おこな

っている。

●障
しょう

がい者
しゃ

あんしん相談
そうだん

相談
そうだん

件数
けんすう

1,985件
けん

（権利
けんり

擁護
ようご

に関
かん

するもの以外
いがい

を含
ふく

む）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

。

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

により、差別
さべつ

の解消
かいしょう

のために必要
ひつよう

な施策
しさく

を実施
じっし

することが国
くに

や地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

の責務
せきむ

として規
きて

定
い

されたことから、札幌市
さっぽろし

としても、法
ほう

の成立
せいりつ

を契機
けいき

として、更
さら

なる取組
とりくみ

を進
すす

めてまいりたい。

また、取組
とりくみ

を検討
けんとう

するに当
あ

たっては、障
しょう

がいのある方
かた

の経験
けいけん

や意見
いけん

を十分
じゅうぶん

反映
はんえい

するとともに、北海道
ほっかいどう

や地域
ちいき

にお

ける関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

とも連携
れんけい

し、市民
しみん

の間
あいだ

で幅広
はばひろ

い議論
ぎろん

を重
かさ

ねていくことにより、実効性
じっこうせい

のある施策
しさく

の構築
こうちく

を図
はか

って

いくこととしたい。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

2
福祉

ふくし

ガイド
がいど

等
とう

の作
さく

成
せい

・配布
はいふ

、各種
かくしゅ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の紹介
しょうかい

　障
しょう

がいのある方
かた

の自立
じりつ

や社会
しゃかい

参加
さんか

等
とう

を目的
もくてき

とし、札幌市内
さっぽろしない

で実施
じっし

している最新
さいしん

の障
しょう

がい福祉
ふくし

施策
しさく

をまとめた

「障
しょう

がいのある方
かた

のための福祉
ふくし

ガイド
がいど

」を、毎年
まいとし

市民
しみん

向
む

けに発行
はっこう

している。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

などの関係
かんけい

機関
きかん

に郵送
ゆうそう

するとともに、各区
かくく

保健
ほけん

福祉課
ふくしか

や市政
しせい

刊行物
かんこうぶつ

コーナー
こーなー

などを通
つう

じて希
きぼ

望者
うしゃ

に配布
はいふ

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

。

目的
もくてき

3
障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

等
とう

の

意見
いけん

反映
はんえい

障
しょう

がいのある方
かた

をはじめ市民
しみん

の方
かた

の意見
いけん

が市政
しせい

に反映
はんえい

されるよう、市民
しみん

の声
こえ

を聴
き

く機会
きかい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。

具体的
ぐたいてき

な取組
とりくみ

の例
れい

としては、障
しょう

がい者
しゃ

によるまちづくりサポーター
さぽーたー

制度
せいど

を実施
じっし

している。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

次
つぎ

の取組
とりくみ

を実施
じっし

。（主
おも

なもののみ）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

25年度
ねんど

と同様
どうよう

の取組
とりく

みを予定
よてい

している。
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基本
きほん

施策
しさく

４　ボランティア
ぼらんてぃあ

活動
かつどう

・社会
しゃかい

貢献
こうけん

活動
かつどう

の理解
りかい

促進
そくしん

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

2

まちづくり活動
かつどう

への

支援
しえん

（市民
しみん

活動
かつどう

サ
さぽー

ポートセンター
とせんたー

の運
うん

営
えい

・さぽーとほっと

基金
ききん

）

市
し

）市民
しみん

自治
じち

推
すい

進室
しんしつ

市民
しみん

活動
かつどう

促進
そくしん

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

　市民
しみん

が地域
ちいき

の課題
かだい

などの解決
かいけつ

に向
む

けて自
みずか

ら行動
こうどう

する「市民
しみん

自治
じち

が息
いき

づくまちづくり」を目標
もくひょう

としている本
ほん

市
し

にお

いて、障
しょう

がい者
しゃ

支援
しえん

団体
だんたい

を始
はじ

めとした営利
えいり

を目的
もくてき

とせず自発的
じはつてき

に公益的
こうえきてき

な活動
かつどう

を行
おこな

う市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

は、そのま

ちづくりの重要
じゅうよう

な一翼
いちよく

を担
にな

うことから、市内
しない

の市民
しみん

まちづくり活動
かつどう

団体
だんたい

が地域
ちいき

の課題
かだい

などの解決
かいけつ

に向
む

けて自
みずか

ら行
こう

動
どう

するための支援
しえん

を充実
じゅうじつ

させることを目的
もくてき

とする。

　市民
しみん

活動
かつどう

サポートセンター
さぽーとせんたー

はこの市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

を支援
しえん

する総合
そうごう

拠点
きょてん

施設
しせつ

として平成
へいせい

15年度
ねんど

に設置
せっち

。主
おも

な機能
きのう

として、「情報
じょうほう

提供
ていきょう

・相談
そうだん

機能
きのう

」「交流
こうりゅう

活動
かつどう

支援
しえん

機能
きのう

」「研修
けんしゅう

学習
がくしゅう

機能
きのう

」「市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

支援
しえん

機能
きのう

」があり、平成
へいせい

18

年度
ねんど

から指定
してい

管理者
かんりしゃ

制度
せいど

を導入
どうにゅう

し、公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

さっぽろ青少年
せいしょうねん

女性
じょせい

活動
かつどう

協会
きょうかい

に管理
かんり

運営
うんえい

を委託
いたく

している。

　また、さぽーとほっと基金
ききん

は、事業者
じぎょうしゃ

や市民
しみん

の寄附
きふ

によって、福祉
ふくし

や子育
こそだ

てなどのまちづくり活動
かつどう

を行
おこな

う市民
しみん

活
かつ

動
どう

団体
だんたい

への助成
じょせい

制度
せいど

である。

目的
もくてき

1

【計画
けいかく

記載
きさい

名称
めいしょう

】

ボランティア
ぼらんてぃあ

研修
けんしゅう

セ
せ

ンター
んたー

の運営
うんえい

【現
げん

名称
めいしょう

】

ボランティア
ぼらんてぃあ

振興
しんこう

事
じぎょ

業
う

　多様化
たようか

する福祉
ふくし

ニーズ
にーず

と高
たか

まるボランティア
ぼらんてぃあ

活動
かつどう

への期待
きたい

に応
こた

えるため、ボランティア
ぼらんてぃあ

活動
かつどう

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

・相談
そうだん

・

登録
とうろく

・需給
じゅきゅう

調整
ちょうせい

のほか、ボランティア
ぼらんてぃあ

活動
かつどう

機材
きざい

の貸出
かしだ

し、人材
じんざい

養成
ようせい

のための研修
けんしゅう

等
とう

を行
おこな

っている。

保
ほ

）総務
そうむ

部
ぶ

総務
そうむか

課

25年度
ねんど

実績
じっせき

　・年間
ねんかん

研修
けんしゅう

数
すう

：293講座
こうざ

（出張
しゅっちょう

研修
けんしゅう

含
ふく

む）　・受講
じゅこう

人数
にんずう

：10,643人
にん

　・貸室
かししつ

利用
りよう

件数
けんすう

：1,035件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　平成
へいせい

26年
ねん

４月
がつ

にボランティア
ぼらんてぃあ

研修
けんしゅう

センター
せんたー

と札幌市
さっぽろし

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

が運営
うんえい

するボランティアセンター
ぼらんてぃあせんたー

が統合
とうごう

し、

札幌市
さっぽろし

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

が運営
うんえい

するボランティア
ぼらんてぃあ

活動
かつどう

センター
せんたー

が設置
せっち

された。

　平成
へいせい

26年度
ねんど

はボランティア
ぼらんてぃあ

活動
かつどう

センター
せんたー

がボランティア
ぼらんてぃあ

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

を引
ひ

き継
つ

ぎ、事業
じぎょう

を運営
うんえい

していく。

　※平成
へいせい

26年度
ねんど

当初
とうしょ

計画
けいかく

研修
けんしゅう

数
すう

：152講座
こうざ

（このほか出張
しゅっちょう

研修
けんしゅう

を随時
ずいじ

実施
じっし

予定
よてい

）
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26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

【市民
しみん

活動
かつどう

サポートセンター
さぽーとせんたー

の運営
うんえい

】

　平成
へいせい

26年度
ねんど

に指定
してい

管理者
かんりしゃ

の更新
こうしん

を行
おこな

ったことから、今後
こんご

も引
ひ

き続
つづ

き、市民
しみん

活動
かつどう

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

する拠点
きょてん

とし

て、利用者
りようしゃ

から寄
よ

せられる意見
いけん

もふまえながら、市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

のニーズ
にーず

を的確
てきかく

に反映
はんえい

した事業
じぎょう

運営
うんえい

を指定
してい

管理
かんりしゃ

者と連携
れんけい

して行
おこな

っていく。

　また、平成
へいせい

24年度
ねんど

から札幌市
さっぽろし

がNPO
えぬぴーおー

法人
ほうじん

の所轄庁
しょかつちょう

となったことから、センター
せんたー

では法人
ほうじん

に関
かん

する情報
じょうほう

公開
こうかい

を行
おこな

うとともに、事業
じぎょう

報告書
ほうこくしょ

の取次
とりつ

ぎ等
とう

も行
おこな

っており、今後
こんご

はNPO
えぬぴーおー

に関
かん

する市民
しみん

活動
かつどう

相談
そうだん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る等
とう

、よりいっ

そう市民
しみん

活動
かつどう

の支援
しえん

機能
きのう

を強化
きょうか

する。

【さぽーとほっと基金
ききん

】

　引
ひ

き続
つづ

き市民
しみん

や企業
きぎょう

などからの寄附
きふ

を原資
げんし

として、市民
しみん

まちづくり活動
かつどう

団体
だんたい

への助成
じょせい

事業
じぎょう

を実施
じっし

している。

25年度
ねんど

実績
じっせき

【市民
しみん

活動
かつどう

サポートセンター
さぽーとせんたー

の運営
うんえい

】

センター
せんたー

利用者
りようしゃ

は78,734人
にん

事務
じむ

ブース
ぶーす

は19ブース
ぶーす

を提供
ていきょう

。

無料
むりょう

の会議
かいぎ

コーナー
こーなー

の利用
りよう

件数
けんすう

は、1,824件
けん

で、利用率
りようりつ

は85.2％
ぱーせんと

であった。

市民
しみん

活動
かつどう

を行
おこな

う際
さい

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

や相談
そうだん

を受
う

けているほか、市民
しみん

活動
かつどう

者
しゃ

、団体
だんたい

間
かん

の情報
じょうほう

交換
こうかん

や交流
こうりゅう

を図
はか

る事業
じぎょう

（「エルプラ
えるぷら

まつり2013」での市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

の活動
かつどう

紹介
しょうかい

など。15団体
だんたい

参加
さんか

、来場者
らいじょうしゃ

数
すう

9,182名
めい

）や市民
しみん

活動
かつどう

に関
かん

す

る講座
こうざ

（活動
かつどう

資金
しきん

の調達
ちょうたつ

をテーマ
てーま

としたポイント
ぽいんと

支援
しえん

講座
こうざ

を実施
じっし

した。7回
かい

実施
じっし

、参加
さんか

者
しゃ

数
すう

140名
めい

）や企画
きかく

事業
じぎょう

（サ
さろ

ロン
ん

事業
じぎょう

を実施
じっし

した。9回
かい

実施
じっし

、参加
さんか

者
しゃ

数
すう

120名
めい

）を実施
じっし

した。

【さぽーとほっと基金
ききん

】

市民
しみん

や企業
きぎょう

などからの寄附
きふ

を原資
げんし

として、市民
しみん

まちづくり活動
かつどう

団体
だんたい

への助成
じょせい

事業
じぎょう

を実施
じっし

した。

寄附
きふ

の内容
ないよう

　331件
けん

　101,761,319円
えん

助成
じょせい

の内容
ないよう

　123事業
じぎょう

　94,020,731円
えん
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分野
ぶんや

２　生活
せいかつ

支援
しえん

基本
きほん

施策
しさく

１　個々
ここ

のニーズ
にーず

に対応
たいおう

した支援
しえん

体制
たいせい

、サービス
さーびす

提供
ていきょう

基盤
きばん

の整備
せいび

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

・障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

　平成
へいせい

25年
ねん

７月
がつ

に基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せんたー

を新設
しんせつ

し、合計
ごうけい

19か所
しょ

。相談
そうだん

支援
しえん

件数
けんすう

54,193件
けん

、25年度末
ねんどまつ

の登録
とうろく

者
しゃ

数
すう

4,809人
にん

。また、地域
ちいき

保健
ほけん

活動
かつどう

推進
すいしん

事業
じぎょう

と連携
れんけい

するため、地域
ちいき

支援
しえん

員
いん

を３区
く

３か所
しょ

の相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

所
しょ

に合計
ごうけい

３名
めい

を配置
はいち

。

・障
しょう

がい児
じ

等
とう

療育
りょういく

支援
しえん

事業
じぎょう

・・・５か所
しょ

で実施
じっし

。訪問
ほうもん

101件
けん

、外来
がいらい

264件
けん

、施設
しせつ

支援
しえん

336件
けん

。

・自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

・・・設置
せっち

済
ず

み。ガイドブック
がいどぶっく

作成
さくせい

、各部会
かくぶかい

活動
かつどう

支援
しえん

等
とう

。

・地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

センター
せんたー

さっぽろ・・・指定
してい

管理者
かんりしゃ

により運営
うんえい

（H24.4～H28.3末
まつ

まで指定
してい

管理
かんり

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

　平成
へいせい

26年
ねん

10月
がつ

に1か所
しょ

新設
しんせつ

し、基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せんたー

を合
あ

わせて合計
ごうけい

20か所
しょ

。相談
そうだん

支援
しえん

件数
けんすう

55,698件
けん

（26年度
ねんど

見込
みこ

み）。また、地域
ちいき

保健
ほけん

活動
かつどう

推進
すいしん

事業
じぎょう

と連携
れんけい

するため、地域
ちいき

支援
しえん

員
いん

を10区
く

10か所
しょ

の相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

に合計
ごうけい

10

名
めい

配置
はいち

。

この他
ほか

、平成
へいせい

25年度
ねんど

と同様
どうよう

の事業
じぎょう

を実施
じっし

予定
よてい

。

1

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

の充
じゅ

実
うじつ

・関係
かんけい

機関
きかん

の連
れん

携
けい

体制
たいせい

の強化
きょうか

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

目的
もくてき

　障
しょう

がいのある方
かた

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

することができるよう、相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

の充実
じゅうじつ

と、関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

による相談
そうだん

支
しえ

援
ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

る。

　各種
かくしゅ

事業
じぎょう

の実施
じっし

にあたっては、自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

を中心
ちゅうしん

とした関係
かんけい

機関
きかん

相互
そうご

の連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

り、適切
てきせつ

な

支援
しえん

を提供
ていきょう

。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

72～76ページ
ぺーじ

を参照
さんしょう

目的
もくてき

　重度
じゅうど

身体
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

の推進
すいしん

と地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

を目的
もくてき

として、札幌市
さっぽろし

独自
どくじ

に創設
そうせつ

した有償
ゆうしょう

ボランティア
ぼらんてぃあ

等
とう

の地域
ちいき

福祉
ふくし

力
りょく

を活用
かつよう

した介助
かいじょ

制度
せいど

。

　利用者
りようしゃ

である重度
じゅうど

身体
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

は、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

の支給
しきゅう

決定
けってい

時間
じかん

の一部
いちぶ

を金額
きんがく

に振
ふ

り替
か

え、札幌市
さっぽろし

から直
ちょ

接
くせつ

支給
しきゅう

される介助
かいじょ

費用
ひよう

の範囲内
はんいない

で介助
かいじょ

報酬額
ほうしゅうがく

を自
みずか

ら決定
けってい

し、地域
ちいき

の介助
かいじょ

者
しゃ

と直接
ちょくせつ

契約
けいやく

を締結
ていけつ

する。

　本
ほん

事業
じぎょう

は介助者
かいじょしゃ

のヘルパー
へるぱー

資格
しかく

等
とう

を必要
ひつよう

としておらず、慣
な

れた地域
ちいき

の介助
かいじょ

者
しゃ

から介助
かいじょ

を受
う

けることができ、ま

た、必要
ひつよう

な介助
かいじょ

体制
たいせい

を自
みずか

ら組
く

み立
た

てることができる。加
くわ

えて、事業所
じぎょうしょ

を利用
りよう

した場合
ばあい

に必要
ひつよう

となる間接
かんせつ

経費
けいひ

がな

く、介助者
かいじょしゃ

の時給
じきゅう

の設定
せってい

によっては、従来
じゅうらい

よりも介助
かいじょ

時間数
じかんすう

を延伸
えんしん

することが可能
かのう

となる。

　札幌市
さっぽろし

が障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

に委託
いたく

して設置
せっち

したPA
ぴーえー

サポートセンター
さぽーとせんたー

が利用者
りようしゃ

と介助者
かいじょしゃ

のマッチング
まっちんぐ

や各種
かくしゅ

相談
そうだん

支
しえ

援
ん

を行
おこな

っている。

25年度
ねんど

実績
じっせき

・利用
りよう

者
しゃ

数
すう

　43名
めい

　　・介助
かいじょ

登録
とうろく

者
しゃ

数
すう

　356名
めい

（※いずれも平成
へいせい

26年
ねん

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

）

・移行
いこう

時間数
じかんすう

（一人
ひとり

あたり平均
へいきん

）　17時間
じかん

/月
つき

　　・利用
りよう

時間数
じかんすう

（一人
ひとり

あたり平均
へいきん

）　 271時間
じかん

/月
つき

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

の対象者
たいしょうしゃ

拡大
かくだい

に伴
ともな

い、当該
とうがい

事業
じぎょう

についても対象者
たいしょうしゃ

の拡大
かくだい

検討
けんとう

を行
おこな

っており、アンケート
あんけーと

調査
ちょうさ

の

実施
じっし

を予定
よてい

している。

2

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

をはじめとした各種
かくしゅ

サービス
さーびす

の円滑
えんかつ

な

提供
ていきょう

3

重度
じゅうど

の障
しょう

がいのあ

る方
かた

に対
たい

する支援
しえん

（パーソナルアシス
ぱーそなるあしすたんす

タンス事業
じぎょう

）
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

4

医療的
いりょうてき

ケア
けあ

が必要
ひつよう

な重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい

のある方
かた

に対
たい

する

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

の充
じゅ

実
うじつ

の検討
けんとう

①

　重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

（者
しゃ

）が地域
ちいき

生活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう、日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

となる生活
せいかつ

介護
かいご

事業所
じぎょうしょ

やレスパイト
れすぱいとけあさー

ケアサービス
びす

（普段
ふだん

介護
かいご

している家族
かぞく

等
とう

に代
か

わり介護
かいご

を行
おこな

うサービス
さーびす

）を担
にな

う短期
たんき

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

の拡大
かくだい

を図
はか

る。

①重症心身障
じゅうしょうしんしんしょう

がい者
しゃ

受入
うけいれ

促進
そくしん

事業
じぎょう

　生活
せいかつ

介護
かいご

・短期
たんき

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

が看護師
かんごし

を加配
かはい

した場合
ばあい

に補助
ほじょ

を実施
じっし

。※平成
へいせい

26年度
ねんど

に終了
しゅうりょう

予定
よてい

②重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

（者
しゃ

）地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

　短期
たんき

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

の施設
しせつ

設備
せつび

整備
せいび

又
また

は医療
いりょう

機器
きき

等
とう

の整備
せいび

を購入
こうにゅう

した場合
ばあい

に補助
ほじょ

を実施
じっし

。

③障
しょう

がい者
しゃ

地域
ちいき

生活
せいかつ

サービス
さーびす

基盤
きばん

整備
せいび

事業
じぎょう

　充実
じゅうじつ

した設備
せつび

を有
ゆう

する生活
せいかつ

介護
かいご

及
およ

び短期
たんき

入所
にゅうしょ

（併設
へいせつ

）事業所
じぎょうしょ

の新築
しんちく

整備
せいび

費
ひ

の一部
いちぶ

に補助
ほじょ

を実施
じっし

。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

25年度
ねんど

実績
じっせき

　重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

（者
しゃ

）が充実
じゅうじつ

した地域
ちいき

生活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう、「重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい者
しゃ

受入
うけいれ

促進
そくしん

事業
じぎょう

」によ

り生活
せいかつ

介護
かいご

・短期
たんき

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

が看護師
かんごし

を加配
かはい

した場合
ばあい

に補助
ほじょ

を実施
じっし

した。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　「重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい者
しゃ

受入
うけいれ

促進
そくしん

事業
じぎょう

」に加
くわ

え、新
あら

たに「重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

（者
しゃ

）地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

」及
およ

び「障
しょう

がい

者
しゃ

地域
ちいき

生活
せいかつ

サービス
さーびす

基盤
きばん

整備
せいび

事業
じぎょう

」を開始
かいし

し、重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

を図
はか

る。

目的
もくてき

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

4

医療的
いりょうてき

ケア
けあ

が必要
ひつよう

な重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい

のある方
かた

に対
たい

する

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

の充
じゅ

実
うじつ

の検討
けんとう

②

目的
もくてき

：医療的
いりょうてき

ケア
けあ

を必要
ひつよう

とする重度
じゅうど

の障
しょう

がい者
しゃ

の日中
にっちゅう

活動
かつどう

等
とう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。

内容
ないよう

：生活
せいかつ

介護
かいご

、短期
たんき

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

が看護師
かんごし

を加配
かはい

した場合
ばあい

に、看護師
かんごし

に係
かか

る人件費
じんけんひ

の一部
いちぶ

を助成
じょせい

する。

25年度
ねんど

実績
じっせき

・継続
けいぞく

補助
ほじょ

：生活
せいかつ

介護
かいご

１１箇所
かしょ

・短期
たんき

入所
にゅうしょ

１箇所
かしょ

　　　・新規
しんき

補助
ほじょ

：生活
せいかつ

介護
かいご

５箇所
かしょ

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・生活
せいかつ

介護
かいご

16箇所
かしょ

、短期
たんき

入所
にゅうしょ

１箇所
かしょ

に対
たい

し継続
けいぞく

補助
ほじょ

を実施
じっし

予定
よてい

。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

5
障
しょう

がいのある方
かた

の

高齢化
こうれいか

に対
たい

する支
しえ

援
ん

　障
しょう

がいのある方
かた

への市民
しみん

理解
りかい

の促進
そくしん

を図
はか

り、自立
じりつ

生活
せいかつ

を地域
ちいき

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていくため、地域
ちいき

住民
じゅうみん

による有償
ゆうしょう

ボ
ぼら

ランティア
んてぃあ

活動
かつどう

を推進
すいしん

する仕組
しく

みを整備
せいび

する。（地域
ちいき

ぬくもりサポート
さぽーと

事業
じぎょう

）

　札幌市
さっぽろし

は、利用者
りようしゃ

と地域
ちいき

の有償
ゆうしょう

ボランティア
ぼらんてぃあ

を結
むす

びつける「管理
かんり

機関
きかん

（地域
ちいき

ぬくもりサポートセンター
さぽーとせんたー

）」を設置
せっち

し、利用者
りようしゃ

等
とう

の募集
ぼしゅう

、マッチング
まっちんぐ

、研修
けんしゅう

の実施
じっし

などを進
すす

める。利用者
りようしゃ

は、家事
かじ

の援助
えんじょ

や話
はな

し相手
あいて

、近隣
きんりん

への送迎
そうげい

といった支援
しえん

を有償
ゆうしょう

ボランティア
ぼらんてぃあ

に依頼
いらい

し、１回
かい

の支援
しえん

に対
たい

して500円
えん

を直接
ちょくせつ

支払
しはら

う。

　平成
へいせい

24年度
ねんど

に、地域
ちいき

を限定
げんてい

（幌
こう

西
せい

・南
みなみ

円山
まるやま

地区
ちく

）してモデル
もでる

事業
じぎょう

をスタート
すたーと

し、平成
へいせい

25年
ねん

７月
がつ

から中央区
ちゅうおうく

全域
ぜんいき

に

実施
じっし

地域
ちいき

を拡大
かくだい

。さらに、平成
へいせい

26年
ねん

７月
がつ

からは、南区
みなみく

にも拡大
かくだい

を予定
よてい

している。

　この事業
じぎょう

では、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

や介護
かいご

保険
ほけん

法
ほう

では対象
たいしょう

とならない、話
はな

し相手
あいて

、除雪
じょせつ

、大掃除
おおそうじ

などの支援
しえん

を広
ひろ

く対象
たいしょう

としているほか、障
しょう

がいのある高齢者
こうれいしゃ

本人
ほんにん

はもとより、本人
ほんにん

支援
しえん

に資
し

するものであれば家族
かぞく

支援
しえん

も対象
たいしょう

と

している。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

25年度
ねんど

実績
じっせき

利用者
りようしゃ

　50名
めい

（うち60歳以上
さいいじょう

9名
めい

）　　介助者
かいじょしゃ

（地域
ちいき

サポーター
さぽーたー

）　111名
めい

　　総
そう

支援
しえん

件数
けんすう

　253件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　実施
じっし

地域
ちいき

の段階的
だんかいてき

な拡大
かくだい

に伴
ともな

い、本
ほん

事業
じぎょう

が徐々
じょじょ

に地域
ちいき

や関係
かんけい

機関
きかん

に浸透
しんとう

しており、登録
とうろく

者
しゃ

や支援
しえん

件数
けんすう

も増
ぞう

加
か

傾向
けいこう

にあり、本年
ほんねん

７月
がつ

以降
いこう

、実施
じっし

地域
ちいき

を南区
みなみく

全域
ぜんいき

に拡大
かくだい

することで、更
さら

なる増加
ぞうか

が見込
みこ

まれる。

　モデル
もでる

事業
じぎょう

での検証
けんしょう

結果
けっか

を踏
ふ

まえ、平成
へいせい

27年度
ねんど

以降
いこう

、実施
じっし

地域
ちいき

を拡大
かくだい

する予定
よてい

。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

7

ボランティア
ぼらんてぃあ

等
とう

の地
ちい

域
き

福祉
ふくし

力
りょく

を活用
かつよう

し

た支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

の検討
けんとう

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

目的
もくてき

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

25年度
ねんど

実績
じっせき

・利用者
りようしゃ

　50名
めい

　　・介助者
かいじょしゃ

（地域
ちいき

サポーター
さぽーたー

）　111名
めい

　　・総
そう

支援
しえん

件数
けんすう

　253件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

6
移動

いどう

支援
しえん

事業
じぎょう

の拡
かく

充
じゅう

の検討
けんとう

（移動
いどう

支援
しえん

全体
ぜんたい

）　　・実
じつ

利用
りよう

者
しゃ

数
すう

　3,100人
にん

　　・年間
ねんかん

延
のべ

利用
りよう

時間
じかん

　356,776時間
じかん

目的
もくてき

　障
しょう

がいのある方
かた

への市民
しみん

理解
りかい

の促進
そくしん

を図
はか

り、自立
じりつ

生活
せいかつ

を地域
ちいき

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていくため、地域
ちいき

住民
じゅうみん

による有償
ゆうしょう

ボ
ぼら

ランティア
んてぃあ

活動
かつどう

を推進
すいしん

する仕組
しく

みを整備
せいび

する。（地域
ちいき

ぬくもりサポート
さぽーと

事業
じぎょう

）

　札幌市
さっぽろし

は、利用者
りようしゃ

と地域
ちいき

の有償
ゆうしょう

ボランティア
ぼらんてぃあ

を結
むす

びつける「管理
かんり

機関
きかん

（地域
ちいき

ぬくもりサポートセンター
さぽーとせんたー

）」を設置
せっち

し、利用者
りようしゃ

等
とう

の募集
ぼしゅう

、マッチング
まっちんぐ

、研修
けんしゅう

の実施
じっし

などを進
すす

める。利用者
りようしゃ

は、家事
かじ

の援助
えんじょ

や話
はな

し相手
あいて

、近隣
きんりん

への送迎
そうげい

といった支援
しえん

を有償
ゆうしょう

ボランティア
ぼらんてぃあ

に依頼
いらい

し、１回
かい

の支援
しえん

に対
たい

して500円
えん

を直接
ちょくせつ

支払
しはら

う。

　平成
へいせい

24年度
ねんど

に、地域
ちいき

を限定
げんてい

（幌
こう

西
せい

・南
みなみ

円山
まるやま

地区
ちく

）してモデル
もでる

事業
じぎょう

をスタート
すたーと

し、平成
へいせい

25年
ねん

７月
がつ

から中央区
ちゅうおうく

全域
ぜんいき

に

実施
じっし

地域
ちいき

を拡大
かくだい

。さらに、平成
へいせい

26年
ねん

７月
がつ

からは、南区
みなみく

にも拡大
かくだい

を予定
よてい

している。

　この事業
じぎょう

では、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

や介護
かいご

保険
ほけん

法
ほう

では対象
たいしょう

とならない、話
はな

し相手
あいて

、除雪
じょせつ

、大掃除
おおそうじ

などの支援
しえん

を広
ひろ

く対象
たいしょう

としているほか、障
しょう

がいのある高齢者
こうれいしゃ

本人
ほんにん

はもとより、本人
ほんにん

支援
しえん

に資
し

するものであれば家族
かぞく

支援
しえん

も対象
たいしょう

と

している。

　単独
たんどく

では外出
がいしゅつ

困難
こんなん

な障
しょう

がい者
しゃ

（児
じ

）が、社会
しゃかい

生活
せいかつ

上
じょう

必要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

な外出
がいしゅつ

及
およ

び余暇
よか

活動
かつどう

や社会
しゃかい

参加
さんか

のための外
がい

出
しゅつ

をする際
さい

に、ガイドヘルパー
がいどへるぱー

を派遣
はけん

して、外出
がいしゅつ

時
じ

に必要
ひつよう

となる移動
いどう

の介助
かいじょ

及
およ

び外出
がいしゅつ

に伴
ともな

って必要
ひつよう

となる身
み

の回
まわ

りの介護
かいご

を行
おこな

う。

25年度
ねんど

実績
じっせき

（移動
いどう

支援
しえん

全体
ぜんたい

）　　・実
じつ

利用
りよう

者
しゃ

数
すう

　3,187人
にん

　　・年間
ねんかん

延
のべ

利用
りよう

時間
じかん

　367,133時間
じかん
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

8

障
しょう

がいのある方
かた

に

対
たい

する権利
けんり

擁護
ようご

、

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

対策
たいさく

の推
すい

進
しん

　障
しょう

がい者
しゃ

あんしん相談
そうだん

運営
うんえい

事業
じぎょう

、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事業
じぎょう

のほか、新
あら

たに障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に関
かん

する専
せん

門
もん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

を開設
かいせつ

するなど、障
しょう

がいのある方
かた

の権利
けんり

擁護
ようご

のための相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

る。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

25年度
ねんど

実績
じっせき

・障
しょう

がい者
しゃ

あんしん相談
そうだん

運営
うんえい

事業
じぎょう

・・・1,985件
けん

・成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事業
じぎょう

・・・市長
しちょう

申立
もうしたて

件数
けんすう

（障
しょう

がい福祉
ふくし

課
か

分
ぶん

）４件
けん

・障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

センター
せんたー

運営
うんえい

事業
じぎょう

・・・相談
そうだん

通報
つうほう

：87件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・障
しょう

がい者
しゃ

あんしん相談
そうだん

運営
うんえい

事業
じぎょう

・・・2,000件
けん

・成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事業
じぎょう

・・・市長
しちょう

申立
もうしたて

件数
けんすう

（障
しょう

がい福祉
ふくし

課
か

分
ぶん

）６件
けん

・障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

センター
せんたー

運営
うんえい

事業
じぎょう

・・・相談
そうだん

通報
つうほう

：120件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　実施
じっし

地域
ちいき

の段階的
だんかいてき

な拡大
かくだい

に伴
ともな

い、本
ほん

事業
じぎょう

が徐々
じょじょ

に地域
ちいき

や関係
かんけい

機関
きかん

に浸透
しんとう

しており、登録
とうろく

者
しゃ

や支援
しえん

件数
けんすう

も増
ぞう

加
か

傾向
けいこう

にあり、本年
ほんねん

７月
がつ

以降
いこう

、実施
じっし

地域
ちいき

を南区
みなみく

全域
ぜんいき

に拡大
かくだい

することで、更
さら

なる増加
ぞうか

が見込
みこ

まれる。

　モデル
もでる

事業
じぎょう

での検証
けんしょう

結果
けっか

を踏
ふ

まえ、平成
へいせい

27年度
ねんど

以降
いこう

、実施
じっし

地域
ちいき

を拡大
かくだい

する予定
よてい

。

目的
もくてき
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

10
消費者

しょうひしゃ

被害
ひがい

防止
ぼうし

ネットワーク
ねっとわーく

事業
じぎょう

市
し

）市民
しみん

生活
せいかつ

部
ぶ

消費者
しょうひしゃ

センター
せんたー

目的
もくてき

　地域
ちいき

に消費者
しょうひしゃ

問題
もんだい

に精通
せいつう

する消費
しょうひ

生活
せいかつ

推進員
すいしんいん

を配置
はいち

し、関係
かんけい

機関
きかん

とのネットワーク
ねっとわーく

体制
たいせい

により、障
しょう

がいのある

方
かた

や高齢
こうれい

の方
かた

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

の早期
そうき

発見
はっけん

と救済
きゅうさい

、未然
みぜん

防止
ぼうし

を図
はか

る。

25年度
ねんど

実績
じっせき

目的
もくてき

9
あんしん賃貸

ちんたい

支援
しえん

事業
じぎょう

の普及
ふきゅう

　民間
みんかん

の住宅
じゅうたく

関係
かんけい

事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

して「北海道
ほっかいどう

あんしん賃貸
ちんたい

支援
しえん

事業
じぎょう

」の周知
しゅうち

を行
おこな

い、高齢
こうれい

の方
かた

や障
しょう

がいのある方
かた

などを受
う

け入
い

れる民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の登録
とうろく

を促
うなが

す。

※北海道
ほっかいどう

あんしん賃貸
ちんたい

支援
しえん

事業
じぎょう

　高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい者
しゃ

、外国
がいこく

人
じん

、子育
こそだ

て世帯
せたい

など住宅
じゅうたく

の確保
かくほ

に配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

となる方々
かたがた

の入居
にゅうきょ

を拒
こば

まない民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の登録
とうろく

やその仲介
ちゅうかい

を行
おこな

う協力
きょうりょく

店
てん

、入居
にゅうきょ

や居住
きょじゅう

支援
しえん

を行
おこな

っている支援
しえん

団体
だんたい

との情報
じょうほう

を提供
ていきょう

することで、住宅
じゅうたく

確保
かくほ

要
よう

配慮
はいりょ

者
しゃ

の住宅
じゅうたく

探
さが

しなどの支援
しえん

を行
おこな

う事業
じぎょう

。

都
と

）市街地
しがいち

整備
せいび

部
ぶ

住宅
じゅうたく

課
か25年度

ねんど

実績
じっせき

１　北海道
ほっかいどう

あんしん賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

　160件
けん

（1,358戸
こ

）　　２　協力
きょうりょく

店
てん

　276件
けん

３　居住
きょじゅう

支援
しえん

団体
だんたい

　18団体
だんたい

　　４　賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

に対
たい

するエコリフォーム
えこりふぉーむ

補助
ほじょ

　5件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

１　北海道
ほっかいどう

あんしん賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

　175件
けん

（1,388戸
こ

）　　２　協力
きょうりょく

店
てん

　283件
けん

３　居住
きょじゅう

支援
しえん

団体
だんたい

　19団体
だんたい

　　４　賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

に対
たい

するエコリフォーム
えこりふぉーむ

補助
ほじょ

　5件
けん

①相談
そうだん

：障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

、民生
みんせい

委員
いいん

等
とう

の関係
かんけい

福祉
ふくし

機関
きかん

の方
かた

（見守
みまも

る立場
たちば

の方
かた

）が、障
しょう

がいのある方
かた

や

高齢
こうれい

の方
かた

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

を疑
うたが

うケース
けーす

を発見
はっけん

したときに、見守
みまも

る立場
たちば

の方
かた

からの相談
そうだん

を受
う

け付
つ

け、必要
ひつよう

に応
おう

じて

実態
じったい

調査
ちょうさ

を行
おこな

った。102件
けん

（障
しょう

がい：13件
けん

、高齢
こうれい

89件
けん

）

②啓発
けいはつ

：障
しょう

がいのある方
かた

や高齢
こうれい

の方
かた

の消費者
しょうひしゃ

被害
ひがい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

を目的
もくてき

に、講師
こうし

派遣
はけん

を希望
きぼう

する団体
だんたい

に消費
しょうひ

生活
せいかつ

推進員
すいしんいん

を派遣
はけん

する出前
でまえ

講座
こうざ

（ミニ
みに

講座
こうざ

）等
とう

の啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

った。117件
けん

（障
しょう

がい：6件
けん

、高齢
こうれい

：111件
けん

）
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

26年度
ねんど

活動
かつどう

（予定
よてい

）

・相談
そうだん

140件
けん

（障
しょう

がい：20件
けん

、高齢
こうれい

：120件
けん

）　　・啓発
けいはつ

140件
けん

（障
しょう

がい：20件
けん

、高齢
こうれい

：120件
けん

）

・障
しょう

がい者
しゃ

本人
ほんにん

向
む

け啓発
けいはつ

資料
しりょう

の作成
さくせい

・配布
はいふ

目的
もくてき

11
障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

支援
しえん

施
しさ

策
く

の再整理
さいせいり

・一元
いちげん

化
か

　子
こ

ども未来
みらい

局
きょく

等
とう

が所管
しょかん

する児童
じどう

療育
りょういく

部門
ぶもん

等
とう

を保健
ほけん

福祉
ふくし

局
きょく

に移管
いかん

し、障
しょう

がいのある方
かた

がそれぞれのライフス
らいふすてーじ

テージで必要
ひつよう

となる支援
しえん

施策
しさく

の検討
けんとう

体制
たいせい

を障
しょう

がい福祉
ふくし

担当
たんとう

部
ぶ

において再整理
さいせいり

、一元化
いちげんか

を図
はか

り、障
しょう

がい児
じ

、者
しゃ

の

切
き

れ目
め

ない支援
しえん

施策
しさく

の実現
じつげん

を目指
めざ

す。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

25年度
ねんど

実績
じっせき

　平成
へいせい

25年度
ねんど

の平岸
ひらぎし

の障
しょう

がい児
じ

（者
しゃ

）医療
いりょう

・福祉
ふくし

複合
ふくごう

施設
しせつ

の完成
かんせい

、発達
はったつ

医療
いりょう

センター
せんたー

の移転
いてん

及
およ

び児童
じどう

診療
しんりょう

セン
せんたー

ターとの統合
とうごう

を期
き

とし、子
こ

ども未来
みらい

局
きょく

の所管
しょかん

する障
しょう

がい児
じ

療育
りょういく

施策
しさく

を保健
ほけん

福祉
ふくし

局
きょく

に仕官
しかん

する予定
よてい

であったが、

発達
はったつ

医療
いりょう

センター
せんたー

の移転
いてん

統合
とうごう

が、平成
へいせい

27年度
ねんど

当初
とうしょ

に延期
えんき

されたことから、組織
そしき

統合
とうごう

も約
やく

1年間
ねんかん

遅
おく

れることとなっ

た。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

に、子
こ

ども未来
みらい

局
きょく

が所管
しょかん

する４つの児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

と発達
はったつ

医療
いりょう

センター
せんたー

等
とう

の児童
じどう

療育
りょういく

施策
しさく

部門
ぶもん

を保健
ほけん

福祉
ふくし

局
きょく

に移管
いかん

統合
とうごう

し、保健
ほけん

福祉
ふくし

局
きょく

において、一元化
いちげんか

に障
しょう

がい児
じ

、者
しゃ

の切
き

れ目
め

のない支援
しえん

施策
しさく

の実
じつ

現
げん

を目指
めざ

していく。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

12
発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

体
たい

制
せい

整備
せいび

事業
じぎょう

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけんふ

福祉部障
くしぶしょう

がい

福祉課
ふくしか

目的
もくてき

：発達
はったつ

障
しょう

がいのある人
ひと

たちが社会
しゃかい

で十分
じゅうぶん

活躍
かつやく

できるよう、支援
しえん

の体制
たいせい

づくりに取
と

り組
く

む。

内容
ないよう

：発達
はったつ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
しえん

に関
かん

する関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

での情報
じょうほう

提供
ていきょう

・意見
いけん

交換
こうかん

、発達
はったつ

障
しょう

がいのある方
かた

の作品展
さくひんてん

の実施
じっし

や普及
ふきゅう

啓発用
けいはつよう

冊子
さっし

の作成
さくせい

。ペアレントメンター
ぺあれんとめんたー

（親
おや

による親
おや

支援
しえん

）の養成
ようせい

研修
けんしゅう

、巡回
じゅんかい

指導
しどう

の実施
じっし

等
とう

により地域
ちいき

の

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。

25年度
ねんど

実績
じっせき

・発達
はったつ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
しえん

関係
かんけい

機関
きかん

連絡
れんらく

会議
かいぎ

の開催
かいさい

（17回
かい

）

・普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

小冊子
しょうさっし

：既刊
きかん

「職場
しょくば

で使
つか

える虎
とら

の巻
まき

」「暮
く

らしで使
つか

える虎
とら

の巻
まき

」に加
くわ

え、新
あら

たに「学校
がっこう

で使
つか

える虎
とら

の巻
まき

」

が完成
かんせい

。各
かく

約
やく

5,000部
ぶ

配布
はいふ

・「サポートファイル
さぽーとふぁいる

さっぽろ※」　約
やく

3,000冊
さつ

配布
はいふ

※子
こ

どもの発達
はったつ

に関
かん

する情報
じょうほう

を、成長
せいちょう

に合
あ

わせて保護者
ほごしゃ

が記録
きろく

・整理
せいり

できるファイル
ふぁいる

・発達
はったつ

障
しょう

がい者
しゃ

の作品展
さくひんてん

の開催
かいさい

（来場者
らいじょうしゃ

数
すう

3,027人
にん

）

・発達
はったつ

障
しょう

がいに関
かん

する家族
かぞく

支援
しえん

事業
じぎょう

ペアレントメンター
ぺあれんとめんたー

51名
めい

中
ちゅう

45名
めい

がフォローアップ
ふぉろーあっぷ

講座
こうざ

を修了
しゅうりょう

ペアレントメンター
ぺあれんとめんたー

理解
りかい

啓発
けいはつ

のための公開
こうかい

講座
こうざ

　来場者
らいじょうしゃ

208名
めい

・発達
はったつ

障
しょう

がいに関
かん

する支援
しえん

モデル
もでる

事業
じぎょう

・・・発達
はったつ

障
しょう

がい者
しゃ

を支援
しえん

する支援者
しえんしゃ

向
む

けリーフレット
りーふれっと

を作成
さくせい

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

25年度
ねんど

とほぼ同
どう

内容
ないよう

を実施
じっし

予定
よてい

。

目的
もくてき
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基本
きほん

施策
しさく

２　施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

、精神科
せいしんか

病院
びょういん

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

推進
すいしん

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

2
グループホーム

ぐるーぷほーむ

等
とう

の整備
せいび

推進
すいしん

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

目的
もくてき

1
地域

ちいき

移行
いこう

支援
しえん

・定
てい

着
ちゃく

支援
しえん

　指定
してい

を受
う

けた相談
そうだん

支援
しえん

事業者
じぎょうしゃ

が、障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

準備
じゅんび

や定着
ていちゃく

のための支援
しえん

を行
おこな

う。

１　地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

　　入院
にゅういん

・入所
にゅうしょ

等
とう

からの地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

するための住居
じゅうきょ

の確保
かくほ

や相談
そうだん

等
とう

の支援
しえん

を実施
じっし

２　地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

　　単身
たんしん

の居宅
きょたく

生活者
せいかつしゃ

に対
たい

し、常時
じょうじ

の連絡
れんらく

体制
たいせい

を確保
かくほ

し、緊急時
きんきゅうじ

の相談
そうだん

・訪問
ほうもん

等
とう

を実施
じっし

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

利用
りよう

実績
じっせき

（平成
へいせい

25年
ねん

４月
がつ

～平成
へいせい

26年
ねん

３月
がつ

サービス
さーびす

提供
ていきょう

分
ぶん

）

・地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

・・・実
じつ

利用
りよう

者
しゃ

数
すう

　18人
にん

　　・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

・・・実
じつ

利用
りよう

者
しゃ

数
すう

　26人
にん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

26年
ねん

4月
がつ

から、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の対象者
たいしょうしゃ

が、保護
ほご

施設
しせつ

、矯正
きょうせい

施設
しせつ

等
とう

を退所
たいしょ

する障
しょう

がい者
しゃ

などに拡大
かくだい

されたこ

とから、利用者
りようしゃ

の増加
ぞうか

が見込
みこ

まれる。

目的
もくてき

・ケアホーム
けあほーむ

等
とう

新築
しんちく

費
ひ

補助
ほじょ

　０箇所
かしょ

　　・グループホーム
ぐるーぷほーむ

・ケアホーム
けあほーむ

設置
せっち

費
ひ

補助
ほじょ

　15箇所
かしょ

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・ケアホーム
けあほーむ

等
とう

新築
しんちく

費
ひ

補助
ほじょ

　２箇所
かしょ

　　・グループホーム
ぐるーぷほーむ

・ケアホーム
けあほーむ

設置
せっち

費
ひ

補助
ほじょ

　12箇所
かしょ

目的
もくてき

：障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

に基
もと

づく共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム
ぐるーぷほーむ

）の新設
しんせつ

促進
そくしん

を図
はか

る。

内容
ないよう

：グループホーム
ぐるーぷほーむ

を新規
しんき

に運営
うんえい

する際
さい

の新築
しんちく

整備
せいび

費
ひ

または備品
びひん

等
とう

購入費
こうにゅうひ

の一部
いちぶ

に対
たい

し補助
ほじょ

することによ

り、障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

における居住
きょじゅう

の場
ば

を確保
かくほ

するとともに、地域
ちいき

移行
いこう

を促進
そくしん

する。

25年度
ねんど

実績
じっせき
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

4

住宅
じゅうたく

要
よう

配慮
はいりょ

者
しゃ

に対
たい

する住居
じゅうきょ

の安定
あんてい

確
かく

保
ほ

の取組
とりくみ

都
と

）市街地
しがいち

整備
せいび

部
ぶ

住宅
じゅうたく

課
か

3
地域

ちいき

生活
せいかつ

の体験
たいけん

支
しえ

援
ん

　施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

している身体
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

または自宅
じたく

で家族
かぞく

等
とう

と同居
どうきょ

している身体
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

意欲
いよく

の促進
そくしん

及
およ

び

自活
じかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、施設
しせつ

や自宅
じたく

以外
いがい

の場所
ばしょ

に宿泊
しゅくはく

して地域
ちいき

生活
せいかつ

を体験
たいけん

する場合
ばあい

に要
よう

した費用
ひよう

につい

て、補助金
ほじょきん

を交付
こうふ

する。

　市営
しえい

住宅
じゅうたく

抽選
ちゅうせん

時
じ

の優遇
ゆうぐう

及
およ

び精神
せいしん

障
しょう

がい又
また

は知的
ちてき

障
しょう

がいの単身者
たんしんしゃ

の新規
しんき

受入
うけい

れを行
おこな

うことにより、公的
こうてき

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

において住宅
じゅうたく

セーフティネット
せーふてぃねっと

（安全策
あんぜんさく

）を構築
こうちく

し、高齢
こうれい

の方
かた

、障
しょう

がいのある方
かた

など住宅
じゅうたく

確保
かくほ

要
よう

配慮
はいりょ

者
しゃ

の居
きょ

住
じゅう

の安定
あんてい

確保
かくほ

を目指
めざ

す。

[抽選
ちゅうせん

時
じ

の優遇
ゆうぐう

]

　申込
もうしこみ

年数
ねんすう

及
およ

び世帯
せたい

状況
じょうきょう

を考慮
こうりょ

して、障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

の市営
しえい

住宅
じゅうたく

への優遇
ゆうぐう

入居
にゅうきょ

を推進
すいしん

する。

　年数
ねんすう

による優遇
ゆうぐう

として、2年目
ねんめ

以降
いこう

から1個
こ

ずつ、6年目
ねんめ

以降
いこう

から2個
こ

ずつ、10年目
ねんめ

から3個
こ

ずつ、抽選
ちゅうせん

番号
ばんごう

を増
ふ

やす。また、世帯
せたい

状況
じょうきょう

による優遇
ゆうぐう

として、障
しょう

がい者
しゃ

世帯
せたい

、多
た

家族
かぞく

世帯
せたい

、高齢者
こうれいしゃ

世帯
せたい

等
とう

についてそれぞれの状況
じょうきょう

に応
おう

じて抽選
ちゅうせん

番号
ばんごう

を増
ふ

やす。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

交付
こうふ

決定
けってい

者
しゃ

　３名
めい

　　交付
こうふ

金額
きんがく

計
けい

　79,500円
えん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

利用
りよう

件数
けんすう

　５件
けん

程度
ていど

　　交付
こうふ

金額
きんがく

　102,200円
えん

程度
ていど

目的
もくてき

目的
もくてき
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[精神
せいしん

障
しょう

がい又
また

は知的
ちてき

障
しょう

がいのある単身者
たんしんしゃ

の受入
うけい

れについて]

　従前
じゅうぜん

、精神
せいしん

障
しょう

がい又
また

は知的
ちてき

障
しょう

がいのある単身者
たんしんしゃ

については、自炊
じすい

可能
かのう

な程度
ていど

の健康
けんこう

状態
じょうたい

で、独立
どくりつ

して日常
にちじょう

生
せい

活
かつ

を営
いとな

めるかどうかの判断
はんだん

が難
むずか

しいことから、新
あら

たな入居
にゅうきょ

の受入
うけい

れを行
おこな

っておりませんでしたが、平成
へいせい

26年度
ねんど

よ

り、「札幌
さっぽろ

市営
しえい

住宅
じゅうたく

における単身者
たんしんしゃ

の入居
にゅうきょ

手続
てつづ

き等
とう

に関
かん

する事務
じむ

処理
しょり

要綱
ようこう

」を策定
さくてい

し、市営
しえい

住宅
じゅうたく

への申
もう

し込
こ

みを

行
おこな

った当選者
とうせんしゃ

のうち、住宅
じゅうたく

課
か

が札幌
さっぽろ

市営
しえい

住宅
じゅうたく

条例
じょうれい

第
だい

５条
じょう

の入居
にゅうきょ

資格
しかく

、条件
じょうけん

を具備
ぐび

していると判断
はんだん

した場合
ばあい

は、

入居
にゅうきょ

を可
か

としました。

[あんしん賃貸
ちんたい

]

　民間
みんかん

の住宅
じゅうたく

関係
かんけい

事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

して「北海道
ほっかいどう

あんしん賃貸
ちんたい

支援
しえん

事業
じぎょう

」の周知
しゅうち

を行
おこな

い、高齢
こうれい

の方
かた

や障
しょう

がいのある方
かた

などを受
う

け入
い

れる民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の登録
とうろく

を促
うなが

す。

25年度
ねんど

実績
じっせき

[抽選
ちゅうせん

時
じ

の優遇
ゆうぐう

]

　２年目以降
ねんめいこう

から１個
こ

ずつ、６年目以降
ねんめいこう

から２個
こ

ずつ、10年目以降
ねんめいこう

から３個
こ

ずつ、抽選
ちゅうせん

番号
ばんごう

が増
ふ

え、さらに特別
とくべつ

障
しょう

がい世帯
せたい

は３個
こ

、普通
ふつう

障
しょう

がい者
しゃ

世帯
せたい

等
とう

は２個
こ

、その他
た

は１個
こ

ずつ抽選
ちゅうせん

番号
ばんごう

が増
ふ

え、当選
とうせん

確率
かくりつ

を上
あ

げている。

[あんしん賃貸
ちんたい

]

１　北海道
ほっかいどう

あんしん賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

　160件
けん

（1,358戸
こ

）　　２　協力
きょうりょく

店
てん

　276件
けん

３　居住
きょじゅう

支援
しえん

団体
だんたい

　18団体
だんたい

　　４　賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

に対
たい

するエコリフォーム
えこりふぉーむ

補助
ほじょ

　５件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　抽選
ちゅうせん

時
じ

の優遇
ゆうぐう

については、平成
へいせい

25年度
ねんど

と同様
どうよう

の基準
きじゅん

で継続
けいぞく

し、精神
せいしん

障
しょう

がい又
また

は知的
ちてき

障
しょう

がいのある単身者
たんしんしゃ

の

入居
にゅうきょ

については、平成
へいせい

26年度
ねんど

より、「札幌
さっぽろ

市営
しえい

住宅
じゅうたく

における単身者
たんしんしゃ

の入居
にゅうきょ

手続
てつづ

き等
とう

に関
かん

する事務
じむ

処理
しょり

要綱
ようこう

」に

基
もと

づき、新規
しんき

の受入
うけい

れを開始
かいし

する。

[あんしん賃貸
ちんたい

]

１　北海道
ほっかいどう

あんしん賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

　175件
けん

（1,388戸
こ

）　　２　協力
きょうりょく

店
てん

　283件
けん

３　居住
きょじゅう

支援
しえん

団体
だんたい

　19団体
だんたい

　　４　賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

に対
たい

するエコリフォーム
えこりふぉーむ

補助
ほじょ

　5件
けん
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

5
入所
にゅうしょ

施設
しせつ

等
とう

との情
じょ

報
うほう

共有
きょうゆう

・連携
れんけい

　地域
ちいき

移行
いこう

の推進
すいしん

を図
はか

るため、入所
にゅうしょ

施設
しせつ

の施設
しせつ

長
ちょう

等
とう

と情報
じょうほう

・意見
いけん

交換
こうかん

会
かい

等
とう

を実施
じっし

する。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　主
しゅ

として身体
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

を受
う

け入
い

れている入所
にゅうしょ

施設
しせつ

ネットワーク
ねっとわーく

と意見
いけん

交換
こうかん

を実施
じっし

（平成
へいせい

25年
ねん

12月
がつ

13日
にち

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　今年度
こんねんど

の実施
じっし

は未定
みてい

であるが、地域
ちいき

移行
いこう

の推進
すいしん

のためには、今回
こんかい

実施
じっし

した入所
にゅうしょ

施設
しせつ

との情報
じょうほう

交換
こうかん

とともに、

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

を始
はじ

めさまざまな支援者
しえんしゃ

の方々
かたがた

と連携
れんけい

を密
みつ

にすることが重要
じゅうよう

であり、相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

との合同
ごうどう

会議
かいぎ

の開催
かいさい

を予定
よてい

している。

目的
もくてき

21



基本
きほん

施策
しさく

３　福祉
ふくし

用具
ようぐ

などの普及
ふきゅう

促進
そくしん

・利用
りよう

支援
しえん

・研究
けんきゅう

開発
かいはつ

支援
しえん

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

1
補装具

ほそうぐ

費
ひ

の支給
しきゅう

、

日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

の給
きゅ

付
うふ

＜補装具
ほそうぐ

費
ひ

支給
しきゅう

＞

　身体
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

（児
じ

）の失
うしな

われた身体
しんたい

機能
きのう

を補完
ほかん

または代替
だいたい

する用具
ようぐ

の購入
こうにゅう

及
およ

び修理
しゅうり

に要
よう

する費用
ひよう

の支給
しきゅう

を行
おこな

うことにより、職業
しょくぎょう

その他
た

日常
にちじょう

生活
せいかつ

の能率
のうりつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ることを目的
もくてき

とする。

＜日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

給付
きゅうふ

＞

　在宅
ざいたく

の重度
じゅうど

障
しょう

がい者
しゃ

（児
じ

）に対
たい

し、特殊
とくしゅ

寝台
しんだい

、特殊
とくしゅ

マット
まっと

等
とう

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

を給付
きゅうふ

することにより、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の

便宜
べんぎ

を図
はか

ることを目的
もくてき

とする。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

＜補装具
ほそうぐ

費
ひ

支給
しきゅう

＞

　義肢
ぎし

・装具
そうぐ

・車椅子
くるまいす

等
とう

の購入
こうにゅう

・修理
しゅうり

にかかる費用
ひよう

を支給
しきゅう

新規
しんき

支給
しきゅう

　3,269件
けん

　修理
しゅうり

　2,254件
けん

＜日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

＞

　ストーマ
すとーま

用
よう

装具
そうぐ

・歩行
ほこう

補助
ほじょ

つえ・たん吸引器
きゅういんき

等
とう

の給付
きゅうふ

新規
しんき

支給
しきゅう

　32,648件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

内容
ないよう

は平成
へいせい

25年度
ねんど

と同
おな

じ。補装具
ほそうぐ

費
ひ

については、伸
の

びが鈍化
どんか

している傾向
けいこう

にある。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

2
福祉

ふくし

用具
ようぐ

の普及
ふきゅう

（展示
てんじ

・リサイクル
りさいくる

な

ど）

　身体
しんたい

に障
しょう

がいのある方
かた

が用
もち

いる補装具
ほそうぐ

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

、自助具
じじょぐ

等
とう

の普及
ふきゅう

を目的
もくてき

に福祉
ふくし

用具
ようぐ

の常設
じょうせつ

展示
てんじ

コー
こーなー

ナーを設
もう

け、福祉
ふくし

用具
ようぐ

に関
かん

する各種
かくしゅ

相談
そうだん

に応
おう

じる。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

身体
しんたい

障
しょ

害者
うがいしゃ

更生
こうせい

相談
そうだん

所
じょ

25年度
ねんど

実績
じっせき

・　身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

センター
せんたー

での福祉
ふくし

用具
ようぐ

展示
てんじ

及
およ

び福祉
ふくし

用具
ようぐ

に関
かか

わる相談
そうだん

・　いきいき福祉
ふくし

・健康
けんこう

フェア
ふぇあ

（開催
かいさい

期間
きかん

：平成
へいせい

25年
ねん

10月
がつ

18日
にち

～20日
か

）において福祉
ふくし

用具
ようぐ

相談
そうだん

コーナー
こーなー

を開設
かいせつ

し、

福祉
ふくし

用具
ようぐ

資料
しりょう

等
とう

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

として３日間
かかん

で2,500部
ぶ

の資料
しりょう

を配布
はいふ

し、より多
おお

くの市民
しみん

へ福祉
ふくし

用具
ようぐ

の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を

行
おこな

った。また、その場
ば

で相談
そうだん

業務
ぎょうむ

を行
おこな

い車椅子
くるまいす

、手
て

すり、杖
つえ

、補聴器
ほちょうき

等
とう

の制度
せいど

説明
せつめい

を延
のべ

25件
けん

実施
じっし

した。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・　身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

センター
せんたー

での福祉
ふくし

用具
ようぐ

展示
てんじ

及
およ

び福祉
ふくし

用具
ようぐ

に関
かか

わる相談
そうだん

・　身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

センター
せんたー

に体験
たいけん

学習
がくしゅう

で来所
らいしょ

する小学生
しょうがくせい

や、町内
ちょうない

会
かい

、障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

の見学者
けんがくしゃ

に対
たい

して、福祉
ふくし

用
よう

具
ぐ

の説明
せつめい

や福祉
ふくし

用具
ようぐ

の実地
じっち

体験
たいけん

を交
まじ

えた福祉
ふくし

用具
ようぐ

の啓発
けいはつ

事業
じぎょう

を新
あら

たに検討
けんとう

する。

目的
もくてき

3
福祉

ふくし

産業
さんぎょう

共同
きょうどう

研究
けんきゅう

事業
じぎょう

　「札幌市
さっぽろし

産業
さんぎょう

振興
しんこう

ビジョン
びじょん

」に定
さだ

める札幌市
さっぽろし

経済
けいざい

の成長
せいちょう

を牽引
けんいん

する重点
じゅうてん

分野
ぶんや

の１つである「健康
けんこう

・福祉
ふくし

」分野
ぶんや

の

うち、医療
いりょう

・介護
かいご

・看護
かんご

・福祉
ふくし

分野
ぶんや

の産学官
さんがくかん

による共同
きょうどう

研究
けんきゅう

、研究
けんきゅう

開発
かいはつ

の促進
そくしん

を目的
もくてき

とした補助
ほじょ

事業
じぎょう

である「福祉
ふくし

産業
さんぎょう

共同
きょうどう

研究
けんきゅう

事業
じぎょう

」を実施
じっし

している。

　大学
だいがく

等
とう

の研究者
けんきゅうしゃ

と札幌市内
さっぽろしない

の事業者
じぎょうしゃ

が行
おこな

う共同
きょうどう

研究
けんきゅう

を対象
たいしょう

とし、直接
ちょくせつ

研究
けんきゅう

に必要
ひつよう

な経費
けいひ

を補助
ほじょ

する。

経
けい

）産業
さんぎょう

振興
しんこう

部
ぶ

25年度
ねんど

実績
じっせき

　10件
けん

の申請
しんせい

があり、うち６件
けん

の事業
じぎょう

を採択
さいたく

・補助金
ほじょきん

を交付
こうふ

。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　現在
げんざい

、公募中
こうぼちゅう

であるが、最大
さいだい

６件
けん

の事業
じぎょう

を採択
さいたく

予定
よてい

。
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基本
きほん

施策
しさく

４　地域
ちいき

福祉
ふくし

力
りょく

を担
にな

う人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

4
元気
げんき

なまちづくり支
しえ

援
ん

事業
じぎょう

　区
く

や地域
ちいき

の特性
とくせい

を活
い

かした元気
げんき

で魅力
みりょく

あふれる地域
ちいき

づくりの推進
すいしん

を目的
もくてき

として、区
く

の創意
そうい

工夫
くふう

や裁量
さいりょう

によっ

て、市民
しみん

が主体的
しゅたいてき

に行
おこな

う地域
ちいき

課題
かだい

解決
かいけつ

に向
む

けた取
と

り組
く

みに対
たい

する支援
しえん

を行
おこな

うため、次
つぎ

のような枠組
わくぐ

みで事業
じぎょう

を

実施
じっし

。

（１）まちづくりセンター
せんたー

協働
きょうどう

枠
わく

～まちづくりセンター
せんたー

所長
しょちょう

の創意
そうい

工夫
くふう

や裁量
さいりょう

によって、地域
ちいき

に密着
みっちゃく

した課題
かだい

解決
かいけつ

活
かつ

動
どう

を支援
しえん

。

（２）わがまち・地域
ちいき

活性化
かっせいか

枠
わく

～区
く

の創意
そうい

工夫
くふう

や裁量
さいりょう

によって、区
く

全体
ぜんたい

及
およ

び複数
ふくすう

地域
ちいき

に関係
かんけい

する課題
かだい

解決
かいけつ

活動
かつどう

を

支援
しえん

。市民
しみん

自治
じち

の推進
すいしん

に特
とく

に資
し

する事業
じぎょう

を実施
じっし

。

（３）地域
ちいき

活動
かつどう

推進
すいしん

枠
わく

～生
い

きがいづくりを目的
もくてき

に男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

、スポーツ
すぽーつ

奨励
しょうれい

、高齢者
こうれいしゃ

教室
きょうしつ

などの活動
かつどう

を支援
しえん

。

（４）区民
くみん

協議会
きょうぎかい

特別
とくべつ

推進
すいしん

枠
わく

～区
く

のまちづくりを活性化
かっせいか

するため、区長
くちょう

の裁量
さいりょう

を活
い

かして、区民
くみん

協議会
きょうぎかい

の意見
いけん

等
とう

を反映
はんえい

した事業
じぎょう

を支援
しえん

。
市

し

）市民
しみん

自治
じち

推
すい

進室
しんしつ

市民
しみん

自治
じち

推進課
すいしんか

25年度
ねんど

実績
じっせき

総
そう

事業
じぎょう

数
すう

940件
けん

（住民
じゅうみん

主体
しゅたい

437件
けん

、区
く

と住民
じゅうみん

の共催
きょうさい

273件
けん

、区
く

主催
しゅさい

230件
けん

）

地域
ちいき

福祉
ふくし

が息
いき

づくまちづくりの推進
すいしん

についての事業
じぎょう

数
すう

は122件
けん

（例
れい

：北光
ほっこう

地区
ちく

ピカピカ
ぴかぴか

子育
こそだ

てフェア
ふぇあ

120人
にん

参加
さんか

、さ

わやか健康
けんこう

まつり2,800人
にん

参加
さんか

、子育
こそだ

て家庭
かてい

と地域
ちいき

住民
じゅうみん

のふれあいの場
ば

づくり事業
じぎょう

2,352人
にん

参加
さんか

など）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

総
そう

事業
じぎょう

数
すう

1,052件
けん

（住民
じゅうみん

主体
しゅたい

449件
けん

、区
く

と住民
じゅうみん

の共催
きょうさい

366件
けん

、区
く

主催
しゅさい

237件
けん

）

地域
ちいき

福祉
ふくし

が息
いき

づくまちづくりの推進
すいしん

についての事業
じぎょう

数
すう

は136件
けん

（例
れい

：北光
ほっこう

地区
ちく

ピカピカ
ぴかぴか

子育
こそだ

てフェア
ふぇあ

、さわやか健
けん

康
こう

まつり、子育
こそだ

て家庭
かてい

と地域
ちいき

住民
じゅうみん

のふれあいの場
ば

づくり事業
じぎょう

など予定
よてい

）
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分野
ぶんや

３　保健
ほけん

・医療
いりょう

基本
きほん

施策
しさく

１　障
しょう

がいの原因
げんいん

となる疾病
しっぺい

の予防
よぼう

対策
たいさく

、早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

の充実
じゅうじつ

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

　安心
あんしん

・安全
あんぜん

な妊娠
にんしん

、出産
しゅっさん

による障
しょう

がいの予防
よぼう

及
およ

び出産
しゅっさん

後
ご

の児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

予防
よぼう

のために、母子
ぼし

健康
けんこう

手帳
てちょう

交付
こうふ

時
じ

に

妊婦
にんぷ

と面接
めんせつ

し、リスクアセスメント
りすくあせすめんと

を実施
じっし

することで支援
しえん

の必要
ひつよう

な妊婦
にんぷ

を早期
そうき

に把握
はあく

し、継続的
けいぞくてき

な支援
しえん

を行
おこな

う。

保
ほ

）衛生
えいせい

研究
けんきゅう

所
じょ

保健
ほけん

科学
かがく

科
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　22年
ねん

８月
がつ

から、全国
ぜんこく

の自治体
じちたい

では２番目
ばんめ

となるタンデム
たんでむ

検査
けんさ

を導入
どうにゅう

し、対象
たいしょう

疾患
しっかん

を従来
じゅうらい

の６疾患
しっかん

から26疾患
しっかん

に

拡充
かくじゅう

し、新生児
しんせいじ

マス
ます

・スクリーニング
すくりーにんぐ

を継続
けいぞく

して行
おこな

った。

2
母子

ぼし

関連
かんれん

マス
ます

・スク
すくりー

リーニング
にんぐ

検査
けんさ

　新生児
しんせいじ

、乳幼児
にゅうようじ

、妊婦
にんぷ

を対象
たいしょう

とした母子
ぼし

保健
ほけん

全般
ぜんぱん

にわたる病気
びょうき

の早期
そうき

発見
はっけん

のためのマス
ます

・スクリーニング
すくりーにんぐ

検査
けんさ

（集団
しゅうだん

検査
けんさ

）を行
おこな

い、早期
そうき

治療
ちりょう

に結
むす

びつけることで、障
しょう

がいの発生
はっせい

を未然
みぜん

に防止
ぼうし

している。

　対象
たいしょう

となる疾病
しっぺい

は、先天性
せんてんせい

代謝
たいしゃ

異常
いじょう

等
とう

（26疾患
しっかん

）、胆道
たんどう

閉鎖症
へいさしょう

、小児
しょうに

がん・神経芽細胞
しんけいがさいぼう

種
しゅ

、妊婦
にんぷ

甲状腺
こうじょうせん

機能
きのう

異
いじょ

常
う

などで、市内
しない

医療
いりょう

機関
きかん

、関連
かんれん

大学
だいがく

医学
いがく

部
ぶ

、保健所
ほけんじょ

、保健
ほけん

センター
せんたー

との緊密
きんみつ

な連携
れんけい

のもと、迅速
じんそく

な早期
そうき

診断
しんだん

・早
そう

期
き

治療
ちりょう

の体制
たいせい

を構築
こうちく

している。

保
ほ

）保健所
ほけんじょ

健康
けんこう

企画
きかく

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　各区
かくく

健康
けんこう

・子
こ

ども課
か

及
およ

び北区
きたく

篠路
しのろ

出張
しゅっちょう

所
じょ

に来所
らいしょ

した妊婦
にんぷ

とその家族
かぞく

を対象
たいしょう

とし、母子
ぼし

健康
けんこう

手帳
てちょう

交付
こうふ

時
じ

に保健
ほけんし

師等
とう

の専門
せんもん

職
しょく

による面接
めんせつ

相談
そうだん

を実施
じっし

（面接
めんせつ

相談
そうだん

数
すう

15,219人
にん

）。

　面接
めんせつ

相談
そうだん

によって把握
はあく

されたハイリスク
はいりすく

妊婦
にんぷ

に対
たい

して、妊娠
にんしん

期
き

から面接
めんせつ

相談
そうだん

、家庭
かてい

訪問
ほうもん

等
とう

による支援
しえん

を実施
じっし

（家庭
かてい

訪問
ほうもん

等
とう

の実施
じっし

数
すう

587人
にん

）。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

目的
もくてき

目的
もくてき

1 妊婦
にんぷ

支援
しえん

相談
そうだん

事業
じぎょう
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対象
たいしょう

検体
けんたい

受付
うけつけ

数
すう

患者数
かんじゃすう

新生児
しんせいじ

（生後
せいご

4～6日
にち

）
16360 19

乳児
にゅうじ

（生後
せいご

１か月
げつ

）
13951 0

幼児
ようじ

（生後
せいご

1歳
さい

6か月
げつ

）
9953 1

妊婦
にんぷ

9548 26

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

3 乳幼児
にゅうようじ

健康
けんこう

診査
しんさ 保

ほ

）保健所
ほけんじょ

健康
けんこう

企画
きかく

課
か

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

25年度
ねんど

と同様
どうよう

に検査
けんさ

を実施
じっし

する。検査
けんさ

件数
けんすう

も同程度
どうていど

を見込
みこ

んでいる。

目的
もくてき

　4か月
げつ

児
じ

、10か月
げつ

児
じ

（再来
さいらい

）、1歳
さい

6か月
げつ

児
じ

、3歳児
さいじ

の児
じ

に対
たい

して健康
けんこう

診査
しんさ

を実施
じっし

することにより、運動
うんどう

機能
きのう

、視聴
しちょう

覚
かく

等
とう

の障
しょう

がい、精神
せいしん

発達
はったつ

の遅延
ちえん

等
とう

障
しょう

がい等
とう

を持
も

った児
じ

を早期
そうき

に発見
はっけん

し、適切
てきせつ

な指導
しどう

を行
おこな

い、障
しょう

がい及
およ

び社会的
しゃかいてき

不利
ふり

を軽減
けいげん

するとともに、育児
いくじ

に関
かん

する指導
しどう

を行
おこな

い、乳幼児
にゅうようじ

の健康
けんこう

の保持
ほじ

及
およ

び増進
ぞうしん

を図
はか

る。

疾患
しっかん

先天性
せんてんせい

代謝
たいしゃ

異常
いじょう

(26）

胆道
たんどう

閉鎖症
へいさしょう

神経芽細胞
しんけいがさいぼう

種
しゅ

甲状腺
こうじょうせん

機能
きのう

異常
いじょう

　この他
ほか

、24年度
ねんど

から、マス
ます

・スクリーニング
すくりーにんぐ

関連
かんれん

疾患
しっかん

の患
かん

児
じ

または疾患
しっかん

が疑
うたが

われる児
じ

に対
たい

して、医療
いりょう

機関
きかん

から

の依頼
いらい

に基
もと

づいて、治療
ちりょう

状態
じょうたい

の把握
はあく

又
また

は診断
しんだん

補助
ほじょ

のための依頼
いらい

検査
けんさ

を開始
かいし

、延
の

べ1,385件
けん

の検査
けんさ

を行
おこな

った。

25年度
ねんど

実績
じっせき

4か月
げつ

児
じ

健診
けんしん

　受診
じゅしん

者
しゃ

数
すう

　実
じつ

14,465人
にん

　延
のべ

14,711人
にん

　　1歳
さい

6か月
げつ

児
じ

健診
けんしん

　　受診
じゅしん

者
しゃ

数
すう

　実
じつ

14,106人
にん

　延
のべ

14,290人
にん

3歳児
さいじ

健診
けんしん

　受診
じゅしん

者
しゃ

数
すう

　実
じつ

13,945人
にん

　延
のべ

4,104人
にん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　25年度
ねんど

の内容
ないよう

に加
くわ

え、26年
ねん

10月
がつ

から5歳児
さいじ

健診
けんしん

を実施
じっし

し、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

を経験
けいけん

する幼児期
ようじき

以降
いこう

になって、はじめて

顕在化
けんざいか

してくる発達
はったつ

障
しょう

がいなどの早期
そうき

発見
はっけん

及
およ

び育児
いくじ

相談
そうだん

の機会
きかい

を設
もう

ける。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

4

子
こ

どものこころとか

らだに関
かん

する医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

　障
しょう

がいの早期
そうき

発見
はっけん

、早期
そうき

療育
りょういく

や重複
ちょうふく

障
しょう

がい児
じ

への適切
てきせつ

な医療
いりょう

支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

するため、平岸
ひらぎし

にある児童
じどう

心
しん

療
りょう

センター
せんたー

の大規模
だいきぼ

改修
かいしゅう

を行
おこな

い、児童
じどう

心療
しんりょう

センター
せんたー

と発達
はったつ

医療
いりょう

センター
せんたー

の機能
きのう

を統合
とうごう

した新医療
しんいりょう

機関
きかん

を開設
かいせつ

し

ます。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

１　施設
しせつ

整備
せいび

事業
じぎょう

（ハード
はーど

整備
せいび

）については、外構
がいこう

工事
こうじ

を除
のぞ

き予定
よてい

どおり完了
かんりょう

。

２　外構
がいこう

工事
こうじ

については、冬期
とうき

施工
せこう

を避
さ

けるため、平成
へいせい

26年度
ねんど

に繰越
くりこし

。

３　複合
ふくごう

施設
しせつ

に入居
にゅうきょ

する予定
よてい

であったかしわ学園
がくえん

、ひまわり整
せい

肢
し

園
えん

、知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

相談
そうだん

所
しょ

、第
だい

2かしわ学園
がくえん

（別
べつ

棟
とう

）については、予定
よてい

どおり移転
いてん

を完了
かんりょう

。

４　発達
はったつ

医療
いりょう

センター
せんたー

については、一部
いちぶ

機能
きのう

を児童
じどう

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せんたー

に残
のこ

す準備
じゅんび

のため、複合
ふくごう

施設
しせつ

への移転
いてん

及
およ

び児童
じどう

診療
しんりょう

センター
せんたー

との統合
とうごう

を1年
ねん

延期
えんき

とし、平成
へいせい

26年度末
ねんどまつ

に行
おこな

うこととした。

５　児童
じどう

診療
しんりょう

センター
せんたー

についても、札幌市
さっぽろし

精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

審議会
しんぎかい

からの答申
とうしん

を受
う

け、病棟
びょうとう

を平成
へいせい

25年度末
ねんどまつ

をもって

休止
きゅうし

し、平成
へいせい

27年度
ねんど

当初
とうしょ

に福祉
ふくし

施設化
しせつか

することとした。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

１　外構
がいこう

工事
こうじ

（園庭
えんてい

、グラウンド
ぐらうんど

等
とう

）を実施
じっし

（8月末
がつまつ

完成
かんせい

予定
よてい

）

２　年度末
ねんどまつ

の発達
はったつ

医療
いりょう

センター
せんたー

の移転
いてん

、児童
じどう

心療
しんりょう

センター
せんたー

との統合
とうごう

に向
む

け、調整
ちょうせい

等
とう

を行
おこな

う。

３　複合
ふくごう

施設
しせつ

の新機能
しんきのう

である地域
ちいき

支援
しえん

機能
きのう

の平成
へいせい

27年度
ねんど

当初
とうしょ

の本格
ほんかく

稼働
かどう

を目指
めざ

し、検討
けんとう

や調整
ちょうせい

を行
おこな

う。

４　児童
じどう

心療
しんりょう

センター
せんたー

の病棟
びょうとう

の福祉
ふくし

施設化
しせつか

についても、平成
へいせい

27年度
ねんど

当初
とうしょ

の開設
かいせつ

を目指
めざ

し、検討
けんとう

や調整
ちょうせい

を行
おこな

う。

目的
もくてき
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

5

療育
りょういく

指導
しどう

（療育
りょういく

支
しえ

援
ん

事業
じぎょう

、先天性
せんてんせい

障
しょう

がい児
じ

早期
そうき

療育
りょういく

事
じぎょ

業
う

）

子
こ

）児童
じどう

福祉
ふくし

総
そう

合
ごう

センター
せんたー

児童
じどう

療育
りょういく

課
か

目的
もくてき

○発達
はったつ

に心配
しんぱい

のある子
こ

どもの療育
りょういく

支援
しえん

事業
じぎょう

（さっぽ・こども広場
ひろば

）

　発達
はったつ

に心配
しんぱい

や発達
はったつ

の気
き

にかかる就学
しゅうがく

前
まえ

の子
こ

どもを対象
たいしょう

として、児童
じどう

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せんたー

及
およ

び各区
かくく

保健
ほけん

センター
せんたー

、

児童
じどう

会館
かいかん

等
とう

の地域
ちいき

の会場
かいじょう

において、小集団
しょうしゅうだん

でのあそびを通
とお

して子
こ

どもの発達
はったつ

を支援
しえん

すると共
とも

に、保護者
ほごしゃ

の悩
なや

み

や相談
そうだん

に応
おう

じ適切
てきせつ

な情報
じょうほう

を提供
ていきょう

する。

○先天性
せんてんせい

障
しょう

がい児
じ

早期
そうき

療育
りょういく

事業
じぎょう

（こやぎの広場
ひろば

）

　出生
しゅっしょう

後
ご

間
ま

もなく判明
はんめい

するダウン
だうん

症
しょう

などの先天性
せんてんせい

障
しょう

がいのある乳幼児
にゅうようじ

への超
ちょう

早期
そうき

療育
りょういく

支援
しえん

を目的
もくてき

とし、0歳
さい

～2

歳
さい

までを対象
たいしょう

としている。子
こ

どもの心身
しんしん

の発達
はったつ

支援
しえん

、育児
いくじ

全般
ぜんぱん

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

、育児
いくじ

相談
そうだん

とともに、保護者
ほごしゃ

間
かん

の交流
こうりゅう

を通
とお

して不安
ふあん

の軽減
けいげん

を図
はか

る。

○発達
はったつ

に心配
しんぱい

のある子
こ

どもの療育
りょういく

支援
しえん

事業
じぎょう

（さっぽ・こども広場
ひろば

）

・保健
ほけん

センター
せんたー

からの紹介
しょうかい

件数
けんすう

：874

・月
つき

１回
かい

グループ
ぐるーぷ

：10会場
かいじょう

38グループ
ぐるーぷ

、年間
ねんかん

登録数
とうろくすう

1,111、延
の

べ登録数
とうろくすう

4,051

・週
しゅう

１回
かい

グループ
ぐるーぷ

：14会場
かいじょう

22グループ
ぐるーぷ

、年間
ねんかん

登録数
とうろくすう

509、延
の

べ登録数
とうろくすう

7,442

・心理
しんり

検査
けんさ

208件
けん

・保護者
ほごしゃ

学習会
がくしゅうかい

（福祉
ふくし

サービス
さーびす

の話
はなし

、先輩
せんぱい

母
はは

の話
はなし

を聞
き

く会
かい

、就園
しゅうえん

に向
む

けての話
はなし

、発達
はったつ

と関
かか

わりについて）

・日曜
にちよう

さっぽ：年
ねん

2回
かい

、父親
ちちおや

・祖父母
そふぼ

向
む

け　59組
くみ

206人
にん

の参加
さんか

・終了後
しゅうりょうご

の支援
しえん

：さっぽサロン
さろん

開催
かいさい

1,182人
にん

の利用
りよう

　　　・電話
でんわ

相談
そうだん

：133件
けん

○先天性
せんてんせい

障
しょう

がい児
じ

早期
そうき

療育
りょういく

事業
じぎょう

（こやぎの広場
ひろば

）

・年間
ねんかん

登録数
とうろくすう

：24　　・週
しゅう

1回
かい

：2グループ
ぐるーぷ

　延
の

べ出席
しゅっせき

数
すう

650

・保護者
ほごしゃ

学習会
がくしゅうかい

（食事
しょくじ

の話
はなし

、先輩
せんぱい

母
はは

の話
はなし

を聞
き

く会
かい

、運動
うんどう

発達
はったつ

の話
はなし

、歯科
しか

学習会
がくしゅうかい

、福祉
ふくし

サービス
さーびす

の話
はなし

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　25年
ねん

度
ど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

25年度
ねんど

実績
じっせき
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

子
こ

）児童
じどう

福祉
ふくし

総
そう

合
ごう

センター
せんたー

児童
じどう

療育
りょういく

課
か

・はるにれ学園
がくえん

　（在籍
ざいせき

人数
にんずう

　延
の

べ　294名
めい

）（1か月
げつ

あたり在籍
ざいせき

人数
にんずう

24.5人
にん

）

・かしわ学園
がくえん

　（在籍
ざいせき

人数
にんずう

　延
の

べ　467名
めい

）（1か月
げつ

あたり在籍
ざいせき

人数
にんずう

38.9人
にん

）

・みかほ整
せい

肢
し

園
えん

　（在籍
ざいせき

人数
にんずう

　延
の

べ　503名
めい

）（1か月
げつ

あたり在籍
ざいせき

人数
にんずう

41.9人
にん

）

・ひまわり整
せい

肢
し

園
えん

　（在籍
ざいせき

人数
にんずう

　延
の

べ　306名
めい

）（1か月
げつ

あたり在籍
ざいせき

人数
にんずう

25.5人
にん

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

では、27年度
ねんど

から、「相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

」（地域
ちいき

の障
しょう

がい児
じ

やその家族
かぞく

への相談
そうだん

、障
しょう

がい児
じ

支援
しえん

利用
りよう

計画
けいかく

策定
さくてい

、障
しょう

がい児
じ

を療育
りょういく

する施設
しせつ

を支援
しえん

する）及
およ

び「保育
ほいく

所
しょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

事業
じぎょう

」（保育
ほいく

所
しょ

等
とう

を利用中
りようちゅう

、

又
また

は利用
りよう

予定
よてい

の障
しょう

がい児
じ

が、保育
ほいく

所
しょ

等
とう

で対応
たいおう

できるよう、保育
ほいく

所
しょ

を訪問
ほうもん

して支援
しえん

する）の実施
じっし

が義務付
ぎむづ

けられ

ている。

　現在
げんざい

、地域
ちいき

における事業所
じぎょうしょ

への研修
けんしゅう

実施
じっし

等
とう

を始
はじ

めているところだが、26年度中
ねんどちゅう

には、27年度
ねんど

の本格
ほんかく

実施
じっし

に向
む

けて、実施
じっし

体制
たいせい

の検討
けんとう

をさらに進
すす

めていく。

目的
もくてき

　児童
じどう

福祉
ふくし

法
ほう

に基
もと

づき、就学
しゅうがく

前
まえ

の肢体
したい

不自由
ふじゆう

児
じ

や知的
ちてき

障
しょう

がい児
じ

に対
たい

して、通園
つうえん

により、身近
みぢか

な療育
りょういく

の場
ば

として

機能
きのう

訓練
くんれん

や療育
りょういく

指導
しどう

などを行
おこな

っている。

　併
あわ

せて、地域
ちいき

の障
しょう

がい児
じ

や保護者
ほごしゃ

に対
たい

して助言
じょげん

・支援
しえん

を行
おこな

っており、特
とく

に保護者
ほごしゃ

には家庭
かてい

での具体的
ぐたいてき

な関
かか

わり

をとおして、適切
てきせつ

な親子
おやこ

関係
かんけい

の育成
いくせい

を図
はか

っている。

　なお、札幌市
さっぽろし

直営
ちょくえい

の施設
しせつ

として４園
えん

（定員
ていいん

総計
そうけい

140名
めい

）がある。

旧
きゅう

知的
ちてき

障
しょう

がい児
じ

通園
つうえん

施設
しせつ

　・はるにれ学園
がくえん

　定員
ていいん

30名
めい

　・かしわ学園
がくえん

　定員
ていいん

40名
めい

旧
きゅう

肢体
したい

不自由
ふじゆう

児
じ

通園
つうえん

施設
しせつ

　・みかほ整肢園定員
ていいん

40名
めい

　・ひまわり整
せい

肢
し

園
えん

　 定員
ていいん

30名
めい

25年度
ねんど

実績
じっせき

6

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

セン
せんたー

ターの運営
うんえい

（障害児
しょうがいじ

通所
つうしょ

支援
しえん

サービス
さーびす

）
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基本
きほん

施策
しさく

２　障
しょう

がいに対
たい

する適切
てきせつ

な保健
ほけん

・医療
いりょう

サービス
さーびす

の充実
じゅうじつ

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

1
自立

じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

（育
いく

成
せい

医療
いりょう

）

1
自立

じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

（更
こう

生
せい

医療
いりょう

）

　障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

し、その心身
しんしん

の障害
しょうがい

の軽減
けいげん

を図
はか

り、自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

を営
いとな

むために必要
ひつよう

な医療
いりょう

について、

自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

の適切
てきせつ

な支給
しきゅう

を行
おこな

う。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　39,666件
けん

の支給
しきゅう

決定
けってい

を行
おこな

い、3,801,604円
えん

の自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

を支給
しきゅう

した。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

を必要
ひつよう

とする方々
かたがた

の増加
ぞうか

や診療
しんりょう

報酬
ほうしゅう

改定
かいてい

等
とう

に伴
ともな

い、自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

は増加
ぞうか

する見通
みとお

し。

保
ほ

）保健所
ほけんじょ

健康
けんこう

企画
きかく

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

レセプト
れせぷと

件数
けんすう

　1,931件
けん

疾患
しっかん

区分
くぶん

ごとの支払
しはらい

決定
けってい

実
じつ

人員
じんいん

・視覚
しかく

障害
しょうがい

　60名
めい

　　・聴覚
ちょうかく

、平衡
へいこう

機能
きのう

障害
しょうがい

　16名
めい

　・音声
おんせい

、言語
げんご

、そしゃく機能
きのう

障害
しょうがい

　361名
めい

・肢体
したい

不自由
ふじゆう

　7名
めい

　　・心臓
しんぞう

　43名
めい

　　・腎臓
じんぞう

　6名
めい

　　・小腸
しょうちょう

　4名
めい

　　・肝臓
かんぞう

　0名
めい

　　・その他
た

内臓
ないぞう

障
しょう

害
がい

　15名
めい

・免疫
めんえき

機能
きのう

障害
しょうがい

　　0名
めい

（計
けい

602名
めい

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

。

目的
もくてき

　障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するための法
ほう

）の規定
きてい

により、身体
しんたい

に障
しょう

がいのある児童
じどう

等
とう

の健全
けんぜん

な育成
いくせい

を図
はか

る。

　障
しょう

がいのある又
また

は現存
げんぞん

する疾患
しっかん

を放置
ほうち

すると障
しょう

がいを残
のこ

すと認
みと

められる児童
じどう

を対象
たいしょう

に、手術
しゅじゅつ

などにより、生活
せいかつ

能力
のうりょく

を回復
かいふく

するために必要
ひつよう

な医療費
いりょうひ

の支給
しきゅう

を指定
してい

育成
いくせい

医療
いりょう

機関
きかん

において行
おこな

う。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

保
ほ

）保健所
ほけんじょ

医療
いりょう

政策
せいさく

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

・地域
ちいき

医療
いりょう

連携
れんけい

推進
すいしん

事業
じぎょう

実施
じっし

　在宅
ざいたく

医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

のため、医療
いりょう

間
かん

及
およ

び医療
いりょう

・介護
かいご

間
かん

の連携
れんけい

推進
すいしん

に向
む

けた取組
とりくみ

を実施
じっし

（平成
へいせい

25年度
ねんど

～）

・さっぽろ医療
いりょう

ガイド
がいど

発行
はっこう

・・・市民
しみん

に対
たい

して医療
いりょう

に関
かん

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

を実施
じっし

（平成
へいせい

25年度
ねんど

）

・救急
きゅうきゅう

安心
あんしん

センター
せんたー

さっぽろ開設
かいせつ

（平成
へいせい

25年度
ねんど

）

・看護職
かんごしょく

復職
ふくしょく

支援
しえん

事業
じぎょう

実施
じっし

・・・訪問
ほうもん

看護
かんご

師
し

等
とう

の人材
じんざい

育成
いくせい

を実施
じっし

（平成
へいせい

23年度
ねんど

～）

・救急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

の運用
うんよう

・・・救急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

への参画
さんかく

医療
いりょう

機関
きかん

の確保
かくほ

、夜間
やかん

急病
きゅうびょう

センター
せんたー

の運営
うんえい

、口腔
こうくう

診療
しんりょう

セン
せんたー

ターの運営
うんえい

補助
ほじょ

などを実施
じっし

（継続
けいぞく

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

の事業
じぎょう

を予定
よてい

。

目的
もくてき

2
重度
じゅうど

心身
しんしん

障
しょう

がい者
しゃ

医療費
いりょうひ

助成
じょせい

　重度
じゅうど

心身
しんしん

障
しょう

がいのある方
かた

の保健
ほけん

の向上
こうじょう

や福祉
ふくし

の増進
ぞうしん

を図
はか

るために、医療費
いりょうひ

の一部
いちぶ

を助成
じょせい

する。

保
ほ

）保険
ほけん

医療
いりょう

部
ぶ

保険
ほけん

企画
きかく

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

受給者
じゅきゅうしゃ

　　　41,128人
にん

（一人
ひとり

当
あ

たり助成
じょせい

額
がく

　126,375円
えん

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

25年度
ねんど

と同程度
どうていど

を予定
よてい

目的
もくてき

　市民
しみん

が生涯
しょうがい

を通
とお

して健康
けんこう

で安心
あんしん

して暮
く

らせる社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた医療
いりょう

システム
しすてむ

の確立
かくりつ

を目指
めざ

し、計画
けいかく

の進行
しんこう

管理
かんり

や、目標
もくひょう

達成
たっせい

のための関連
かんれん

事業
じぎょう

を実施
じっし

。

　障
しょう

がい者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計画
けいかく

に関連
かんれん

する主
おも

な取組
とりくみ

は以下
いか

のとおり。

・救急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

の安定的
あんていてき

運用
うんよう

　　・救急
きゅうきゅう

安心
あんしん

センター
せんたー

さっぽろ開設
かいせつ

　　・大規模
だいきぼ

災害
さいがい

時
じ

の医療
いりょう

救援
きゅうえん

体制
たいせい

強化
きょうか

・診療所
しんりょうじょ

のかかりつけ医
い

機能
きのう

強化
きょうか

　　・かかりつけ医
い

・歯科医
しかい

・薬局
やっきょく

の普及
ふきゅう

促進
そくしん

　　・医療
いりょう

機関
きかん

相互
そうご

連携
れんけい

の強化
きょうか

・在宅
ざいたく

医療
いりょう

支援
しえん

体制
たいせい

強化
きょうか

　　・訪問
ほうもん

診療
しんりょう

・訪問
ほうもん

看護
かんご

の充実
じゅうじつ

　　・訪問
ほうもん

看護
かんご

師
し

等
とう

の人材
じんざい

育成
いくせい

・さっぽろ医療
いりょう

ガイド
がいど

作成
さくせい

　　・医療
いりょう

・介護
かいご

の相談
そうだん

・連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
きょうか

4
さっぽろ医療

いりょう

計画
けいかく

の推進
すいしん
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基本
きほん

施策
しさく

３　精神
せいしん

保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

3

ほっとけない・こころ

推進
すいしん

事業
じぎょう

（自殺
じさつ

総
そう

合
ごう

対策
たいさく

事業
じぎょう

）

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

精神
せいしん

保
ほけ

健
ん

福祉
ふくし

センター
せんたー

目的
もくてき

1
自立

じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

（精
せい

神
しん

通院
つういん

医療
いりょう

）

2
精神科

せいしんか

救急
きゅうきゅう

情報
じょうほう

セ
せ

ンター
んたー

の運営
うんえい

精神科
せいしんか

救急
きゅうきゅう

情報
じょうほう

センター
せんたー

では、専門
せんもん

の相談員
そうだんいん

が電話
でんわ

相談
そうだん

により、精神
せいしん

障
しょう

がいのある人
ひと

やその家族
かぞく

から緊急
きんきゅう

の

精神科
せいしんか

医療
いりょう

が必要
ひつよう

と考
かんが

えられる事例
じれい

について相談
そうだん

を受
う

け、必要
ひつよう

に応
おう

じ、情報
じょうほう

提供
ていきょう

や精神科
せいしんか

当番
とうばん

病院
びょういん

への受診
じゅしん

調整
ちょうせい

を行
おこな

う。また、精神科
せいしんか

救急
きゅうきゅう

の円滑
えんかつ

な推進
すいしん

のため、警察
けいさつ

・消防
しょうぼう

・医療
いりょう

機関
きかん

等
とう

関係
かんけい

機関
きかん

との調整
ちょうせい

を図
はか

る。

　精神
せいしん

に障
しょう

がいがあり、通院
つういん

による精神
せいしん

医療
いりょう

を継続的
けいぞくてき

に要
よう

する病状
びょうじょう

にある方
かた

に対
たい

し、その通院
つういん

医療
いりょう

に係
かか

る自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

の支給
しきゅう

を行
おこな

う。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

精神
せいしん

保
ほけ

健
ん

センター
せんたー

25年度
ねんど

実績
じっせき

相談
そうだん

取扱
とりあつかい

件数
けんすう

：4,073件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

25年度
ねんど

と同規模
どうきぼ

、同
どう

内容
ないよう

で行
おこな

っている。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

667,261件
けん

の支給
しきゅう

決定
けってい

を行
おこな

い、8,134,663千円
せんえん

の自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

を支給
しきゅう

した。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　通院
つういん

による精神
せいしん

医療
いりょう

を継続的
けいぞくてき

に必要
ひつよう

とする方
かた

の増加
ぞうか

等
とう

に伴
ともな

い、自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

は増加
ぞうか

する見通
みとお

し。

目的
もくてき

目的
もくてき

　一人
ひとり

でも多
おお

くの命
いのち

を救
すく

うために、自殺
じさつ

を考
かんが

えている人
ひと

や自殺
じさつ

を企図
きと

した人
ひと

（未遂
みすい

者
しゃ

）、自死
じし

遺族
いぞく

等
とう

に対
たい

する相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

や支援
しえん

の担
にな

い手
て

となる人材
じんざい

の養成
ようせい

等
とう

をはかることを目的
もくてき

とする。

　これらの目的
もくてき

を達成
たっせい

するために、北海道
ほっかいどう

の基金
ききん

による補助金
ほじょきん

を活用
かつよう

し、北海道
ほっかいどう

が定
さだ

める以下
いか

のメニュー
めにゅー

の中
なか

か

ら必要
ひつよう

な事業
じぎょう

を選択
せんたく

して実施
じっし

する。

（１）対面型
たいめんがた

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

　　（２）電話
でんわ

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

　　（３）人材
じんざい

養成
ようせい

事業
じぎょう

（４）普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

　　（５）強化
きょうか

モデル
もでる

事業
じぎょう

　　（６）うつ病
びょう

医療
いりょう

体制
たいせい

強化
きょうか

事業
じぎょう

32



25年度
ねんど

実績
じっせき

○対面型
たいめんがた

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

・弁護
べんご

士
し

会
かい

や司法
しほう

書士
しょし

会
かい

、ハローワーク
はろーわーく

等
とう

の協力
きょうりょく

による「借金
しゃっきん

・就職
しゅうしょく

・健康
けんこう

無料
むりょう

相談会
そうだんかい

」の開催
かいさい

（2回
かい

）

・自殺
じさつ

の危険性
きけんせい

がある相談者
そうだんしゃ

のサイン
さいん

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

一覧
いちらん

を記載
きさい

した「ほっとけないカード
かーど

」の増刷
ぞうさつ

○電話
でんわ

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

・「心
こころ

の健康
けんこう

づくり電話
でんわ

相談
そうだん

」の受付
うけつけ

時間
じかん

延長
えんちょう

の継続
けいぞく

実施
じっし

（夜間
やかん

及
およ

び土
ど

・日
にち

・祝日
しゅくじつ

の電話
でんわ

相談
そうだん

に対応
たいおう

）

・「北海道
ほっかいどう

いのちの電話
でんわ

」の設備
せつび

・備品
びひん

等
とう

の強化
きょうか

を目的
もくてき

とした補助金
ほじょきん

の交付
こうふ

・普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

の一環
いっかん

として行
おこな

った「ほっとけない・こころの健康
けんこう

づくり講習会
こうしゅうかい

」（4月
がつ

）の広報
こうほう

と併
あわ

せ、「北海道
ほっかいどう

いの

ちの電話
でんわ

」のボランティア
ぼらんてぃあ

相談員
そうだんいん

等
とう

募集
ぼしゅう

説明会
せつめいかい

（3月
がつ

）の案内
あんない

を新聞
しんぶん

広告
こうこく

の掲載
けいさい

○人材
じんざい

養成
ようせい

事業
じぎょう

・市民
しみん

向
む

けのゲートキーパー
げーときーぱー

研修会
けんしゅうかい

の開催
かいさい

（2月
がつ

）

・女性
じょせい

、思春期
ししゅんき

、教育
きょういく

など各分野
かくぶんや

の専門
せんもん

職
しょく

向
む

けのゲートキーパー
げーときーぱー

研修会
けんしゅうかい

の開催
かいさい

（4回
かい

）

・札幌
さっぽろ

理容
りよう

協同
きょうどう

組合
くみあい

開催
かいさい

のゲートキーパー
げーときーぱー

研修
けんしゅう

への参加
さんか

・自殺
じさつ

予防
よぼう

に関
かん

するメンタルヘルス
めんたるへるす

研修会
けんしゅうかい

への講師
こうし

派遣
はけん

（11回
かい

）

・「ほっとけないカード
かーど

」の活用
かつよう

に関
かん

する、相談
そうだん

窓口
まどぐち

担当
たんとう

市職員
ししょくいん

向
む

け研修
けんしゅう

の開催
かいさい

（4回
かい

）

・かかりつけ医
い

うつ病
びょう

対応力
たいおうりょく

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

の開催
かいさい

（北海道
ほっかいどう

と共同
きょうどう

開催
かいさい

）

・要望
ようぼう

介護
かいご

センター
せんたー

における健康
けんこう

教育
きょういく

の取組
とりくみ

状況
じょうきょう

についての実態
じったい

調査
ちょうさ

の実施
じっし
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○普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

・広告
こうこく

代理店
だいりてん

のノウハウ
のうはう

を活用
かつよう

した様々
さまざま

な普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

（公共
こうきょう

施設
しせつ

や医療
いりょう

機関
きかん

、商業
しょうぎょう

施設
しせつ

等
とう

へのポスター
ぽすたー

等
とう

の配
はい

布
ふ

、大学
だいがく

、高校
こうこう

、専門
せんもん

学校
がっこう

、カラオケ
からおけ

店
てん

等
とう

へのステッカー
すてっかー

等
とう

の啓発
けいはつ

ツール
つーる

の配布
はいふ

、FM
えふえむ

ラジオ
らじお

局
きょく

を活用
かつよう

したPR
ぴーあーる

、地
ちか

下歩行
ほこう

空間
くうかん

でのイベント
いべんと

等
とう

）

・著名
ちょめい

人
じん

による自殺
じさつ

予防
よぼう

・うつ予防
よぼう

のための市民
しみん

向
む

け講習会
こうしゅうかい

の開催
かいさい

（3月
がつ

）

・地下鉄
ちかてつ

車内
しゃない

へのポスター
ぽすたー

掲出
けいしゅつ

による啓発
けいはつ

・うつ病
びょう

の予防
よぼう

・治療
ちりょう

日本
にほん

委員会
いいんかい

（JCPTD
じぇいしーぴーてぃでぃ

)との共同
きょうどう

主催
しゅさい

による、うつ予防
よぼう

のための市民
しみん

向
む

け講習
こうしゅう

会
かい

開催
かいさい

（11月
がつ

）

・地域
ちいき

職場
しょくば

連携
れんけい

事業
じぎょう

（札幌
さっぽろ

司法
しほう

書士
しょし

会
かい

との共催
きょうさい

による市民
しみん

フォーラム
ふぉーらむ

の開催
かいさい

（12月
がつ

）、札幌
さっぽろ

連合
れんごう

断酒
だんしゅ

会
かい

との連携
れんけい

による講演会
こうえんかい

の開催
かいさい

（1月
がつ

）

・自殺
じさつ

予防
よぼう

パネル
ぱねる

展
てん

の開催
かいさい

・相談
そうだん

窓口
まどぐち

一覧
いちらん

を掲載
けいさい

したクリアファイル
くりあふぁいる

や、自殺
じさつ

予防
よぼう

キャラクター
きゃらくたー

CHUPUKA
ちゅぷか

をデザイン
でざいん

した封筒
ふうとう

の増刷
ぞうさつ

○強化
きょうか

モデル
もでる

事業
じぎょう

・自死
じし

遺族
いぞく

サポート
さぽーと

事業
じぎょう

（自死
じし

遺族
いぞく

の支援者
しえんしゃ

向
む

け研修会
けんしゅうかい

の開催
かいさい

）

・地域
ちいき

密着型
みっちゃくがた

自殺
じさつ

対策
たいさく

事業
じぎょう

（各区
かくく

保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

の企画
きかく

による区民
くみん

向
む

け講演会
こうえんかい

や人材
じんざい

養成
ようせい

研修会
けんしゅうかい

等
とう

の開催
かいさい

、啓発
けいはつ

品
ひん

の作成
さくせい

等
とう

）

・自殺
じさつ

未遂
みすい

者
しゃ

対策
たいさく

事業
じぎょう

（自傷
じしょう

行為
こうい

を繰
く

り返
かえ

す人
ひと

に関
かん

する、市民
しみん

向
む

け講演会
こうえんかい

の開催
かいさい

(11月
がつ

））

・自死
じし

遺族
いぞく

サポート
さぽーと

事業
じぎょう

（支援者
しえんしゃ

（専門
せんもん

職
しょく

）を対象
たいしょう

とした研修会
けんしゅうかい

を開催
かいさい

（10月
がつ

））

・「第
だい

2次
じ

札幌市
さっぽろし

自殺
じさつ

総合
そうごう

対策
たいさく

行動
こうどう

計画
けいかく

」（平成
へいせい

26～30年
ねん

度
ど

）の冊子
さっし

及
およ

び概要
がいよう

版
ばん

の作成
さくせい

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

25年度
ねんど

とほぼ同
どう

内容
ないよう

の事業
じぎょう

を予定
よてい

。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

4
精神科

せいしんか

救急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体
たい

制
せい

の整備
せいび

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　北海道
ほっかいどう

との協議
きょうぎ

を重
かさ

ねてきた結果
けっか

、平成
へいせい

25年
ねん

４月
がつ

より札幌市
さっぽろし

が含
ふく

まれる精神科
せいしんか

救急
きゅうきゅう

医療
いりょう

圏域
けんいき

が２圏域
けんいき

化
か

さ

れ、各圏域
かくけんいき

に精神科
せいしんか

救急
きゅうきゅう

患者用
かんじゃよう

の空
あ

きベッド
べっど

を１床
しょう

/日
にち

確保
かくほ

する病院
びょういん

群
ぐん

輪番
りんばん

２体制
たいせい

が開始
かいし

したことにより、空
あ

き

ベッド
べっど

を倍増
ばいぞう

（365床
しょう

/年
ねん

→730床
しょう

/年
ねん

）することができた。

　また、精神科
せいしんか

の医師
いし

、家族
かぞく

会
かい

、当事者
とうじしゃ

などで構成
こうせい

された「札幌市
さっぽろし

における精神科
せいしんか

初期
しょき

救急
きゅうきゅう

医療
いりょう

の取組
とりくみ

に関
かん

す

る検討会
けんとうかい

」における検討
けんとう

や札幌市
さっぽろし

精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

審議会
しんぎかい

における審議
しんぎ

等
とう

を経
へ

て、平成
へいせい

26年度
ねんど

より「こころの安心
あんしん

カード
かーど

」を導入
どうにゅう

することとなった。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　平成
へいせい

26年
ねん

４月
がつ

より、精神科
せいしんか

や心療
しんりょう

内科
ないか

等
とう

に通院
つういん

する患者
かんじゃ

が緊急時
きんきゅうじ

に備
そな

えて病名
びょうめい

や処方
しょほう

内容
ないよう

、主治医
しゅじい

からの助
じょ

言
げん

等
とう

を記載
きさい

して携帯
けいたい

することのできる「こころの安心
あんしん

カード
かーど

」を導入
どうにゅう

している。

　当該
とうがい

カード
かーど

の導入
どうにゅう

により、精神科
せいしんか

救急
きゅうきゅう

場面
ばめん

において患者
かんじゃ

がかかりつけ以外
いがい

の医療
いりょう

機関
きかん

を受診
じゅしん

するときに、カー
かーど

ドの情報
じょうほう

をもとにしてより円滑
えんかつ

な処置
しょち

を受
う

けやすくするとともに、患者
かんじゃ

が主治医
しゅじい

とともに当該
とうがい

カード
かーど

を作成
さくせい

すること

によるアドヒアランス
あどひあらんす

（患者
かんじゃ

が積極的
せっきょくてき

に治療
ちりょう

方針
ほうしん

の決定
けってい

に参加
さんか

し、治療
ちりょう

を受
う

けること）の向上
こうじょう

を図
はか

ることなどを目
もく

的
てき

としている。

　今後
こんご

は当該
とうがい

カード
かーど

が広
ひろ

く普及
ふきゅう

することで精神科
せいしんか

救急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

の安定的
あんていてき

維持
いじ

が図
はか

られるよう、ポスター
ぽすたー

の掲示
けいじ

や

各区
かくく

における自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

受給者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

の交付
こうふ

時
じ

に当該
とうがい

カード
かーど

のチラシ
ちらし

を同封
どうふう

するなど、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

に努
つと

める。

目的
もくてき

　緊急的
きんきゅうてき

に精神科
せいしんか

医療
いりょう

を必要
ひつよう

とする市民
しみん

が、迅速
じんそく

かつ適切
てきせつ

な医療
いりょう

を受
う

けることができるように、重層的
じゅうそうてき

な救急
きゅうきゅう

医
いりょ

療
う

体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

る。
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分野
ぶんや

４　生活
せいかつ

環境
かんきょう

基本
きほん

施策
しさく

１　バリアフリー
ばりあふりー

に基
もと

づくまちづくりの推進
すいしん

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

2
優
やさ

しさと思
おも

いやりの

バリアフリー
ばりあふりー

の推進
すいしん

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

目的
もくてき

目的
もくてき

　公共的
こうきょうてき

施設
しせつ

のバリアフリー
ばりあふりー

化
か

を進
すす

めるに当
あ

たり、数値
すうち

基準
きじゅん

や明文化
めいぶんか

された基準
きじゅん

にとどまらず、優
やさ

しさと思
おも

いやり

の視点
してん

に立
た

ち、人
ひと

の目
め

や感覚
かんかく

を活用
かつよう

して施設
しせつ

の整備
せいび

を進
すす

めることにより、福祉
ふくし

のまちづくりの推進
すいしん

を図
はか

る目的
もくてき

と

している。

　札幌市
さっぽろし

が新
あら

たに施設
しせつ

を整備
せいび

する際
さい

に、障
しょう

がいのある方
かた

や高齢
こうれい

の方
かた

の力
ちから

を借
か

りて、人
ひと

の目
め

や感覚
かんかく

で確認
かくにん

する

「公共的
こうきょうてき

施設
しせつ

のバリアフリーチェック
ばりあふりーちぇっく

」と多
おお

くの人
ひと

が利用
りよう

する施設
しせつ

の事故
じこ

を未然
みぜん

に防
ふせ

ぎ、安全
あんぜん

な施設
しせつ

となるように、

危険
きけん

な箇所
かしょ

を早期
そうき

に発見
はっけん

するための「危険
きけん

施設
しせつ

等
とう

通報
つうほう

システム
しすてむ

」の運用
うんよう

を行
おこな

っている。

1
福祉

ふくし

のまちづくり推
すい

進
しん

審議会
しんぎかい

　全
すべ

ての市民
しみん

が安心
あんしん

して快適
かいてき

に暮
く

らせるまちづくりを進
すす

めるため、市民
しみん

や事業者
じぎょうしゃ

等
とう

から幅広
はばひろ

く意見
いけん

を聞
き

き、ともに

考
かんが

えながら福祉
ふくし

のまちづくりを総合的
そうごうてき

に推進
すいしん

することを目的
もくてき

としている。

　本
ほん

市
し

の諮問
しもん

に応
おう

じて福祉
ふくし

のまちづくりに関
かん

する重要
じゅうよう

事項
じこう

を調査
ちょうさ

、審議
しんぎ

し施策
しさく

に反映
はんえい

していくとともに、市民
しみん

に対
たい

する情報
じょうほう

発信
はっしん

を積極的
せっきょくてき

に行
おこな

う。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

優
やさ

しさと思
おも

いやりのバリアフリー
ばりあふりー

部会
ぶかい

：部会
ぶかい

を2回
かい

開催
かいさい

及
およ

び部会
ぶかい

委員
いいん

が優
やさ

しさと思
おも

いやりのバリアフリー
ばりあふりー

に関
かん

する

公共的
こうきょうてき

施設
しせつ

のバリアフリーチェック
ばりあふりーちぇっく

へ参加
さんか

・心
こころ

のバリアフリー
ばりあふりー

部会
ぶかい

：部会
ぶかい

を2回
かい

開催
かいさい

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　全体
ぜんたい

会議
かいぎ

を2回
かい

、及
およ

び部会
ぶかい

を必要
ひつよう

に応
おう

じて開催
かいさい

する予定
よてい

。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

市
し

）総合
そうごう

交通
こうつう

計
けい

画
かく

部
ぶ

交通
こうつう

計画
けいかく

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

「新
しん

・札幌市
さっぽろし

バリアフリー
ばりあふりー

基本
きほん

構想
こうそう

」の見直
みなお

しに係
かか

る検討
けんとう

・基本
きほん

構想
こうそう

の見直
みなお

しに係
かか

る協議会
きょうぎかい

の運営
うんえい

及
およ

び資料
しりょう

の作成
さくせい

・「新
しん

・札幌市
さっぽろし

バリアフリー
ばりあふりー

特定
とくてい

事業
じぎょう

計画
けいかく

」の進捗
しんちょく

管理
かんり

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

「新
しん

・札幌市
さっぽろし

バリアフリー
ばりあふりー

基本
きほん

構想
こうそう

」の見直
みなお

しに係
かか

る検討
けんとう

・基本
きほん

構想
こうそう

の見直
みなお

しに係
かか

る協議会
きょうぎかい

の運営
うんえい

及
およ

び資料
しりょう

の作成
さくせい

・「新
しん

・札幌市
さっぽろし

バリアフリー
ばりあふりー

基本
きほん

構想
こうそう

」の改定案
かいていあん

の作成
さくせい

・「新
しん

・札幌市
さっぽろし

バリアフリー
ばりあふりー

特定
とくてい

事業
じぎょう

計画
けいかく

」の進捗
しんちょく

管理
かんり

・白石区
しろいしく

複合
ふくごう

庁舎
ちょうしゃ

等
とう

整備
せいび

事業
じぎょう

のバリアフリーチェック
ばりあふりーちぇっく

（設計
せっけい

段階
だんかい

）を実施
じっし

・JR厚別駅
あつべつえき

自由
じゆう

通路
つうろ

バリアフリー
ばりあふりー

整備
せいび

のバリアフリーチェック
ばりあふりーちぇっく

（設計
せっけい

段階
だんかい

）を実施
じっし

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

「公共的
こうきょうてき

施設
しせつ

のバリアフリーチェック
ばりあふりーちぇっく

」と「危険
きけん

施設
しせつ

等
とう

通報
つうほう

システム
しすてむ

」の運用
うんよう

を引
ひ

き続
つづ

き行
おこな

う。

目的
もくてき

3

バリアフリー
ばりあふりー

基本
きほん

構
こう

想
そう

に基
もと

づく整備
せいび

推
すい

進
しん

　新
しん

・札幌市
さっぽろし

バリアフリー
ばりあふりー

基本
きほん

構想
こうそう

に基
もと

づき、すべての人々
ひとびと

が安心
あんしん

に暮
く

らし、分
わ

け隔
へだ

てなく社会
しゃかい

活動
かつどう

に参加
さんか

できる

まちづくりを目指
めざ

し、総合的
そうごうてき

かつ一体的
いったいてき

なバリアフリー
ばりあふりー

化
か

を促進
そくしん

している。

　『新
しん

・バリアフリー
ばりあふりー

基本
きほん

構想
こうそう

』及
およ

び基本
きほん

構想
こうそう

に基
もと

づく実行
じっこう

計画
けいかく

である『新
しん

・札幌市
さっぽろし

バリアフリー
ばりあふりー

特定
とくてい

事業
じぎょう

計画
けいかく

』の

段階的
だんかいてき

・継続的
けいぞくてき

な発展
はってん

（スパイラルアップ
すぱいらるあっぷ

）を図
はか

っている。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

4
交通
こうつう

バリアフリー
ばりあふりー

推
すい

進
しん

事業
じぎょう

　障
しょう

がいのある方
かた

や高齢
こうれい

の方
かた

等
とう

が公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

を利用
りよう

して移動
いどう

する際
さい

の利便性
りべんせい

及
およ

び安全性
あんぜんせい

の向上
こうじょう

の推進
すいしん

を図
はか

るため、公共
こうきょう

交通
こうつう

事業者
じぎょうしゃ

が行
おこな

うバリアフリー
ばりあふりー

化
か

整備
せいび

について国
くに

と協調
きょうちょう

して補助
ほじょ

を行
おこな

うことで、各
かく

管理者
かんりしゃ

と連携
れんけい

しな

がら取
と

り組
く

みを進
すす

める。

①ノンステップバス
のんすてっぷばす

の導入
どうにゅう

補助
ほじょ

事業
じぎょう

・・・ノンステップバス
のんすてっぷばす

を導入
どうにゅう

する乗合
のりあい

バス
ばす

事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

する補助
ほじょ

②鉄道
てつどう

駅
えき

バリアフリー
ばりあふりー

化
か

補助
ほじょ

事業
じぎょう

・・・鉄道
てつどう

事業
じぎょう

者
しゃ

が行
おこな

う駅舎
えきしゃ

のバリアフリー
ばりあふりー

化
か

整備
せいび

に対
たい

する補助
ほじょ

5
歩道

ほどう

バリアフリー
ばりあふりー

整
せい

備
び

事業
じぎょう

市
し

）総合
そうごう

交通
こうつう

計
けい

画
かく

部
ぶ

都市
とし

交通
こうつう

課
か

市
し

）総合
そうごう

交通
こうつう

計
けい

画
かく

部
ぶ

交通
こうつう

計画
けいかく

課
か

目的
もくてき

25年度
ねんど

実績
じっせき

①ノンステップバス
のんすてっぷばす

の導入
どうにゅう

補助
ほじょ

事業
じぎょう

・・・補助
ほじょ

対象
たいしょう

台数
だいすう

　１０台
だい

②鉄道
てつどう

駅
えき

バリアフリー
ばりあふりー

化
か

補助
ほじょ

事業
じぎょう

・・・駅舎
えきしゃ

のバリアフリー
ばりあふりー

化
か

実施
じっし

駅
えき

　なし

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

①ノンステップバス
のんすてっぷばす

の導入
どうにゅう

補助
ほじょ

事業
じぎょう

・・・補助
ほじょ

対象
たいしょう

予定
よてい

台数
だいすう

　１０台
だい

②鉄道
てつどう

駅
えき

バリアフリー
ばりあふりー

化
か

補助
ほじょ

事業
じぎょう

・・・ＪＲ
じぇいあーる

八軒
はちけん

駅
えき

のバリアフリー
ばりあふりー

化
か

整備
せいび

に対
たい

する補助
ほじょ

　市
し

道
どう

南
みなみ

２・３条
じょう

中通
なかどおり

線
せん

（通称
つうしょう

　狸
たぬき

小路
こうじ

）など42路線
ろせん

において、歩道
ほどう

バリアフリー
ばりあふりー

工事
こうじ

を実施
じっし

。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　市
し

道
どう

西
にし

15丁目
ちょうめ

線
せん

など54路線
ろせん

において、歩道
ほどう

バリアフリー
ばりあふりー

工事
こうじ

を実施
じっし

予定
よてい

。

建
けん

）土木
どぼく

部
ぶ

道路
どうろ

課
か

目的
もくてき

　誰
だれ

もが安心
あんしん

して歩行
ほこう

できる歩道
ほどう

を確保
かくほ

するため、重点
じゅうてん

整備
せいび

地区
ちく

の生活
せいかつ

関連
かんれん

経路
けいろ

の歩道
ほどう

バリアフリー
ばりあふりー

化
か

を推進
すいしん

する。

　重点
じゅうてん

整備
せいび

地区
ちく

：都心
としん

地区
ちく

、副都心
ふくとしん

地区
ちく

、麻生
あさぶ

地区
ちく

など53地区
ちく

　生活
せいかつ

関連
かんれん

経路
けいろ

：新
しん

・バリアフリー
ばりあふりー

基本
きほん

構想
こうそう

で指定
してい

した、札幌市
さっぽろし

がバリアフリー
ばりあふりー

化
か

を行
おこな

うべき路線
ろせん

　約
やく

145㎞（平成
へいせい

19年度末
ねんどまつ

）
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

6
安全
あんぜん

・安心
あんしん

な公園
こうえん

再整備
さいせいび

事業
じぎょう

　バリアフリー
ばりあふりー

新法
しんほう

（「高齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の移動
いどう

等
とう

の円滑化
えんかつか

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」）、「札幌市
さっぽろし

福祉
ふくし

のまちづくり条
じょ

例
うれい

」、「移動
いどう

円滑化
えんかつか

のために必要
ひつよう

な特定
とくてい

公園
こうえん

施設
しせつ

の設置
せっち

の基準
きじゅん

に関
かん

する条例
じょうれい

」の整備
せいび

基準
きじゅん

に基
もと

づき、高齢者
こうれいしゃ

や

障
しょう

がい者
しゃ

など誰
だれ

もが快適
かいてき

に利用
りよう

できる公園
こうえん

整備
せいび

を進
すす

めるため、これらの整備
せいび

基準
きじゅん

を満
み

たしていない出入口
でいりぐち

・園
えん

路
ろ

段差
だんさ

解消
かいしょう

や階段
かいだん

の手摺
てすり

設置
せっち

、ベンチ
べんち

などの休養
きゅうよう

施設
しせつ

、身障者
しんしょうしゃ

対応型
たいおうがた

便所
べんじょ

の改修
かいしゅう

等
とう

を行
おこな

う

7

市有
しゆう

施設
しせつ

の保全
ほぜん

改
かい

修
しゅう

に併
あわ

せたバリアフ
ばりあふりー

リー改善
かいぜん

の推進
すいしん

　バリアフリー
ばりあふりー

法
ほう

及
およ

び新
しん

・札幌市
さっぽろし

バリアフリー
ばりあふりー

基本
きほん

構想
こうそう

を踏
ふ

まえ、既存
きぞん

の市有
しゆう

特別
とくべつ

特定
とくてい

建築物
けんちくぶつ

の保全
ほぜん

改修
かいしゅう

に併
あわ

せてバリアフリー
ばりあふりー

改善
かいぜん

を進
すす

める。

都
と

）建築
けんちく

部
ぶ

建築
けんちく

保全課
ほぜんか

25年度
ねんど

実績
じっせき

　市有
しゆう

建築物
けんちくぶつ

の保全
ほぜん

改修
かいしゅう

に併
あわ

せて、バリアフリー
ばりあふりー

改善
かいぜん

工事
こうじ

を行
おこな

った。

（14施設
しせつ

（20施設
しせつ

※１定
てい

補正
ほせい

含
ふく

む））

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　市有
しゆう

建築物
けんちくぶつ

の保全
ほぜん

改修
かいしゅう

に併
あわ

せて、バリアフリー
ばりあふりー

改善
かいぜん

工事
こうじ

を行
おこな

う。（14施設
しせつ

）

環
かん

）みどりの推
すい

進
しん

部
ぶ

みどりの管
かん

理課
りか

25年度
ねんど

実績
じっせき

　身障者
しんしょうしゃ

対応型
たいおうがた

トイレ
といれ

の設置
せっち

・改修
かいしゅう

、出入口
でいりぐち

・園路
えんろ

等
とう

の段差
だんさ

解消
かいしょう

、階段
かいだん

の手摺
てすり

設置
せっち

、身障者
しんしょうしゃ

対応型
たいおうがた

の水飲
みずのみ

台
だい

や

ベンチ
べんち

等
とう

の設置
せっち

・改修
かいしゅう

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　身障者
しんしょうしゃ

対応型
たいおうがた

トイレ
といれ

の設置
せっち

・改修
かいしゅう

、出入口
でいりぐち

・園路
えんろ

等
とう

の段差
だんさ

解消
かいしょう

、階段
かいだん

の手摺
てすり

設置
せっち

、身障者
しんしょうしゃ

対応型
たいおうがた

の水飲
みずのみ

台
だい

や

ベンチ
べんち

等
とう

の設置
せっち

・改修
かいしゅう

目的
もくてき

39



番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

9
安全
あんぜん

な自転車
じてんしゃ

利用
りよう

環境
かんきょう

の推進
すいしん

①

市
し

）地域
ちいき

振興
しんこう

部
ぶ

区政
くせい

課
か

交
こう

）高速
こうそく

電車
でんしゃ

部
ぶ

業務課
ぎょうむか

25年度
ねんど

実績
じっせき

　上記
じょうき

内容
ないよう

について、駅構内
えきこうない

及
およ

び地下鉄
ちかてつ

車内
しゃない

において、適宜
てきぎ

案内
あんない

放送
ほうそう

を行
おこな

い、利用者
りようしゃ

に呼
よ

びかけを行
おこな

った。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

前年度
ぜんねんど

同様
どうよう

に行
おこな

う

目的
もくてき

8
地下鉄

ちかてつ

における安
あん

全
ぜん

対策
たいさく

　地下鉄
ちかてつ

駅
えき

ホーム
ほーむ

に可動式
かどうしき

ホーム
ほーむ

柵
さく

を設置
せっち

し、ホーム
ほーむ

からの旅客
りょかく

転落
てんらく

事故
じこ

や列車
れっしゃ

接触
せっしょく

事故
じこ

などを防止
ぼうし

すること

につとめ、障
しょう

がいのある方
かた

やお年寄
としよ

り方
かた

等
とう

が安全
あんぜん

で安心
あんしん

して地下鉄
ちかてつ

を利用
りよう

できるようにする。

　平成
へいせい

20年度
ねんど

末
まつ

に東西線
とうざいせん

全駅
ぜんえき

、平成
へいせい

24年度末
ねんどまつ

に南北線
なんぼくせん

全駅
ぜんえき

へ可動式
かどうしき

ホーム
ほーむ

柵
さく

設置
せっち

済
ず

み。平成
へいせい

28年度末
ねんどまつ

までに

東豊線
とうほうせん

全駅
ぜんえき

に設置
せっち

する予定
よてい

。
交
こう

）高速
こうそく

電車
でんしゃ

部
ぶ

業務課
ぎょうむか

25年度
ねんど

実績
じっせき

　東豊線
とうほうせん

ホーム
ほーむ

の設置
せっち

に向
む

け、実施
じっし

設計
せっけい

を行
おこな

った。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　東豊線
とうほうせん

可動式
かどうしき

ホーム
ほーむ

柵
さく

の平成
へいせい

28年度
ねんど

設置
せっち

に向
む

けて、現地
げんち

調査
ちょうさ

等
とう

を進
すす

めていく。

目的
もくてき

　平成
へいせい

23年
ねん

５月
がつ

に策定
さくてい

した「札幌市
さっぽろし

自転車
じてんしゃ

利用
りよう

総合
そうごう

計画
けいかく

」に基
もと

づき、歩行者
ほこうしゃ

や自転車
じてんしゃ

との交錯
こうさく

という課題
かだい

解消
かいしょう

を

目指
めざ

し、障
しょう

がいのある方
かた

をはじめ、市民
しみん

の方
かた

にとって「安全
あんぜん

な自転車
じてんしゃ

利用
りよう

環境
かんきょう

の実現
じつげん

による魅力的
みりょくてき

なまちづくり」

を目標
もくひょう

として、自転車
じてんしゃ

・歩行者
ほこうしゃ

・自動車
じどうしゃ

それぞれが安心
あんしん

・安全
あんぜん

に通行
つうこう

できる環境
かんきょう

を実現
じつげん

するため、ルール
るーる

・マナー
まなー

の効果的
こうかてき

な周知
しゅうち

と啓発
けいはつ

を図
はか

る。

目的
もくてき

8
地下鉄

ちかてつ

における安
あん

全
ぜん

対策
たいさく

　障
しょう

がいのある方
かた

やお年寄
としよ

りの方
かた

等
とう

が安心
あんしん

して地下鉄
ちかてつ

を利用
りよう

できるよう、地下鉄
ちかてつ

利用客
りようきゃく

に対
たい

して、施設
しせつ

等
とう

の利
りよ

用
う

方法
ほうほう

の周知
しゅうち

・協力
きょうりょく

依頼
いらい

・マナー
まなー

向上
こうじょう

などの呼
よ

びかけを行
おこな

う。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

9
安全
あんぜん

な自転車
じてんしゃ

利用
りよう

環境
かんきょう

の推進
すいしん

②

建
けん

）総務
そうむ

部
ぶ

自転
じてんしゃ

車対策
たいさく

担当
たんとう

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　札幌市
さっぽろし

交通
こうつう

安全
あんぜん

運動
うんどう

推進
すいしん

委員会
いいんかい

が実施
じっし

する交通
こうつう

安全
あんぜん

教室
きょうしつ

を幼児
ようじ

75,113人
にん

、小学生
しょうがくせい

87,148人
にん

、中高生
ちゅうこうせい

2,650

人
にん

、高齢者
こうれいしゃ

9,119人
にん

が受講
じゅこう

し、自転車
じてんしゃ

の利用
りよう

ルール
るーる

・マナー
まなー

について啓発
けいはつ

したほか、自転車
じてんしゃ

教室
きょうしつ

を1,824人
にん

が受
じゅ

講
こう

した（人数
にんずう

は延
のべ

数
すう

）

　また、自転車
じてんしゃ

と歩行者
ほこうしゃ

が多
おお

い都心部
としんぶ

の札幌
さっぽろ

駅前通
えきまえどおり

にて「自転車
じてんしゃ

押
お

し歩
ある

き社会
しゃかい

実験
じっけん

」を平成
へいせい

24年度
ねんど

に続
つづ

けて実
じっ

施
し

し、自転車
じてんしゃ

の利用者
りようしゃ

に対
たい

し、自転車
じてんしゃ

の押
お

し歩
ある

きを呼
よ

び掛
か

け、歩道
ほどう

は歩行者
ほこうしゃ

優先
ゆうせん

であるという意識
いしき

の啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

った。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　自転車
じてんしゃ

利用
りよう

総合
そうごう

計画
けいかく

（平成
へいせい

23年
ねん

５月
がつ

策定
さくてい

）に基
もと

づき、既存
きぞん

の啓発
けいはつ

活動
かつどう

を継続
けいぞく

するとともに、平成
へいせい

24、25年度
ねんど

に

引
ひ

き続
つづ

き第
だい

３次
じ

新
しん

まちづくり計画
けいかく

に基
もと

づく取組
とりく

みを着実
ちゃくじつ

に進
すす

める。

１　札幌市
さっぽろし

のホームページ
ほーむぺーじ

上
じょう

に平成
へいせい

25年
ねん

春
はる

に開設
かいせつ

した「さっぽろバーチャル
ばーちゃる

自転車
じてんしゃ

教室
きょうしつ

」の更
さら

なる普及
ふきゅう

活動
かつどう

。

２　今年度
こんねんど

中
ちゅう

に札幌
さっぽろ

駅前通
えきまえどおり

に自転車
じてんしゃ

の「押
お

し歩
ある

き地区
ちく

」を設定
せってい

し、地元
じもと

住民
じゅうみん

や関係
かんけい

機関
きかん

への説明
せつめい

を行
おこな

うとともに、

平成
へいせい

27年度
ねんど

からの運用
うんよう

を目指
めざ

す。

３　交通
こうつう

教育
きょういく

指導員
しどういん

や交通
こうつう

安全
あんぜん

指導員
しどういん

を活用
かつよう

した街頭
がいとう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

の強化
きょうか

。

４　交通
こうつう

安全
あんぜん

教室
きょうしつ

、自転車
じてんしゃ

実技
じつぎ

教室
きょうしつ

や出前
でまえ

講座
こうざ

（生徒
せいと

、一般
いっぱん

）の実施
じっし

。

目的
もくてき

　歩道
ほどう

上
じょう

における歩行者
ほこうしゃ

との交錯
こうさく

や迷惑
めいわく

駐輪
ちゅうりん

による歩行
ほこう

環境
かんきょう

の悪化
あっか

などの課題
かだい

解消
かいしょう

をめざし、障
しょう

がいのある方
かた

をはじめ市民
しみん

の方
かた

にとって「安全
あんぜん

な自転車
じてんしゃ

利用
りよう

環境
かんきょう

の実現
じつげん

による魅力的
みりょくてき

なまちづくり」を目標
もくひょう

として、自転車
じてんしゃ

・歩
ほこ

行者
うしゃ

・自動車
じどうしゃ

それぞれが安心
あんしん

・安全
あんぜん

に通行
つうこう

できる環境
かんきょう

を実現
じつげん

するため、「自転車
じてんしゃ

走行
そうこう

空間
くうかん

の明確化
めいかくか

」、「総合的
そうごうてき

な駐輪
ちゅうりん

対策
たいさく

の推進
すいしん

」、「ルール
るーる

・マナー
まなー

の効果的
こうかてき

な周知
しゅうち

と啓発
けいはつ

」を図
はか

ります。

41



番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

10
車椅子

くるまいす

使用者
しようしゃ

向
む

け

市営
しえい

住宅
じゅうたく

の整備
せいび

都
と

）市街地
しがいち

整備
せいび

部
ぶ

住宅
じゅうたく

課
か

目的
もくてき

　障
しょう

がい者
しゃ

（車椅子
くるまいす

使用者
しようしゃ

）の生活
せいかつ

の基盤
きばん

である住宅
じゅうたく

を確保
かくほ

し、自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、障
しょう

がい者
しゃ

（車
くる

椅子
まいす

使用者
しようしゃ

）を対象
たいしょう

とした単身
たんしん

向
む

け住宅
じゅうたく

、世帯
せたい

向
む

け住宅
じゅうたく

の供給
きょうきゅう

を行
おこな

う。

25年度
ねんど

実績
じっせき

（着工
ちゃっこう

ベース
べーす

）平成
へいせい

２５年度
ねんど

　○車
くるま

いす単身
たんしん

向
む

け　　３戸
こ

　　○車
くるま

いす世帯
せたい

向
む

け　　２戸
こ

　　　合計
ごうけい

　５戸
こ

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

25年度
ねんど

実績
じっせき

・駅周辺
えきしゅうへん

の1箇所
かしょ

において駐輪場
ちゅうりんじょう

を整備
せいび

及
およ

び２箇所
かしょ

を放置
ほうち

禁止
きんし

区域
くいき

に指定
してい

。

・都心部
としんぶ

及
およ

び駅周辺
えきしゅうへん

等
とう

における路上
ろじょう

放置
ほうち

自転車
じてんしゃ

の撤去
てっきょ

。

・誘導
ゆうどう

整理
せいり

員
いん

による路上
ろじょう

放置
ほうち

自転車
じてんしゃ

の整理
せいり

や駐輪
ちゅうりん

マナー
まなー

の啓発
けいはつ

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・自転車
じてんしゃ

走行
そうこう

環境
かんきょう

の整備
せいび

に向
む

けた枠組
わくぐ

みを検討
けんとう

　　・都心部
としんぶ

の２箇所
かしょ

において、駐輪場
ちゅうりんじょう

整備
せいび

に着手
ちゃくしゅ

・駅周辺
えきしゅうへん

の１箇所
かしょ

を放置
ほうち

禁止
きんし

区域
くいき

に指定
してい

　　・都心部
としんぶ

および駅周辺
えきしゅうへん

における路上
ろじょう

放置
ほうち

自転車
じてんしゃ

対策
たいさく

の推進
すいしん

・誘導
ゆうどう

整理
せいり

員
いん

による路上
ろじょう

放置
ほうち

自転車
じてんしゃ

の整理
せいり

や駐輪
ちゅうりん

マナー
まなー

の啓発
けいはつ

（着工
ちゃっこう

ベース
べーす

）

平成
へいせい

26年度
ねんど

　　○車
くるま

いす単身
たんしん

向
む

け　　０戸
こ

　　○車
くるま

いす世帯
せたい

向
む

け　　０戸
こ

　　　合計
ごうけい

　０戸
こ

平成
へいせい

27年度
ねんど

　　○車
くるま

いす単身
たんしん

向
む

け　　２戸
こ

　　○車
くるま

いす世帯
せたい

向
む

け　　３戸
こ

　　　合計
ごうけい

　５戸
こ
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

基本
きほん

施策
しさく

２　雪
ゆき

対策
たいさく

、災害
さいがい

時
じ

等
とう

の安全
あんぜん

対策
たいさく

の推進
すいしん

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

建
けん

）土木
どぼく

部
ぶ

雪
ゆき

対
たい

策
さく

室
しつ

25年度
ねんど

実績
じっせき

・凍結
とうけつ

防止剤
ぼうしざい

の散布
さんぷ

：車道
しゃどう

695㎞、歩道
ほどう

299㎞　　・砂
すな

箱
ばこ

の設置
せっち

：歩道
ほどう

用
よう

の990基
き

公共
こうきょう

施設
しせつ

における砂
すな

まき活動
かつどう

：573箇所
かしょ

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　平成
へいせい

25年度
ねんど

の除排雪
じょはいせつ

サービスレベル
さーびすれべる

を維持
いじ

し、安全
あんぜん

な冬期
とうき

交通
こうつう

環境
かんきょう

の確保
かくほ

を図
はか

ります。

目的
もくてき

11

福祉
ふくし

のまちづくり施
しせ

設
つ

整備
せいび

資金
しきん

融資
ゆうし

（民間
みんかん

施設
しせつ

改善
かいぜん

資
しき

金
ん

貸付
かしつけ

金
きん

等
とう

）

　福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

の施設
しせつ

整備
せいび

基準
きじゅん

を満
み

たす施設
しせつ

を増
ふ

やし、障
しょう

がいのある方
かた

や高齢
こうれい

の方
かた

等
とう

が初回
しょかい

参加
さんか

しや

すい環境
かんきょう

をハード
はーど

面
めん

から作
つく

る目的
もくてき

。

　民間
みんかん

事業
じぎょう

者
しゃ

による公共的
こうきょうてき

施設
しせつ

の整備
せいび

、改善
かいぜん

を推進
すいしん

するため、エレベーター
えれべーたー

、玄関
げんかん

スロープ
すろーぷ

設置
せっち

等
とう

バリアフリー
ばりあふりー

化
か

工事
こうじ

に対
たい

して融資
ゆうし

を行
おこな

う。 保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か25年度

ねんど

実績
じっせき

　新規
しんき

融資
ゆうし

なし、融資
ゆうし

残高
ざんだか

に対
たい

する預託
よたく

及
およ

び利子
りし

補助
ほじょ

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　融資枠
ゆうしわく

60,000千円
せんえん

（1件
けん

あたり融資
ゆうし

限度
げんど

額
がく

20,000千円
せんえん

）として募集
ぼしゅう

目的
もくてき

1
冬
ふゆ

のみちづくりプラ
ぷらん

ンの推進
すいしん

　ゆたかな冬
ふゆ

の暮
く

らしを実現
じつげん

するために、市民
しみん

・企業
きぎょう

等
とう

との協働
きょうどう

の推進
すいしん

、多様
たよう

なソフト
そふと

施策
しさく

の導入
どうにゅう

、施策
しさく

の選択
せんたく

と集中
しゅうちゅう

によるメリハリ
めりはり

をつけた事業
じぎょう

の展開
てんかい

を基本
きほん

方針
ほうしん

として雪
ゆき

対策
たいさく

を推進
すいしん

する。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

4

障
しょう

がい福祉
ふくし

施設
しせつ

災
さい

害
がい

対策
たいさく

等
とう

整備費
せいびひ

補
ほじょ

助金
きん

目的
もくてき

：災害
さいがい

対策
たいさく

として、老朽化
ろうきゅうか

が進
すす

む障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

の改築
かいちく

・修繕
しゅうぜん

整備
せいび

を推進
すいしん

する。

内容
ないよう

：障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

に基
もと

づく障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

の改築
かいちく

・修繕
しゅうぜん

整備
せいび

費
ひ

の一部
いちぶ

に補助
ほじょ

を行
おこな

うことで、障
しょう

がい者
しゃ

の居住
きょじゅう

の安全性
あんぜんせい

を高
たか

める。

目的
もくてき

　高齢者
こうれいしゃ

に対
たい

する住宅
じゅうたく

防火
ぼうか

対策
たいさく

として、消防
しょうぼう

職員
しょくいん

及
およ

び消防団
しょうぼうだん

員
いん

による単身
たんしん

高齢者
こうれいしゃ

宅
たく

への住宅
じゅうたく

防火
ぼうか

訪問
ほうもん

を実施
じっし

し、住宅用
じゅうたくよう

火災
かさい

警報器
けいほうき

の設置
せっち

促進
そくしん

及
およ

び機器
きき

の維持
いじ

管理
かんり

に係
かか

る普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を実施
じっし

している。

　また、住宅用
じゅうたくよう

火災
かさい

警報器
けいほうき

、住宅用
じゅうたくよう

消火器
しょうかき

及
およ

び防炎
ぼうえん

品
ひん

の普及
ふきゅう

啓発用
けいはつよう

ちらしを作成
さくせい

し、上記
じょうき

防火
ぼうか

訪問
ほうもん

及
およ

び街頭
がいとう

広
こう

報
ほう

時
じ

等
とう

に配布
はいふ

している。

3
住宅
じゅうたく

防火
ぼうか

対策
たいさく

の推
すい

進
しん

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

、宿泊型
しゅくはくがた

自立
じりつ

訓練
くんれん

事業
じぎょう

所
しょ

（一部
いちぶ

、26年度
ねんど

に繰越
くりこし

）の改築
かいちく

に対
たい

し補助
ほじょ

を実施
じっし

。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　生活
せいかつ

介護
かいご

事業所
じぎょうしょ

・短期
たんき

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

、宿泊型
しゅくはくがた

自立
じりつ

訓練
くんれん

事業
じぎょう

所
しょ

（一部
いちぶ

、25年度
ねんど

からの繰越
くりこし

）の改築
かいちく

に対
たい

し補助
ほじょ

を

予定
よてい

。

25年度
ねんど

実績
じっせき

・住宅
じゅうたく

防火
ぼうか

訪問
ほうもん

（単身
たんしん

高齢者
こうれいしゃ

宅
たく

）　21,689世帯
せたい

実施
じっし

・住宅用
じゅうたくよう

開催
かいさい

警報器
けいほうき

啓発用
けいはつよう

ちらし　88,000枚
まい

作成
さくせい

・配布
はいふ

・動画
どうが

「住宅用
じゅうたくよう

火災
かさい

警報器
けいほうき

と防火
ぼうか

品
ひん

の紹介
しょうかい

（手話
しゅわ

版
ばん

）」を札幌市
さっぽろし

公式
こうしき

ホームページ
ほーむぺーじ

で公開
こうかい

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

の事業
じぎょう

の他
ほか

、民生
みんせい

委員
いいん

・児童
じどう

委員
いいん

と連携
れんけい

した防火
ぼうか

相談
そうだん

目的
もくてき

消
しょう

）予防
よぼう

部
ぶ

予防
よぼうか

課
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

目的
もくてき

　災害
さいがい

が発生
はっせい

した場合
ばあい

には、関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

により各施設
かくしせつ

の状況
じょうきょう

及
およ

び避難
ひなん

した障
しょう

がいのある方
かた

の把握
はあく

を行
おこな

う

ことや、避難
ひなん

後
ご

は、障
しょう

がいのある方
かた

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

、ニーズ
にーず

を把握
はあく

し、ボランティア
ぼらんてぃあ

や避難者
ひなんしゃ

に支援
しえん

を要請
ようせい

するとと

もに、収容
しゅうよう

避難
ひなん

場所
ばしょ

での生活
せいかつ

が困難
こんなん

な方
かた

を社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

に移送
いそう

するなど、災害
さいがい

時
じ

要
よう

配慮
はいりょ

者
しゃ

の対策
たいさく

を推進
すいしん

す

る。

25年度
ねんど

実績
じっせき

　23年度
ねんど

に行
おこな

った「札幌市
さっぽろし

避難
ひなん

場所
ばしょ

環境
かんきょう

整備
せいび

調査
ちょうさ

」の成果
せいか

を基
もと

に、過半数
かはんすう

以上
いじょう

を女性
じょせい

が占
し

め、災害
さいがい

時
じ

要
よう

援護
えんご

者
しゃ

や要
よう

援護
えんご

者
しゃ

の支援者
しえんしゃ

にも参画
さんかく

いただいた「札幌市
さっぽろし

避難
ひなん

場所
ばしょ

基本
きほん

計画
けいかく

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」を設置
せっち

し、25年
ねん

３月
がつ

に「札幌
さっぽろ

市
し

避難
ひなん

場所
ばしょ

基本
きほん

計画
けいかく

」を策定
さくてい

した。

5
社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

等
とう

の

安全
あんぜん

対策
たいさく

の推進
すいしん

　平成
へいせい

22年
ねん

３月
がつ

に発生
はっせい

した認知症
にんちしょう

高齢者
こうれいしゃ

グループホーム
ぐるーぷほーむ

火災
かさい

を機
き

に、社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

における安全
あんぜん

安心
あんしん

を早期
そうき

に

確保
かくほ

するため、消防
しょうぼう

局
きょく

・保健
ほけん

福祉
ふくし

局
きょく

・都市
とし

局
きょく

の３局
きょく

で「札幌市
さっぽろし

のグループホーム
ぐるーぷほーむ

等
とう

安全
あんぜん

安心
あんしん

連絡
れんらく

協議会
きょうぎかい

」を設置
せっち

し、社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

に関
かん

する情報
じょうほう

共有
きょうゆう

や火災
かさい

の発生
はっせい

防止
ぼうし

の具体的
ぐたいてき

な検討
けんとう

などの取
と

り組
く

みを行
おこな

っている。

　また、社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

を対象
たいしょう

とした、立入
たちいり

検査
けんさ

、消防
しょうぼう

訓練
くんれん

指導
しどう

及
およ

び火災
かさい

予防
よぼう

研修
けんしゅう

を行
おこな

っている。

消
しょう

)予防
よぼう

部
ぶ

指導
しどうか

課

25年度
ねんど

実績
じっせき

・社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

における関係
かんけい

部局
ぶきょく

との情報
じょうほう

共有
きょうゆう

及
およ

び連絡
れんらく

協議会
きょうぎかい

開催
かいさい

・法令
ほうれい

順守
じゅんしゅ

に関
かか

わる立入
たちいり

検査
けんさ

の実施
じっし

　　・消防
しょうぼう

職員
しょくいん

立会
たちあい

による消防
しょうぼう

訓練
くんれん

指導
しどう

の実施
じっし

・火災
かさい

予防
よぼう

研修会
けんしゅうかい

の実施
じっし

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　26年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

の他
ほか

、リーフレット
りーふれっと

配布
はいふ

による消防
しょうぼう

法令
ほうれい

改正
かいせい

の周知
しゅうち

【計画
けいかく

掲載
けいさい

名称
めいしょう

】

札幌市
さっぽろし

地域
ちいき

防災
ぼうさい

計
けい

画
かく

における災害
さいがい

時
じ

要
よう

援護
えんご

者
しゃ

対策
たいさく

【現
げん

名称
めいしょう

】

札幌市
さっぽろし

地域
ちいき

防災
ぼうさい

計
けい

画
かく

における災害
さいがい

時
じ

要
よう

配慮
はいりょ

者
しゃ

対策
たいさく

6
危
き

）危機
きき

管理
かんり

対
たい

策
さく

部
ぶ

危機
きき

管理
かんり

対策
たいさく

課
か
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　この計画
けいかく

では、新
あら

たな災害
さいがい

時
じ

要
よう

援護
えんご

者
しゃ

対策
たいさく

として、市立
しりつ

小中学校
しょうちゅうがっこう

について、大規模
だいきぼ

改修
かいしゅう

・改築
かいちく

と併
あわ

せて、玄関
げんかん

スロープ
すろーぷ

と車
くるま

いす対応
たいおう

トイレ
といれ

の設置
せっち

、車
くるま

いす対応
たいおう

トイレ
といれ

の無
な

い学校
がっこう

への身障者用
しんしょうしゃよう

便座
べんざ

の備蓄
びちく

、校舎
こうしゃ

１階
かい

の指定
してい

場所
ばしょ

を災害
さいがい

時
じ

要
よう

援護
えんご

者
しゃ

用
よう

として優先的
ゆうせんてき

に提供
ていきょう

することや、救護
きゅうご

、休憩
きゅうけい

、更衣
こうい

及
およ

び授乳
じゅにゅう

等
とう

の機能
きのう

を有
ゆう

するスペー
すぺーす

スとして保健室
ほけんしつ

などを活用
かつよう

することを計画
けいかく

に盛
も

り込
こ

み、要
よう

援護
えんご

者用
しゃよう

滞在
たいざい

スペース
すぺーす

については、25年
ねん

4月
がつ

に各校
かくこう

１

室
しつ

を指定
してい

した。

　また避難
ひなん

場所
ばしょ

基本
きほん

計画
けいかく

の実現
じつげん

に向
む

け、具体的
ぐたいてき

なスケジュール
すけじゅーる

等
とう

を定
さだ

めた「札幌市
さっぽろし

避難
ひなん

場所
ばしょ

基本
きほん

計画
けいかく

実施
じっし

プラ
ぷらん

ン」を26年
ねん

２月
がつ

に策定
さくてい

した。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　「札幌市
さっぽろし

避難
ひなん

場所
ばしょ

基本
きほん

計画
けいかく

実施
じっし

プラン
ぷらん

」に基
もと

づき、避難
ひなん

場所
ばしょ

の環境
かんきょう

整備
せいび

を推進
すいしん

していく。

　災害
さいがい

時
じ

要
よう

援護
えんご

者
しゃ

支援
しえん

対策
たいさく

に関
かん

するスケジュール
すけじゅーる

としては、26年度中
ねんどちゅう

に全
ぜん

小中学校
しょうちゅうがっこう

に玄関
げんかん

スロープ
すろーぷ

の設置
せっち

を完
かん

了
りょう

する予定
よてい

である。

　また、車
くるま

いす対応
たいおう

トイレ
といれ

については、大規模
だいきぼ

改修
かいしゅう

・改築
かいちく

にあわせて設置
せっち

をすすめ29年
ねん

度
ど

までに220ヵ所
しょ

に設置
せっち

す

る予定
よてい

である。

　なお、当面
とうめん

、車
くるま

いす対応
たいおう

トイレ
といれ

の設置
せっち

予定
よてい

がない学校
がっこう

については、、身障者用
しんしょうしゃよう

便座
べんざ

を備蓄
びちく

することとし、26年度
ねんどちゅ

中
う

に購入
こうにゅう

する予定
よてい

である。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

保
ほ

）総務
そうむ

部
ぶ

総務
そうむか

課

・各区
かくく

保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

での地域
ちいき

の取組
とりくみ

支援
しえん

・出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

（平成
へいせい

26年
ねん

１月
がつ

末
まつ

現在
げんざい

：42回
かい

実施
じっし

、約
やく

1,205名
めい

参加
さんか

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・各区
かくく

保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

での地域
ちいき

の取組
とりくみ

支援
しえん

・出前
でまえ

講座
こうざ

の実施
じっし

・災害
さいがい

対策
たいさく

基本法
きほんほう

の改正
かいせい

への対応
たいおう

目的
もくてき

　「札幌市
さっぽろし

避難
ひなん

場所
ばしょ

基本
きほん

計画
けいかく

実施
じっし

プラン
ぷらん

」及
およ

び「災害
さいがい

時
じ

支
ささ

えあいハンドブック
はんどぶっく

」に基
もと

づき、災害
さいがい

時
じ

に自力
じりき

では避難
ひなん

できない障
しょう

がいのある方
かた

や高齢
こうれい

の方
かた

など（災害
さいがい

時
じ

要
よう

援護
えんご

者
しゃ

）の手
て

助
だす

けを地域
ちいき

が主体
しゅたい

となって実施
じっし

する仕組
しく

みづく

りを促進
そくしん

する。

　平成
へいせい

20年度
ねんど

から３年間
ねんかん

にわたり災害
さいがい

時
じ

要
よう

援護
えんご

者
しゃ

避難
ひなん

支援
しえん

の仕組
しく

みづくりに関
かん

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

として、出前
でまえ

講座
こうざ

を行
おこな

うとともに行政
ぎょうせい

の積極的
せっきょくてき

な支援
しえん

に先進
せんしん

事例
じれい

を創出
そうしゅつ

するため、モデル
もでる

地区
ちく

を選定
せんてい

し事業
じぎょう

を進
すす

めてきた。

　事例
じれい

の蓄積
ちくせき

を踏
ふ

まえ、全市
ぜんし

に災害
さいがい

時
じ

要
よう

援護
えんご

者
しゃ

支援
しえん

の取組
とりくみ

を広
ひろ

げるため、各区
かくく

保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

に事業
じぎょう

を移
うつ

し、地域
ちいき

における取組
とりくみ

を促進
そくしん

している。

25年度
ねんど

実績
じっせき7

災害
さいがい

時
じ

要
よう

援護
えんご

者
しゃ

避
ひな

難
ん

支援
しえん

対策
たいさく
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

8
災害
さいがい

時
じ

の緊急
きんきゅう

受入
うけい

れに関
かん

する関係
かんけい

機
きか

関
ん

との協定
きょうてい

目的
もくてき

：札幌市
さっぽろし

の区域内
くいきない

で大規模
だいきぼ

な災害
さいがい

が生
しょう

じた際
さい

、札幌市
さっぽろし

と障
しょう

がい福祉
ふくし

施設
しせつ

が協力
きょうりょく

し、要
よう

援護
えんご

者
しゃ

の円滑
えんかつ

な避
ひな

難
ん

支援
しえん

等
とう

を実施
じっし

することを目的
もくてき

とする。

内容
ないよう

：札幌市
さっぽろし

と札幌市
さっぽろし

知的
ちてき

障
しょう

がい福祉
ふくし

協会
きょうかい

・札幌市
さっぽろし

身体
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

事業
じぎょう

連携
れんけい

協議会
きょうぎかい

（旧
きゅう

札幌市
さっぽろし

身体
しんたい

障
しょう

がい

者
しゃ

施設
しせつ

連絡会
れんらくかい

）において「災害
さいがい

時
じ

の緊急
きんきゅう

受入
うけい

れに関
かん

する協定書
きょうていしょ

」を締結
ていけつ

し、要
よう

援護
えんご

者
しゃ

の緊急
きんきゅう

受入
うけい

れに関
かん

し、協力
きょうりょく

体制
たいせい

の構築
こうちく

を図
はか

った。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　施設
しせつ

利用者
りようしゃ

の避難
ひなん

・他
た

施設
しせつ

の受入
うけいれ

体制
たいせい

を構築
こうちく

するため、札幌市
さっぽろし

と協定
きょうてい

を締結
ていけつ

する施設
しせつ

団体
だんたい

は、加盟
かめい

施設
しせつ

の合
ごう

同
どう

により大規模
だいきぼ

避難
ひなん

訓練
くんれん

を実施
じっし

するとともに、訓練
くんれん

後
ご

の課題
かだい

の抽出
ちゅうしゅつ

・反省
はんせい

を行
おこな

う「避難
ひなん

訓練
くんれん

ふりかえり会
かい

」を実施
じっし

した。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　災害
さいがい

時
じ

における要
よう

援護
えんご

者
しゃ

の円滑
えんかつ

な避難
ひなん

支援
しえん

等
とう

を実施
じっし

するため、札幌市
さっぽろし

と施設
しせつ

団体
だんたい

の更
さら

なる協力
きょうりょく

関係
かんけい

を構築
こうちく

する。
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分野
ぶんや

５　教育
きょういく

・育成
いくせい

基本
きほん

施策
しさく

１　ライフステージ
らいふすてーじ

に応
おう

じた相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

3
児童

じどう

福祉
ふくし

相談
そうだん

・支
しえ

援
ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

子
こ

）児童
じどう

福祉
ふくし

総
そう

合
ごう

センター
せんたー

相談
そうだん

判定
はんてい

一課
いちか

1 幼児
ようじ

教育
きょういく

相談
そうだん

　発達
はったつ

に心配
しんぱい

のある幼児
ようじ

や子育
こそだ

てに関
かん

して、幼児
ようじ

教育
きょういく

センター
せんたー

における来所
らいしょ

相談
そうだん

のほか、各区
かくく

の市立
しりつ

幼稚園
ようちえん

を

会場
かいじょう

とした「地域
ちいき

教育
きょういく

相談
そうだん

」を実施
じっし

する。

教
きょう

）児童
じどう

生徒
せいと

担
たん

当
とう

部
ぶ

幼児
ようじ

教育
きょういく

センター
せんたー

25年度
ねんど

実績
じっせき

幼児
ようじ

教育
きょういく

センター
せんたー

　来所
らいしょ

相談
そうだん

件数
けんすう

　863人
にん

　1,284件
けん

地域
ちいき

教育
きょういく

相談
そうだん

　2,545件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

。

目的
もくてき

目的
もくてき

　児童
じどう

相談
そうだん

所
じょ

の施設
しせつ

・設備
せつび

の拡充
かくじゅう

や専門
せんもん

職
しょく

の増員
ぞういん

を視野
しや

に入
い

れた機能
きのう

強化
きょうか

を進
すす

めるほか、児童
じどう

福祉
ふくし

に関
かん

する

様々
さまざま

な機関
きかん

との効果的
こうかてき

な連携
れんけい

が図
はか

られるよう、児童
じどう

相談
そうだん

所
じょ

及
およ

び区
く

（家庭
かてい

児童
じどう

相談室
そうだんしつ

）における児童
じどう

福祉
ふくし

相談
そうだん

・支
しえ

援
ん

体制
たいせい

を強化
きょうか

していく。
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25年度
ねんど

実績
じっせき

・子
こ

どもに関
かん

する身近
みぢか

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

として、庁内
ちょうない

の福祉
ふくし

部局
ぶきょく

や関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

しながら、地域
ちいき

の子
こ

どもや保護者
ほごしゃ

を

支援
しえん

した。（区
く

家庭
かてい

児童
じどう

相談室
そうだんしつ

：相談
そうだん

件数
けんすう

2,492件
けん

）

・児童
じどう

相談
そうだん

所
じょ

との定例
ていれい

会議
かいぎ

（月
つき

1回
かい

開催
かいさい

）により、情報
じょうほう

の共有
きょうゆう

・役割
やくわり

分担
ぶんたん

の確認
かくにん

等
とう

、ノウハウ
のうはう

の蓄積
ちくせき

を図
はか

ってい

る。

・児童
じどう

相談
そうだん

所
じょ

との合同
ごうどう

での研修
けんしゅう

、外部
がいぶ

機関
きかん

への研修
けんしゅう

派遣
はけん

（2名
めい

派遣
はけん

）を行
おこな

い、専門性
せんもんせい

の向上
こうじょう

に努
つと

めた。

・児童
じどう

関係
かんけい

部局
ぶきょく

の連携
れんけい

のあり方
かた

PJ
ぷろじぇくと

会議
かいぎ

を開催
かいさい

し、より実効性
じっこうせい

を高
たか

めるため、児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

対応
たいおう

にかかる区役所
くやくしょ

と児
じど

童
う

相談
そうだん

所
じょ

の連携
れんけい

ルール
るーる

を作成
さくせい

して相互
そうご

理解
りかい

・周知
しゅうち

を図
はか

った。

・児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

にかかる情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を図
はか

り、支援
しえん

方針
ほうしん

を協議
きょうぎ

する「区
く

要
よう

保護
ほご

児童
じどう

対策
たいさく

地域
ちいき

協議会
きょうぎかい

」を運営
うんえい

して地域
ちいき

ネッ
ねっと

トワーク
わーく

の構築
こうちく

に努
つと

めた。（各区
かくく

において、代表者
だいひょうしゃ

会議
かいぎ

を年
ねん

1回
かい

、実務者
じつむしゃ

会議
かいぎ

を年
ねん

３回
かい

実施
じっし

するほか、個々
ここ

の

ケース
けーす

について検討
けんとう

会議
かいぎ

を随時
ずいじ

開催
かいさい

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・25年度
ねんど

同様
どうよう

の事業
じぎょう

を継続
けいぞく

している。

・地域
ちいき

連携
れんけい

担当
たんとう

課
か

を新設
しんせつ

したほか、児童
じどう

福祉
ふくし

司
し

等
とう

専門
せんもん

職
しょく

の増員
ぞういん

（4名
めい

）を行
おこな

った。その他
た

現役
げんえき

警察官
けいさつかん

の派遣
はけん

受入
うけい

れをするなど児童
じどう

相談
そうだん

所
じょ

職員
しょくいん

の拡充
かくじゅう

を図
はか

っている。

・児童
じどう

関係
かんけい

部局
ぶきょく

の連携
れんけい

のあり方
かた

PJ
ぷろじぇくと

会議
かいぎ

を今年度
こんねんど

も開催
かいさい

し、虐待
ぎゃくたい

初期
しょき

対応
たいおう

の措置
そち

等
とう

の課題
かだい

や、保健師
ほけんし

との連携
れんけい

について検討
けんとう

する。

・児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

に係
かか

る情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を図
はか

り、支援
しえん

方針
ほうしん

を協議
きょうぎ

する「区
く

要
よう

保護
ほご

児童
じどう

対策
たいさく

地域
ちいき

協議会
きょうぎかい

」を運営
うんえい

して地域
ちいき

ネット
ねっとわー

ワーク
く

の構築
こうちく

に努
つと

めている。また、関係
かんけい

との共通
きょうつう

認識
にんしき

を深
ふか

めるため「児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

の手引
てび

き」を配布
はいふ

している。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

基本
きほん

施策
しさく

２　早期
そうき

医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

1
私立

しりつ

幼稚園
ようちえん

特別
とくべつ

支
しえ

援
ん

教育
きょういく

事業
じぎょう

教
きょう

）児童
じどう

生徒
せいと

担
たん

当
とう

部
ぶ

幼児
ようじ

教育
きょういく

センター
せんたー

4
子
こ

どもの権利
けんり

救済
きゅうさい

機関
きかん

の運営
うんえい

　子
こ

どもの権利
けんり

救済
きゅうさい

機関
きかん

（子
こ

どもアシストセンター
あしすとせんたー

）は、子
こ

どもや保護者
ほごしゃ

などからの相談
そうだん

に幅広
はばひろ

く応
おう

じ、助言
じょげん

や支
しえ

援
ん

を行
おこな

うとともに、権利
けんり

侵害
しんがい

からの救済
きゅうさい

の申立
もうした

てに基
もと

づき、公的
こうてき

第
だい

三者
さんしゃ

の立場
たちば

で問題
もんだい

解決
かいけつ

に向
む

けた調査
ちょうさ

関係者
かんけいしゃ

間
かん

の調整
ちょうせい

を行
おこな

っている。

　この救済
きゅうさい

機関
きかん

を適切
てきせつ

に運用
うんよう

し、権利
けんり

侵害
しんがい

から迅速
じんそく

かつ適切
てきせつ

な救済
きゅうさい

を図
はか

ることができるよう、子
こ

どもや保護者
ほごしゃ

に

対
たい

する分
わ

かりやすい広報
こうほう

活動
かつどう

や関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

等
とう

を推進
すいしん

している。

子
こ

）子
こ

どもの権
けん

利
り

救済
きゅうさい

事務局
じむきょく

25年度
ねんど

実績
じっせき

　相談
そうだん

実
じつ

件数
けんすう

及
およ

び延
の

べ件数
けんすう

はやや減少
げんしょう

、調整
ちょうせい

活動
かつどう

は幾分
いくぶん

増加
ぞうか

し、救済
きゅうさい

申立
もうした

てについては大
おお

きく増加
ぞうか

した。

　相談
そうだん

実績
じっせき

は下記
かき

のとおりである。

・相談
そうだん

受付
うけつけ

件数
けんすう

：実
じつ

件数
けんすう

1,035件
けん

、延
の

べ件数
けんすう

3,247件
けん

　　・調整
ちょうせい

活動
かつどう

件数
けんすう

：21件
けん

（延
の

べ125回
かい

実施
じっし

）

・救済
きゅうさい

申立
もうした

て件数
けんすう

：５件
けん

　　・救済
きゅうさい

委員
いいん

の自己
じこ

の発意
はつい

による調査
ちょうさ

：１件
けん

（※）

※平成
へいせい

24年度
ねんど

より継続
けいぞく

調査
ちょうさ

した案件
あんけん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　子
こ

どもの権利
けんり

侵害
しんがい

からの救済
きゅうさい

が迅速
じんそく

に図
はか

られるよう、引
ひ

き続
つづ

き制度
せいど

の適切
てきせつ

な運用
うんよう

に努
つと

める。

目的
もくてき

目的
もくてき

　私立
しりつ

幼稚園
ようちえん

で特別
とくべつ

な教育的
きょういくてき

支援
しえん

を必要
ひつよう

とする幼児
ようじ

の円滑
えんかつ

な受
う

け入
い

れを促進
そくしん

するため、市立
しりつ

幼稚園
ようちえん

の幼児
ようじ

教
きょ

育
ういく

支援
しえん

員
いん

が私立
しりつ

幼稚園
ようちえん

を訪問
ほうもん

し、個別
こべつ

の指導
しどう

計画
けいかく

の作成
さくせい

支援
しえん

や教員
きょういん

相談
そうだん

を行
おこな

うとともに、特別
とくべつ

支援
しえん

担当者
たんとうしゃ

向
む

け研修会
けんしゅうかい

を実施
じっし

するなど、私立
しりつ

幼稚園
ようちえん

の支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

と特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

の質的
しつてき

向上
こうじょう

を図
はか

ります。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

幼稚園
ようちえん

訪問
ほうもん

支援
しえん

件数
けんすう

　792件
けん

　対象
たいしょう

幼児
ようじ

数
すう

4,979人
にん

研修会
けんしゅうかい

参加
さんか

人数
にんずう

　807人
にん

　実施
じっし

回数
かいすう

５回
かい

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

。

目的
もくてき

　心身
しんしん

に障
しょう

がいを有
ゆう

する児童
じどう

を他
ほか

の児童
じどう

とともに集団
しゅうだん

保育
ほいく

することにより、障
しょう

がい児
じ

の成長
せいちょう

発達
はったつ

を促進
そくしん

するとと

もに児童
じどう

の福祉
ふくし

の増進
ぞうしん

を図
はか

る。

　実施
じっし

保育
ほいく

所
しょ

においては、障
しょう

がい児
じ

保育
ほいく

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、臨床
りんしょう

発達
はったつ

心理士
しんりし

など専門的
せんもんてき

な知識
ちしき

を有
ゆう

する専門員
せんもんいん

による巡回
じゅんかい

指導
しどう

を行
おこな

い、保育者
ほいくしゃ

（必要
ひつよう

に応
おう

じて保護者
ほごしゃ

）に対
たい

して指導
しどう

・助言
じょげん

を行
おこな

う。

25年度
ねんど

実績
じっせき

　231園
えん

の認可
にんか

保育
ほいく

所
しょ

中
ちゅう

、142園
えん

311名
めい

の障
しょう

がい児
じ

入所
にゅうしょ

があった。

巡回
じゅんかい

指導
しどう

回数
かいすう

　280回
かい

・障
しょう

がい児
じ

認定
にんてい

児
じ

相談
そうだん

件数
けんすう

　327件
けん

　　・認定
にんてい

児
じ

以外
いがい

の発達
はったつ

相談
そうだん

等
とう

件数
けんすう

　372件
けん

　合計
ごうけい

　699件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　保育
ほいく

所
しょ

数
すう

・入所
にゅうしょ

児童
じどう

数
すう

の増加
ぞうか

により、障
しょう

がい児
じ

の入所
にゅうしょ

数
すう

も増加
ぞうか

する傾向
けいこう

にある。また、障
しょう

がい児
じ

認定
にんてい

を受
う

けて

いない児童
じどう

の相談
そうだん

件数
けんすう

も多
おお

いことから巡回
じゅんかい

指導
しどう

の相談
そうだん

後
ご

、早期
そうき

発見
はっけん

につながるケース
けーす

も多
おお

い。

　今後
こんご

は巡回
じゅんかい

指導
しどう

回数
かいすう

増
ぞう

などの支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

が必要
ひつよう

である。

　今年度
こんねんど

の巡回
じゅんかい

指導
しどう

回数
かいすう

見込
みこみ

　320回
かい

2
障
しょう

がい児
じ

保育
ほいく

巡回
じゅんかい

指導
しどう

子
こ

）子育
こそだ

て支援
しえん

部
ぶ

施設
しせつ

運営
うんえい

課
か
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

箇所
かしょ

数
すう

登録
とうろく

児童
じどう

数
すう

１か所
しょ

当
あ

たり

児童
じどう

会館
かいかん

75 221 2.9

ミニ
みに

児童
じどう

会館
かいかん

55 160 2.9

民間
みんかん

児童
じどう

育成会
いくせいかい

34 46 1.3

164 427 2.6

箇所
かしょ

数
すう

登録
とうろく

児童
じどう

数
すう

１か所
しょ

当
あ

たり

児童
じどう

会館
かいかん

12 18 1.5

ミニ
みに

児童
じどう

会館
かいかん

41 177 4.3

民間
みんかん

児童
じどう

育成会
いくせいかい

― ― ―

53 218 4.1

25年度
ねんど

実績
じっせき

　児童
じどう

会館
かいかん

については、原則
げんそく

として児童
じどう

クラブ
くらぶ

員
いん

以外
いがい

の児童
じどう

は一度
いちど

帰宅
きたく

してからでないと利用
りよう

することができな

いが、障
しょう

がい児
じ

は学校
がっこう

から児童
じどう

会館
かいかん

に直接
ちょくせつ

来館
らいかん

できる制度
せいど

を設
もう

けている。

目的
もくてき

3

放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
くらぶ

等
とう

における障
しょう

がい

児
じ

の受入
うけい

れ

子
こ

）子
こ

ども育成
いくせい

部
ぶ

子
こ

ども企画
きかく

課
か

児童
じどう

クラブ
くらぶ

等
とう

における障
しょう

がい児
じ

の受入
うけい

れ状況
じょうきょう

　（25年
ねん

４月
がつ

末
まつ

日
ひ

時点
じてん

）

直接
ちょくせつ

来館
らいかん

における障
しょう

がい児
じ

の受入
うけいれ

状況
じょうきょう

　（25年
ねん

４月
がつ

末
まつ

日
ひ

時点
じてん

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

　障
しょう

がい児
じ

の健全
けんぜん

育成
いくせい

及
およ

び保護者
ほごしゃ

に対
たい

する支援
しえん

として、指導員
しどういん

の加配
かはい

や専門
せんもん

指導員
しどういん

を巡回
じゅんかい

するなどして、子
こ

ど

もの障
しょう

がいに応
おう

じた配慮
はいりょ

をしながら、一般
いっぱん

児童
じどう

と同
おな

じように児童
じどう

会館
かいかん

及
およ

びミニ
みに

児童
じどう

会館
かいかん

を利用
りよう

できる環境
かんきょう

づくりを

進
すす

めている。

　また、民間
みんかん

児童
じどう

育成
いくせい

会
かい

についても、保護者
ほごしゃ

が就労
しゅうろう

等
とう

している障
しょう

がい児
じ

を登録
とうろく

している場合
ばあい

は助成金
じょせいきん

を加算
かさん

す

るなど、各
かく

育成会
いくせいかい

における受入
うけい

れの促進
そくしん

を図
はか

っている。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

4

障害児
しょうがいじ

通所
つうしょ

支援
しえん

サービス
さーびす

の円滑
えんかつ

な

提供
ていきょう

　障
しょう

がいのある児童
じどう

や療育
りょういく

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

に対
たい

し、通所
つうしょ

による支援
しえん

を実施
じっし

。身近
みぢか

な地域
ちいき

における療育
りょういく

の場
ば

とし

て「児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

」と「医療
いりょう

型
がた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

」、放課後
ほうかご

等
とう

の居場所
いばしょ

づくりとして「放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

」、保育
ほいく

所
しょ

等
とう

の安定
あんてい

した利用
りよう

を促進
そくしん

するための「保育
ほいく

所
しょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

」を提供
ていきょう

している。

・児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

、医療
いりょう

型
がた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

　集団
しゅうだん

療育
りょういく

及
およ

び個別
こべつ

療育
りょういく

を行
おこな

う必要
ひつよう

があると認
みと

められる未就学
みしゅうがく

の障
しょう

がい児
じ

に対
たい

し、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な

動作
どうさ

の指導
しどう

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

などを行
おこな

う。医療
いりょう

型
がた

は、これに併
あわ

せて治療
ちりょう

も行
おこな

う。

・放課後
ほうかご

デイサービス
でいさーびす

　学校
がっこう

に就学
しゅうがく

しており、授業
じゅぎょう

の終了後
しゅうりょうご

又
また

は休業日
きゅうぎょうび

に支援
しえん

が必要
ひつよう

と認
みと

められる障
しょう

がい児
じ

に対
たい

し、生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

、地域
ちいき

との交流
こうりゅう

などを行
おこな

う。

・保育
ほいく

所
しょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

　保育
ほいく

所
しょ

など児童
じどう

が集団
しゅうだん

生活
せいかつ

を営
いとな

む施設
しせつ

に通
かよ

う障
しょう

がい児
じ

について、専門
せんもん

職員
しょくいん

が保育
ほいく

所
しょ

などに訪問
ほうもん

し、集団
しゅうだん

での

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な訓練
くんれん

やスタッフ
すたっふ

への助言
じょげん

などを行
おこな

う。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

１月
つき

あたりの平均
へいきん

利用
りよう

実績
じっせき

（平成
へいせい

25年
ねん

４月
がつ

～平成
へいせい

26年
ねん

３月
がつ

サービス
さーびす

提供
ていきょう

分
ぶん

）

・児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

（医療
いりょう

型
がた

含
ふく

む）　利用
りよう

人数
にんずう

：　1,932人
にん

　利用
りよう

日数
にっすう

：19,531日
にち

・放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

　利用
りよう

人数
にんずう

：　2,258人
にん

　利用
りよう

日数
にっすう

：20,734日
にち

・保育
ほいく

所
しょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

　利用
りよう

人数
にんずう

：26人
にん

　利用
りよう

日数
にっすう

：27日
にち

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　障
しょう

がいのある児童
じどう

や療育
りょういく

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

の増加
ぞうか

に伴
ともな

い、今後
こんご

も本
ほん

事業
じぎょう

の増加
ぞうか

が見込
みこ

まれる。
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基本
きほん

施策
しさく

３　学校
がっこう

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

1
一人

ひとり

一人
ひとり

が学
まな

び育
そだ

つための教育的
きょういくてき

支
しえ

援
ん

の充実
じゅうじつ

　特別
とくべつ

な教育的
きょういくてき

支援
しえん

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

生徒
せいと

が、学校
がっこう

において、障
しょう

がい程度
ていど

や特性
とくせい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な教育
きょういく

を受
う

ける

ことができるよう、「サポートファイル
さぽーとふぁいる

さっぽろ」の配布
はいふ

や、特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

支援
しえん

員
いん

（学
まな

びのサポーター
さぽーたー

）の活用
かつよう

等
とう

、校
こう

内
ない

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っている。

○サポートファイル
さぽーとふぁいる

さっぽろ

　障
しょう

がいのある子
こ

どもの一貫
いっかん

した支援
しえん

に向
む

けて、各関係
かくかんけい

機関
きかん

等
とう

の相談
そうだん

記録
きろく

などをまとめた相談
そうだん

支援
しえん

ファイル
ふぁいる

とし

て「学
まな

びの手帳
てちょう

」を、平成
へいせい

15年
ねん

から配布
はいふ

している。

　さらに、平成
へいせい

26年
ねん

度
ど

に、乳幼児
にゅうようじ

から成人
せいじん

までライフステージ
らいふすてーじ

に応
おう

じた一貫
いっかん

したサポート
さぽーと

支援
しえん

を行
おこな

うため、学
まな

びの

手帳
てちょう

を、障
しょう

がい福祉
ふくし

課
か

が所管
しょかん

している「サポートファイル
さぽーとふぁいる

さっぽろ」に統合
とうごう

している。

○特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

支援
しえん

員
いん

（学
まな

びのサポーター
さぽーたー

）活用
かつよう

事業
じぎょう

　小中学校
しょうちゅうがっこう

の通常
つうじょう

学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

する特別
とくべつ

な教育的
きょういくてき

支援
しえん

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

生徒
せいと

に対
たい

して、有償
ゆうしょう

ボランティア
ぼらんてぃあ

である

特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

支援
しえん

員
いん

（学
まな

びのサポーター
さぽーたー

）が、学校
がっこう

生活
せいかつ

及
およ

び学習
がくしゅう

活動
かつどう

を行
おこな

う上
うえ

で必要
ひつよう

となる支援
しえん

を行
おこな

う。

教
きょう

）学校
がっこう

教育
きょういく

部
ぶ

教育
きょういく

推進課
すいしんか

25年度
ねんど

実績
じっせき

○学
まな

びの手帳
てちょう

配布
はいふ

数
すう

；1,251冊
さつ

　　○特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

支援
しえん

員
いん

活用
かつよう

校
こう

数
すう

：255校
こう

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

○学
まな

びの手帳
てちょう

は、26年度
ねんど

から障
しょう

がい福祉
ふくし

課
か

で発行
はっこう

する「サポートファイル
さぽーとふぁいる

さっぽろ」に統合
とうごう

し、保護者
ほごしゃ

に配布
はいふ

す

る。

配布
はいふ

予定数
よていすう

：1,200冊
さつ

程度
ていど

　　○特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

支援
しえん

員
いん

活用
かつよう

予定
よてい

校
こう

数
すう

：303校
こう

目的
もくてき
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

基本
きほん

施策
しさく

４　卒業後
そつぎょうご

の支援
しえん

（再掲
さいけい

のみ）

目的
もくてき

2
地域

ちいき

で学
まな

び育
そだ

つた

めの教育
きょういく

推進
すいしん

の整
せい

備
び

　子
こ

どものニーズ
にーず

に応
おう

じた適切
てきせつ

な教育
きょういく

が地域
ちいき

の学校
がっこう

で受
う

けられるよう、市立
しりつ

小中学校
しょうちゅうがっこう

への特別
とくべつ

支援
しえん

学級
がっきゅう

の設置
せっち

を推進
すいしん

し、地域
ちいき

での特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。

○特別
とくべつ

支援
しえん

整備
せいび

事業
じぎょう

教
きょう

）学校
がっこう

教育
きょういく

部
ぶ

教育
きょういく

推進課
すいしんか

25年度
ねんど

実績
じっせき

特別
とくべつ

支援
しえん

学級
がっきゅう

開設
かいせつ

状況
じょうきょう

・小学校
しょうがっこう

　18校
こう

　20学級
がっきゅう

　　・中学校
ちゅうがっこう

　 7校
こう

　 8学級
がっきゅう

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

特別
とくべつ

支援
しえん

学級
がっきゅう

開設
かいせつ

状況
じょうきょう

・小学校
しょうがっこう

　18校
こう

　18学級
がっきゅう

　　・中学校
ちゅうがっこう

　13校
こう

　16学級
がっきゅう

目的
もくてき

3

市立
しりつ

高等
こうとう

養護
ようご

学校
がっこう

における教育
きょういく

の充
じゅ

実
うじつ

　市立
しりつ

高等
こうとう

養護
ようご

学校
がっこう

において、社会的
しゃかいてき

自立
じりつ

を目指
めざ

した教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めるとともに、就労
しゅうろう

促進
そくしん

を図
はか

るための教
きょ

育
ういく

内容
ないよう

の見直
みなお

しについて検討
けんとう

を進
すす

める。

教
きょう

）学校
がっこう

教育
きょういく

部
ぶ

教育
きょういく

推進課
すいしんか

25年度
ねんど

実績
じっせき

　市立
しりつ

豊明
ほうめい

高等
こうとう

養護
ようご

学校
がっこう

の教育
きょういく

内容
ないよう

を見直
みなお

し、同行
どうこう

に設置
せっち

する産業
さんぎょう

科
か

３学級
がっきゅう

のうち、１学級
がっきゅう

を流通
りゅうつう

・サービス
さーびす

課
か

とし、平成
へいせい

25年
ねん

４月
がつ

から開設
かいせつ

し、作業
さぎょう

内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

った。（これにより、同行
どうこう

に設置
せっち

される学科
がっか

とその学級
がっきゅう

数
すう

（１

学年
がくねん

）は、産業
さんぎょう

科
か

２学級
がっきゅう

、家庭科
かていか

１学級
がっきゅう

、クリーニング
くりーにんぐ

科
か

１学級
がっきゅう

、木工
もっこう

科
か

１学級
がっきゅう

、工業
こうぎょう

科
か

１学級
がっきゅう

、流通
りゅうつう

・サービス
さーびす

科
か

１学級
がっきゅう

の６学科
がっか

７学級
がっきゅう

となった。）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　市立
しりつ

豊明
ほうめい

高等
こうとう

養護
ようご

学校
がっこう

において、社会的
しゃかいてき

自立
じりつ

を目指
めざ

した教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めるとともに、就労
しゅうろう

促進
そくしん

を図
はか

るため

の他
た

の学科
がっか

についても作業
さぎょう

学習
がくしゅう

を含
ふく

め、教育
きょういく

内容
ないよう

の見直
みなお

しについて検討
けんとう

を引
ひ

き続
つづ

き進
すす

めます。
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分野
ぶんや

６　雇用
こよう

・就労
しゅうろう

基本
きほん

施策
しさく

１　個々
ここ

のニーズ
にーず

に対応
たいおう

した就労
しゅうろう

相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

2
障
しょう

がい者
しゃ

就業
しゅうぎょう

支援
しえん

事業
じぎょう

経
けい

）雇用
こよう

推進
すいしん

部
ぶ

雇用
こよう

推進課
すいしんか

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　委託
いたく

事業
じぎょう

所
しょ

４か所
しょ

。ジョブサポーター
じょぶさぽーたー

３名
めい

配置
はいち

。25年度
ねんど

未登録
みとうろく

者
しゃ

数
すう

1,575人
にん

、相談
そうだん

件数
けんすう

29,868件
けん

、就職
しゅうしょく

に結
むす

びつ

いた件数
けんすう

156人
にん

。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　ジョブサポーター
じょぶさぽーたー

１名
めい

増
ぞう

の計
けい

４名
めい

配置
はいち

。相談
そうだん

件数
けんすう

29,000件
けん

、就職
しゅうしょく

に結
むす

びついた件数
けんすう

180人
にん

。

目的
もくてき

　より多
おお

くの企業
きぎょう

との情報
じょうほう

交換
こうかん

の場
ば

を提供
ていきょう

することにより、障
しょう

がい者
しゃ

の就職
しゅうしょく

活動
かつどう

の支援
しえん

及
およ

び雇用
こよう

促進
そくしん

を図
はか

るた

め、国
くに

（北海道
ほっかいどう

労働
ろうどう

局
きょく

、札幌
さっぽろ

圏
けん

の公共
こうきょう

職業
しょくぎょう

安定
あんてい

所
しょ

）との共催
きょうさい

により、年
ねん

２回
かい

の「障
しょう

がい者
しゃ

就職
しゅうしょく

面接
めんせつ

会
かい

」を開催
かいさい

目的
もくてき

1

就労
しゅうろう

相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

（障
しょう

がい者
しゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

相談
そうだん

支
しえ

援
ん

事業
じぎょう

）

　障
しょう

がいのある方
かた

の雇用
こよう

の促進
そくしん

と就労
しゅうろう

の安定
あんてい

を図
はか

るため、就業
しゅうぎょう

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

の支援
しえん

を行
おこな

うとともに、ハローワーク
はろーわーく

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

して、ジョブサポーター
じょぶさぽーたー

や支援
しえん

員
いん

による雇用
こよう

促進
そくしん

・職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん

を図
はか

る。

25年度
ねんど

実績
じっせき

第
だい

１回
かい

　平成
へいせい

25年
ねん

10月
がつ

15日
にち

開催
かいさい

・参加
さんか

企業
きぎょう

数
すう

　64社
しゃ

　　・参加
さんか

障
しょう

がい者
しゃ

数
すう

　400人
にん

　　・就職
しゅうしょく

者
しゃ

数
すう

　60人
にん

第
だい

２回
かい

　平成
へいせい

26年
ねん

２月
がつ

27日
にち

開催
かいさい

・参加
さんか

企業
きぎょう

数
すう

　29社
しゃ

　　・参加
さんか

障
しょう

がい者
しゃ

数
すう

　131人
にん

　　・就職
しゅうしょく

者
しゃ

数
すう

　18人
にん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・第
だい

１回
かい

　平成
へいせい

26年
ねん

10月
がつ

28日
にち

　開催
かいさい

予定
よてい

　　・第
だい

２回
かい

　平成
へいせい

27年
ねん

2月
がつ

下旬
げじゅん

　開催
かいさい

予定
よてい

57



基本
きほん

施策
しさく

２　雇用
こよう

の場
ば

の拡大
かくだい

（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

・福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

）

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

1 障
しょう

がい者
しゃ

協働
きょうどう

事業
じぎょう

　障
しょう

がい者
しゃ

を５人
にん

以上
いじょう

雇用
こよう

し、他
た

の従業員
じゅうぎょういん

からサポート
さぽーと

を受
う

けながらともに働
はたら

くことにより、事業
じぎょう

としての収益性
しゅうえきせい

を

確保
かくほ

しつつ、障
しょう

がい者
しゃ

の継続
けいぞく

した雇用
こよう

の場
ば

となる「障
しょう

がい者
しゃ

協働
きょうどう

事業
じぎょう

」の運営
うんえい

経費
けいひ

に対
たい

する補助
ほじょ

を行
おこな

う。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　補助
ほじょ

対象
たいしょう

事業
じぎょう

所
しょ

15か所
しょ

。障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

数
すう

88名
めい

。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　補助
ほじょ

対象
たいしょう

事業所
じぎょうしょ

を5か所
しょ

増
ぞう

の計
けい

20か所
しょ

。障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こよう

数
すう

113名
めい

。

※26年
ねん

10月
がつ

開始
かいし

を目途
めど

に５か所
しょ

事業所
じぎょうしょ

を増
ふ

やし、25名
めい

の障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こよう

を目標
もくひょう

とする。

目的
もくてき

目的
もくてき

2

資源
しげん

選別
せんべつ

センター
せんたー

における雇用
こよう

の場
ば

の提供
ていきょう

　容器
ようき

包装
ほうそう

廃棄物
はいきぶつ

の再資源化
さいしげんか

を図
はか

るにあたり、地域
ちいき

福祉
ふくし

社会
しゃかい

の推進
すいしん

に寄与
きよ

するため、「びん・缶
かん

・ペットボトル
ぺっとぼとる

選
せん

別
べつ

業務
ぎょうむ

」従事者
じゅうじしゃ

の一部
いちぶ

に知的
ちてき

障
しょう

がいのある方
かた

を雇用
こよう

し、就労
しゅうろう

の場
ば

を提供
ていきょう

する。

　（一
いち

財
ざい

）札幌市
さっぽろし

環境
かんきょう

事業
じぎょう

公社
こうしゃ

が所有
しょゆう

する駒岡
こまおか

資源
しげん

選別
せんべつ

センター
せんたー

でのびん及
およ

びペットボトル
ぺっとぼとる

の手
て

選別
せんべつ

作業
さぎょう

。
環
かん

）環境
かんきょう

事業
じぎょう

部
ぶ

ごみ減量
げんりょう

推進
すいしん

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

40名
めい

雇用
こよう

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

40名
めい

雇用
こよう

3
就労
しゅうろう

支援
しえん

サービス
さーびす

の円滑
えんかつ

な提供
ていきょう

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

72～76ページ
ぺーじ

を参照
さんしょう
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

4
製品
せいひん

の販路
はんろ

拡大
かくだい

支
しえ

援
ん

　地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター
せんたー

等
とう

の運営
うんえい

強化
きょうか

を図
はか

るために、製品
せいひん

のレベルアップ
れべるあっぷ

や運営
うんえい

面
めん

の指導
しどう

等
とう

を行
おこな

う。

　また、障
しょう

がいのある方
かた

が施設
しせつ

等
とう

で作
つく

った製品
せいひん

を販売
はんばい

する常設
じょうせつ

店舗
てんぽ

として「元気
げんき

ショップ
しょっぷ

」を設置
せっち

運営
うんえい

し、製品
せいひん

の

購入
こうにゅう

を通
つう

じた市民
しみん

の障害
しょうがい

に対
たい

する理解
りかい

促進
そくしん

と障
しょう

がいのある方
かた

の工賃
こうちん

増額
ぞうがく

を目指
めざ

す。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

・元気
げんき

ショップ
しょっぷ

：売上
うりあげ

59,702千円
せんえん

、来客
らいきゃく

数
すう

112,158人
にん

・元気
げんき

ショップ
しょっぷ

いこ～る：売上
うりあげ

24,924千円
せんえん

、来客
らいきゃく

数
すう

29,548人
にん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・元気
げんき

ショップ
しょっぷ

：売上
うりあげ

70,000千円
せんえん

、来客
らいきゃく

数
すう

140,000人
にん

・元気
げんき

ショップ
しょっぷ

いこ～る：売上
うりあげ

27,500千円
せんえん

、来客
らいきゃく

数
すう

33,000人
にん

目的
もくてき

5
発注
はっちゅう

機械
きかい

の拡充
かくじゅう

、

受注
じゅちゅう

調整
ちょうせい

支援
しえん

　障
しょう

がい者
しゃ

施設
しせつ

等
とう

で行
おこな

っている清掃
せいそう

・印刷
いんさつ

などの役務
えきむ

提供
ていきょう

サービス
さーびす

や封
ふう

かんなどの軽作業
けいさぎょう

について、民間
みんかん

企業
きぎょう

等
とう

への営業
えいぎょう

や、各
かく

施設
しせつ

への受注
じゅちゅう

調整
ちょうせい

等
とう

を行
おこな

うセンター
せんたー

機能
きのう

を設置
せっち

、運営
うんえい

し、障
しょう

がいのある方
かた

の工賃
こうちん

向上
こうじょう

を目指
めざ

す。 保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

・受注
じゅちゅう

成約
せいやく

件数
けんすう

　834件
けん

（累計
るいけい

2,046件
けん

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・受注
じゅちゅう

成約
せいやく

件数
けんすう

　500件
けん

（累計
るいけい

2,546件
けん

）
じゅちゅう せいやく きんがく せんえん るいけい せんえん
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基本
きほん

施策
しさく

３　福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

推進
すいしん

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

1

障
しょう

がい者
しゃ

の就労
しゅうろう

・

雇用
こよう

に対
たい

する理解
りかい

促進
そくしん

（障
しょう

がい者
しゃ

元
げん

気
き

スキルアップ
すきるあっぷ

事
じぎょ

業
う

）

　障
しょう

がいのある方
かた

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の機会
きかい

を確保
かくほ

し、職場
しょくば

定着
ていちゃく

率
りつ

を高
たか

めるため、障
しょう

がいのある方
かた

、福祉
ふくし

サービス
さーびす

事業
じぎょう

所
しょ

（特
とく

に就労
しゅうろう

系
けい

）、民間
みんかん

企業
きぎょう

等
とう

に対
たい

して、より充実
じゅうじつ

した研修
けんしゅう

を行
おこな

うなど、障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こよう

の推進
すいしん

を図
はか

る。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

・就職
しゅうしょく

に結
むす

びついた人数
にんずう

：12名
めい

（これまでの実績
じっせき

分
ぶん

も合
あ

わせると30名
めい

）　　・獲得
かくとく

求人
きゅうじん

者
しゃ

数
すう

：44社
しゃ

・障
しょう

がい者
しゃ

向
む

けセミナー
せみなー

：11回
かい

　　・支援
しえん

員
いん

向
む

けセミナー
せみなー

：２回
かい

　　・企業向
きぎょうむ

けセミナー
せみなー

：２回
かい

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・就職
しゅうしょく

に結
むす

びついた人数
にんずう

：５名
めい

（これまでの実績
じっせき

分
ぶん

も合
あ

わせると30名
めい

）

・障
しょう

がい者
しゃ

向
む

けセミナー
せみなー

：10回
かい

　　・支援
しえん

員
いん

向
む

けセミナー
せみなー

：８回
かい

　　・企業向
きぎょうむ

けセミナー
せみなー

：４回
かい

2
就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

サー
さーびす

ビスの提供
ていきょう

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

72～76ページ
ぺーじ

を参照
さんしょう
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

　札幌市役所
さっぽろしやくしょ

において、市内
しない

の特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

から生徒
せいと

を受
う

け入
い

れて、職場
しょくば

実習
じっしゅう

・就労
しゅうろう

体験
たいけん

の機会
きかい

を設
もう

け、就労
しゅうろう

に向
む

けた支援
しえん

を行
おこな

う。

25年度
ねんど

実績
じっせき

　市役所
しやくしょ

、各区
かくく

役所
やくしょ

、教育
きょういく

委員会
いいんかい

、環境局
かんきょうきょく

において47名
めい

実習
じっしゅう

受入
うけいれ

。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　市役所
しやくしょ

及
およ

び各
かく

区役所
くやくしょ

等
とう

において47名
めい

実習
じっしゅう

受入
うけいれ

予定
よてい

。平成
へいせい

24年度
ねんど

から「特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

生徒
せいと

の職場
しょくば

実習
じっしゅう

受入
うけいれ

時
じ

の指針
ししん

」を策定
さくてい

し、また、各所
かくしょ

の情報
じょうほう

共有
きょうゆう

と効果
こうか

検証
けんしょう

を深
ふか

める体制
たいせい

づくりを継続
けいぞく

して実施
じっし

している。

3
就労
しゅうろう

に向
む

けた訓練
くんれん

・

就労
しゅうろう

体験
たいけん

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か
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分野
ぶんや

７　情報
じょうほう

・コミュニケーション
こみゅにけーしょん

基本
きほん

施策
しさく

１　情報
じょうほう

バリアフリー
ばりあふりー

化
か

の推進
すいしん

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

3 選挙
せんきょ

における支援
しえん 選挙

せんきょ

管理
かんり

委員
いいんか

会
い

事務局
じむきょく

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

・パソコン
ぱそこん

に関
かん

する相談
そうだん

件数
けんすう

　352件
けん

　　・パソコンボランティア
ぱそこんぼらんてぃあ

件数
けんすう

　314件
けん

　　・パソコン
ぱそこん

講習
こうしゅう

受講
じゅこう

数
すう

　98人
にん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　前年度
ぜんねんど

同様
どうよう

、障
しょう

がいのある方
かた

からパソコン
ぱそこん

に関
かん

する相談
そうだん

を受
う

け、ボランティア
ぼらんてぃあ

派遣
はけん

の調整
ちょうせい

を行
おこな

う。また、パソコ
ぱそこん

ン講習会
こうしゅうかい

を延
の

べ32回
かい

開催
かいさい

する。

目的
もくてき

１　障
しょう

がい者
しゃ

の投票
とうひょう

環境
かんきょう

の向上
こうじょう

のため、①札幌市
さっぽろし

議会
ぎかい

議員
ぎいん

選挙
せんきょ

において、候補者
こうほしゃ

を紹介
しょうかい

した点字
てんじ

版
ばん

の選挙
せんきょ

の

お知
し

らせを関係
かんけい

世帯
せたい

に配布
はいふ

し、②札幌
さっぽろ

市長
しちょう

選挙
せんきょ

において、選挙
せんきょ

公報
こうほう

全文
ぜんぶん

を点訳
てんやく

した選挙
せんきょ

のお知
し

らせ及
およ

び音読
おんどく

し

た音声
おんせい

版
ばん

（カセットテープ
かせっとてーぷ

、デイジー
でいじー

）の選挙
せんきょ

のお知
し

らせを関係
かんけい

世帯
せたい

に配布
はいふ

している。

２　また、投票
とうひょう

所
じょ

への各種
かくしゅ

対応
たいおう

（介添
かいぞ

えを行
おこな

う旨
むね

及
およ

び点字
てんじ

の候補者
こうほしゃ

名簿
めいぼ

、点字
てんじ

器
き

、老眼鏡
ろうがんきょう

、文鎮
ぶんちん

等
とう

の常備
じょうび

）につ

いて、全
ぜん

投票
とうひょう

所
じょ

に案内
あんない

ポスター
ぽすたー

を掲示
けいじ

するなどして周知
しゅうち

している。

３　平成
へいせい

27年度以降
ねんどいこう

に執行
しっこう

される選挙
せんきょ

においては、投票
とうひょう

所
じょ

内
ない

の投票
とうひょう

関係
かんけい

の掲示物
けいじぶつ

にふりがなを付
ふ

し、投票
とうひょう

環境
かんきょう

の向上
こうじょう

に努
つと

める。

目的
もくてき

2
障
しょう

がいのある方
かた

の

情報
じょうほう

通信
つうしん

に関
かん

する

支援
しえん

　障
しょう

がいのある方
かた

の情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

の利用
りよう

機会
きかい

や活用
かつよう

能力
のうりょく

の格差
かくさ

是正
ぜせい

を図
はか

るための総合的
そうごうてき

なサービス
さーびす

拠点
きょてん

とし

て、「障
しょう

がい者
しゃ

IT
あいてぃー

サポートセンター
さぽーとせんたー

」を設置
せっち

し、自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

することを目的
もくてき

に、IT
あいてぃー

に関
かん

する利用
りよう

相談
そうだん

や

情報
じょうほう

提供
ていきょう

、パソコン
ぱそこん

講習
こうしゅう

の開催
かいさい

、パソコンボランティア
ぱそこんぼらんてぃあ

養成
ようせい

の養成
ようせい

及
およ

び派遣
はけん

を行
おこな

う。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

4
会議
かいぎ

等
とう

における配
はい

慮
りょ

障
しょう

がいのある方
かた

が参加
さんか

する会議
かいぎ

等
とう

においては、障
しょう

がい種別
しゅべつ

に応
おう

じた情報提供
じょうほうていきょう

やコミュニケーション
こみゅにけーしょん

に配慮
はいりょ

するよ

う努
つと

める。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

障
しょう

がい者
しゃ

施策
しさく

推進
すいしん

審議会
しんぎかい

等
とう

の会議
かいぎ

において、障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

を実施
じっし

。

障
しょう

がいのある方
かた

の参加
さんか

が見込
みこ

まれた意見交換会
いけんこうかんかい

等
とう

に、手話
しゅわ

通訳者
つうやくしゃ

、要約筆記
ようやくひっき

奉仕員
ほうしいん

を手配
てはい

。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

している。

25年度
ねんど

実績
じっせき

「目的
もくてき

」の２について、平成
へいせい

25年
ねん

7月
がつ

21日
にち

執行
しっこう

の参議院
さんぎいん

議員
ぎいん

通常
つうじょう

選挙
せんきょ

において実施
じっし

した。

※「目的
もくてき

」の１については、札幌
さっぽろ

市長
しちょう

選挙
せんきょ

及
およ

び札幌市
さっぽろし

議会
ぎかい

議員
ぎいん

選挙
せんきょ

における内容
ないよう

であり、平成
へいせい

25年度
ねんど

は当該
とうがい

選
せん

挙
きょ

が執行
しっこう

されなかった。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　平成
へいせい

26年度
ねんど

については執行
しっこう

予定
よてい

の選挙
せんきょ

はなく、平成
へいせい

27年度
ねんど

執行
しっこう

予定
よてい

の札幌
さっぽろ

市長
しちょう

選挙
せんきょ

及
およ

び札幌
さっぽろ

市
し

議会
ぎかい

議員
ぎいん

選
せん

挙
きょ

において実施
じっし

する予定
よてい

である。

目的
もくてき
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基本
きほん

施策
しさく

２　情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

　障
しょう

がいのある方
かた

も含
ふく

めた誰
だれ

にとっても使
つか

いやすく、親切
しんせつ

なホームページ
ほーむぺーじ

を目指
めざ

して、国
くに

が定
さだ

めるアクセシビリ
あくせしびりてぃ

ティに関
かん

する指針
ししん

であるJIS X
じぇいあいえす　えっくす

 8341-3:2010を達成
たっせい

しているか外部
がいぶ

業者
ぎょうしゃ

による「アクセシビリティ
あくせしびりてぃ

検証
けんしょう

」を実施
じっし

。

　実施
じっし

結果
けっか

をもとにアクセシビリティ
あくせしびりてぃ

についての職員
しょくいん

向
む

けマニュアル
まにゅある

「ホームページガイドライン
ほーむぺーじがいどらいん

」の修正
しゅうせい

を行
おこな

っ

た。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　平成
へいせい

26年度末
ねんどまつ

までのJIS X
じぇいあいえす　えっくす

 8341-3:2010への準拠
じゅんきょ

を目指
めざ

し、ホームページ
ほーむぺーじ

運用
うんよう

システム
しすてむ

のチェック
ちぇっく

項目
こうもく

のカスタ
かすたまい

マイズ
ず

等
とう

を実施
じっし

予定
よてい

。システム
しすてむ

でチェック
ちぇっく

できない項目
こうもく

については、広報課
こうほうか

で継続的
けいぞくてき

なページチェック
ぺーじちぇっく

を行
おこな

い、障
しょう

がいのある方
かた

への配慮
はいりょ

の重要性
じゅうようせい

や、その実現
じつげん

手法
しゅほう

等
とう

について、引
ひ

き続
つづ

き庁内
ちょうない

への周知
しゅうち

、徹底
てってい

に努
つと

めていく。

目的
もくてき

2
札幌市

さっぽろし

公式
こうしき

ホーム
ほーむぺーじ

ページの運営
うんえい

管理
かんり

　障
しょう

がいのある方
かた

も含
ふく

めたあらゆる人
ひと

が、ホームページ
ほーむぺーじ

から容易
ようい

に情報
じょうほう

を得
え

られるよう、札幌市
さっぽろし

公式
こうしき

ホームペー
ほーむぺーじ

ジ全体
ぜんたい

の運営
うんえい

管理
かんり

において、アクセシビリティ
あくせしびりてぃ

のさらなる向上
こうじょう

を図
はか

るとともに、各部局
かくぶきょく

に対
たい

し分
わ

かりやすいページ
ぺーじ

作成
さくせい

の支援
しえん

や助言
じょげん

を行
おこな

う。

政
せい

）広報
こうほう

部
ぶ

広報
こうほう

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

目的
もくてき

4
点字

てんじ

・音声
おんせい

による情
じょ

報
うほう

提供
ていきょう

文字
もじ

による情報入手
じょうほうにゅうしゅ

が困難
こんなん

な視覚
しかく

障
しょう

がいのある方
かた

のために点訳
てんやく

、音訳
おんやく

その他
た

障
しょう

がいのある方
かた

にわかりやすい

方法
ほうほう

により、広報
こうほう

さっぽろの情報
じょうほう

など障
しょう

がいのある方
かた

が地域
ちいき

生活
せいかつ

をするうえで必要度
ひつようど

の高
こう

い情報
じょうほう

を定期的
ていきてき

に提
てい

供
きょう

する。 保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

・点字
てんじ

広報
こうほう

　　・声
こえ

のさっぽろデイジー
でいじー

版
ばん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

25年度
ねんど

と同様
どうよう

の取組
とりく

みを予定
よてい

。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

5
様々
さまざま

な障
しょう

がいに配
はい

慮
りょ

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

　障
しょう

がい福祉
ふくし

に関
かん

するパンフレット
ぱんふれっと

やガイドブック
がいどぶっく

などについて、分
わ

かりやすい表現
ひょうげん

に心
こころ

がけ、漢字
かんじ

へのルビ
るび

、専
せん

門
もん

用語
ようご

への注釈
ちゅうしゃく

、音声
おんせい

読
よ

み上
あ

げ装置
そうち

に対応
たいおう

した二次元
にじげん

コード
こーど

を付
つ

けるなど、読
よ

みやすくする工夫
くふう

に努
つと

める。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

　障
しょう

がいのある方
かた

の福祉
ふくし

ガイド
がいど

、さっぽろ障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷらん

冊子
さっし

、相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

ガイドブック
がいどぶっく

等
とう

の刊行物
かんこうぶつ

につい

て、それぞれ可能
かのう

な限
かぎ

り各種
かくしゅ

の障
しょう

がい特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した内容
ないよう

とするよう努
つと

めた。

　また、併
あわ

せて発達
はったつ

障
しょう

がいや重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

（者
しゃ

）等
とう

、特定
とくてい

の障
しょう

がいを持
も

つ方
かた

とその家族
かぞく

等
とう

に向
む

けた冊子
さっし

等
とう

も

作成
さくせい

し、これらの方々
かたがた

に対
たい

する支援
しえん

と理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

った。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　25年度
ねんど

と同様
どうよう

の取組
とりく

みを実施
じっし

。

目的
もくてき

6

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

に関
かん

する

空
あ

き情報
じょうほう

の紹介
しょうかい

札幌
さっぽろ

市内
しない

の各
かく

障害福祉
しょうがいふくし

サービス
さーびす

事業所
じぎょうしょ

等
とう

が自
じ

事業所
じぎょうしょ

の空
あ

き情報
じょうほう

を掲載
けいさい

し、随時
ずいじ

更新
こうしん

できるホームページ
ほーむぺーじ

を開
かい

設
せつ

することにより、利用者
りようしゃ

が利用可能
りようかのう

な事業所
じぎょうしょ

を探
さが

す際
さい

の時間
じかん

を短縮
たんしゅく

し、利便性
りべんせい

の向上
こうじょう

を図
はか

る。

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

平成
へいせい

26年
ねん

3月
がつ

末
まつ

時点
じてん

の登録事業所数
とうろくじぎょうしょすう

　2,923件
けん

内
うち

、空
あ

き情報
じょうほう

の入力件数
にゅうりょくけんすう

　985件
けん

（33.0％）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

平成
へいせい

25年度
ねんど

と同様
どうよう

の取組
とりく

みを予定
よてい

。
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基本
きほん

施策
しさく

３　コミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

1

コミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

事業
じぎょう

等
とう

の円滑
えんかつ

な提供
ていきょう

保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

72～76ページ
ぺーじ

を参照
さんしょう

目的
もくてき

2
聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい者
しゃ

を対
たい

象
しょう

とした消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

　聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいのある方
かた

が消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

に訪
おとず

れた場合
ばあい

に、テレビ
てれび

電話
でんわ

を利用
りよう

し手話
しゅわ

通訳
つうやく

者
しゃ

を介
かい

して相談
そうだん

を行
おこな

うこ

とで、迅速
じんそく

な対応
たいおう

を図
はか

ります。

市
し

）市民
しみん

生活
せいかつ

部
ぶ

消費者
しょうひしゃ

センター
せんたー

25年度
ねんど

実績
じっせき

　保
ほ

）障
しょう

がい福祉
ふくし

課
か

で導入
どうにゅう

している手話
しゅわ

相談
そうだん

システム
しすてむ

（区
く

⇔札幌
さっぽろ

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

協会
きょうかい

）に参加
さんか

し、聴覚
ちょうかく

に障
しょう

がいのあ

る方
かた

が消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

に訪
おとず

れた場合
ばあい

に、テレビ
てれび

電話
でんわ

を利用
りよう

し、札幌
さっぽろ

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

協会
きょうかい

と繋
つな

ぎ、手話
しゅわ

通訳
つうやく

者
しゃ

を介
かい

して

消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

を行
おこな

う。

手話
しゅわ

相談
そうだん

システム
しすてむ

を活用
かつよう

した消費
しょうひ

生活
せいかつ

相談
そうだん

受理
じゅり

件数
けんすう

：１件
けん

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい
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分野
ぶんや

８　スポーツ
すぽーつ

・文化
ぶんか

基本
きほん

施策
しさく

１　スポーツ
すぽーつ

・文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

・生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

活動
かつどう

に対
たい

する支援
しえん

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

1
障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ
すぽーつ

大会
たいかい

の開催
かいさい

　障
しょう

がいのある方
かた

がスポーツ
すぽーつ

を通
つう

じて体力
たいりょく

の維持
いじ

、増進
ぞうしん

、機能
きのう

回復
かいふく

を図
はか

り、社会
しゃかい

参加
さんか

の推進
すいしん

と市民
しみん

の障
しょう

がいの

ある方
かた

に対
たい

する理解
りかい

促進
そくしん

を目的
もくてき

とする。

・陸上
りくじょう

競技
きょうぎ

　　・卓球
たっきゅう

　　・水泳
すいえい

　　・アーチェリー
あーちぇりー

　・ボウリング
ぼうりんぐ

　　・フライングディスク
ふらいんぐでぃすく

　　・バスケットボール
ばすけっとぼーる

の開催
かいさい

。 保
ほ

）障
しょう

がい保健
ほけん

福祉
ふくし

部
ぶ

障
しょう

がい

福祉
ふくし

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

5月
がつ

13日
にち

～6月
がつ

3日
か

の4日間
かかん

開催
かいさい

（競技
きょうぎ

は目的
もくてき

欄
らん

と同様
どうよう

）

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

5月
がつ

11日
にち

～6月
がつ

1日
にち

の4日間
かかん

開催
かいさい

（実施
じっし

済
ずみ

）（競技
きょうぎ

は目的
もくてき

欄
らん

と同様
どうよう

）

目的
もくてき

2
既存

きぞん

体育
たいいく

施設
しせつ

のバ
ばり

リアフリー
あふりー

化
か

の推進
すいしん

　障
しょう

がいのある方
かた

が広
ひろ

く気軽
きがる

にスポーツ
すぽーつ

施設
しせつ

を利用
りよう

できるようにするため、車
くるま

いす対応
たいおう

エレベーター
えれべーたー

の設置
せっち

及
およ

び

身障者用
しんしょうしゃよう

多目的
たもくてき

トイレ
といれ

への改修
かいしゅう

等
とう

を行
おこな

う。

観
かん

）スポーツ
すぽーつ

部
ぶ

施設課
しせつか

25年度
ねんど

実績
じっせき

実績
じっせき

なし

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　平成
へいせい

26年度
ねんど

は、施設
しせつ

修繕
しゅうぜん

の一環
いっかん

として中島
なかじま

体育
たいいく

センター
せんたー

の玄関
げんかん

扉
とびら

を一部
いちぶ

自動
じどう

ドア
どあ

化
か

する。平成
へいせい

27年度以降
ねんどいこう

に

ついても各施設
かくしせつ

の利用
りよう

動向
どうこう

をみながら検討
けんとう

する。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

4
文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

に対
たい

する支援
しえん

観
かん

）文化部
ぶんかぶ

市民
しみん

文化
ぶんか

課
か

目的
もくてき

3
さっぽろ市民

しみん

カレッ
かれっじ

ジ

＜目的
もくてき

＞総合的
そうごうてき

、継続的
けいぞくてき

な学習
がくしゅう

機会
きかい

を市民
しみん

に提供
ていきょう

するとともに、学習
がくしゅう

成果
せいか

が評価
ひょうか

され、社会
しゃかい

に生
い

かされる仕組
しく

みを作
つく

ることにより、市民
しみん

の自主的
じしゅてき

な学
まな

びや社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

し、本
ほん

市
し

のまちづくりの促進
そくしん

を目指
めざ

す。

＜内容
ないよう

＞市民
しみん

の多様
たよう

な学習
がくしゅう

ニーズ
にーず

に応
こた

えるため、年
ねん

３期
き

（春
はる

・夏
なつ

、秋
あき

、冬期
とうき

）において、ボランティア
ぼらんてぃあ

や市民
しみん

活動
かつどう

、

まちづくり等
とう

を促進
そくしん

する「市民
しみん

活動
かつどう

系
けい

」と職業
しょくぎょう

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

や産業
さんぎょう

育成
いくせい

・活性化
かっせいか

を促進
そくしん

する「産業
さんぎょう

・ビジネス
びじねす

系
けい

」を柱
はしら

に、「文化
ぶんか

・教養
きょうよう

系
けい

」を加
くわ

えた体系的
たいけいてき

な学習
がくしゅう

プログラム
ぷろぐらむ

を提供
ていきょう

する。なお、地域
ちいき

における学習
がくしゅう

機会
きかい

の提供
ていきょう

として、

市民
しみん

が講座
こうざ

を企画
きかく

・運営
うんえい

する「ご近所
きんじょ

先生
せんせい

企画
きかく

講座
こうざ

」や、市立
しりつ

札幌
さっぽろ

大通
おおどおり

高校
こうこう

を会場
かいじょう

に高校生
こうこうせい

と市民
しみん

が共
とも

に学
まな

ぶ

「学
がく

社
しゃ

融合
ゆうごう

講座
こうざ

」についても、さっぽろ市民
しみん

カレッジ
かれっじ

として実施
じっし

している。 教
きょう

)生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

部
ぶ

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

推進
すいしん

課
か25年度

ねんど

実績
じっせき

・市民
しみん

活動
かつどう

系
けい

：36講座
こうざ

　505名
めい

　　・産業
さんぎょう

・ビジネス
びじねす

系
けい

：32講座
こうざ

　343名
めい

　　・文化
ぶんか

・教養
きょうよう

系
けい

：249講座
こうざ

　3,990名
めい

計
けい

：317講座
こうざ

　4,138名
めい

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

・市民
しみん

活動
かつどう

系
けい

：35講座
こうざ

　　・産業
さんぎょう

・ビジネス
びじねす

系
けい

：35講座
こうざ

　　・文化
ぶんか

・教養
きょうよう

系
けい

：230講座
こうざ

計
けい

：300講座
こうざ

目的
もくてき

　パシフィック
ぱしふぃっく

・ミュージック
みゅーじっく

・フェスティバル
ふぇすてぃばる

（PMF
ぴーえむえふ

)やサッポロ
さっぽろ

・シティ
してぃ

・ジャズ
じゃず

、さっぽろアートステージ
あーとすてーじ

などの各種
かくしゅ

イ
い

ベント
べんと

を開催
かいさい

するほか、文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

施設
しせつ

や500ｍ
めーとる

美術館
びじゅつかん

などの管理
かんり

運営
うんえい

を行
おこな

い、市民
しみん

が文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

に触
ふ

れる機会
きかい

の

充実
じゅうじつ

を図
はか

っている。

　また、文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

団体
だんたい

への助成
じょせい

や、文化
ぶんか

活動
かつどう

練習
れんしゅう

会場
かいじょう

学校
がっこう

開放
かいほう

事業
じぎょう

などにより、文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

に対
たい

する支
しえ

援
ん

を行
おこな

っている。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

・パシフィック
ぱしふぃっく

・ミュージック
みゅーじっく

・フェスティバル
ふぇすてぃばる

（PMF
ぴーえむえふ

)、サッポロ
さっぽろ

・シティ
してぃ

・ジャズ
じゃず

、さっぽろアートステージ
あーとすてーじ

などの各種
かくしゅ

イ
い

ベント
べんと

の開催
かいさい

・文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

施設
しせつ

や500ｍ
めーとる

美術館
びじゅつかん

などの管理
かんり

運営
うんえい

　　・文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

団体
だんたい

への助成
じょせい

・文化
ぶんか

活動
かつどう

練習
れんしゅう

会場
かいじょう

学校
がっこう

開放
かいほう

事業
じぎょう

の実施
じっし

　　など

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　25年度
ねんど

と同
どう

内容
ないよう

を予定
よてい

。

目的
もくてき

5
障
しょう

がいのある方
かた

を

支援
しえん

する読書
どくしょ

サー
さーびす

ビス等
とう

の検討
けんとう

　身体
しんたい

障
しょう

がいや発達
はったつ

障
しょう

がいなど、様々
さまざま

な障
しょう

がいのある方
かた

を支援
しえん

するための読書
どくしょ

サービス
さーびす

や図書館
としょかん

施設
しせつ

のあり方
かた

について検討
けんとう

を行
おこな

う。

教
きょう

）中央
ちゅうおう

図書館
としょかん

25年度
ねんど

実績
じっせき

・蔵書
ぞうしょ

検索
けんさく

システム
しすてむ

の更新
こうしん

に合
あ

わせて、障
しょう

がい者
しゃ

・高齢者
こうれいしゃ

に対応
たいおう

した読
よ

み上
あ

げソフト
そふと

によるテキスト
てきすと

読
よ

み上
あ

げ機
きの

能
う

や文字
もじ

拡大
かくだい

機能
きのう

（JIS X
じぇいあいえす　えっくす

 8341に準拠
じゅんきょ

）を付与
ふよ

することを検討
けんとう

。

・視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ

へのサービス
さーびす

充実
じゅうじつ

に向
む

け、視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ

情報
じょうほう

センター
せんたー

と意見
いけん

交換
こうかん

。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　電子
でんし

書籍
しょせき

貸出
かしだし

サービス
さーびす

の開始
かいし

にあわせて、障
しょう

がい者
しゃ

、高齢者
こうれいしゃ

に対応
たいおう

した読
よ

み上
あ

げソフト
そふと

によるテキスト
てきすと

読
よ

み上
あ

げ機能
きのう

や文字
もじ

拡大
かくだい

機能
きのう

を付与
ふよ

することを検討
けんとう

。

　視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ

向
む

けコンテンツ
こんてんつ

充実
じゅうじつ

に向
む

け、視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ

情報
じょうほう

センター
せんたー

と意見
いけん

交換
こうかん

。
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

実施
じっし

回数
かいすう

　５回
かい

目的
もくてき

6
知的

ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

のた

めの成人
せいじん

学級
がっきゅう

事業
じぎょう

　特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

又
また

は中学校
ちゅうがっこう

の特別
とくべつ

支援
しえん

学級
がっきゅう

などを修了
しゅうりょう

し、社会
しゃかい

参加
さんか

している、またはしようとする者
もの

を対象
たいしょう

に、

一般
いっぱん

社会
しゃかい

知識
ちしき

の習得
しゅうとく

や体力
たいりょく

づくり、人間
にんげん

関係
かんけい

等
とう

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

や体験
たいけん

の場
ば

を通
つう

じて社会
しゃかい

生活
せいかつ

によりよく対応
たいおう

できる

人間
にんげん

形成
けいせい

を目指
めざ

し、実
じつ

生活
せいかつ

に即
そく

した学習
がくしゅう

を行
おこな

う。

教
きょう

）生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

部
ぶ

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

推進
すいしん

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

①社団
しゃだん

法人
ほうじん

札幌市
さっぽろし

てをつなぐ育成会
いくせいかい

トライ
とらい

青年
せいねん

学級
がっきゅう

　　実施
じっし

回数
かいすう

50回
かい

②札幌市
さっぽろし

豊明
ほうめい

高等
こうとう

養護
ようご

学校
がっこう

札幌
さっぽろ

トエ
とえ

・ピラ
ぴら

成人
せいじん

学級
がっきゅう

　　実施
じっし

回数
かいすう

9回
かい

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

①社団
しゃだん

法人
ほうじん

札幌市
さっぽろし

てをつなぐ育成会
いくせいかい

トライ
とらい

青年
せいねん

学級
がっきゅう

　　実施
じっし

回数
かいすう

50回
かい

②札幌市
さっぽろし

豊明
ほうめい

高等
こうとう

養護
ようご

学校
がっこう

札幌
さっぽろ

トエ
とえ

・ピラ
ぴら

成人
せいじん

学級
がっきゅう

　　実施
じっし

回数
かいすう

11回
かい

目的
もくてき

7
特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

・地
ちい

域
き

連携
れんけい

事業
じぎょう

　学校
がっこう

休業日
きゅうぎょうび

に特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の学校
がっこう

施設
しせつ

を活用
かつよう

し、児童
じどう

・生徒
せいと

の特性
とくせい

に応
おう

じた活動
かつどう

を促
うなが

す場
ば

を提供
ていきょう

することを

目的
もくてき

として、各種
かくしゅ

行事
ぎょうじ

の開催
かいさい

やボランティアグループ
ぼらんてぃあぐるーぷ

との交流
こうりゅう

等
とう

を行
おこな

う。

教
きょう

）生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

部
ぶ

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

推進
すいしん

課
か

25年度
ねんど

実績
じっせき

実施
じっし

回数
かいすう

　５回
かい

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）
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番号
ばんごう

重点
じゅうてん

取組
とりくみ

名
めい

担当
たんとう

課
か

目的
もくてき

8
札幌市

さっぽろし

健康
けんこう

づくりセ
せ

ンター
んたー

の利用
りよう

促進
そくしん

　障
しょう

がい者
しゃ

が健康
けんこう

づくりに取
と

り組
く

む機会
きかい

を提供
ていきょう

するため、札幌市
さっぽろし

健康
けんこう

づくりセンター
せんたー

を紹介
しょうかい

して施設
しせつ

利用
りよう

を促
うなが

す。

　障
しょう

がい者
しゃ

の施設
しせつ

利用
りよう

においては、減免
げんめん

制度
せいど

によって利用
りよう

しやすい環境
かんきょう

を整
ととの

え、運動
うんどう

指導
しどう

員
いん

や理学
りがく

療法士
りょうほうし

によ

る健康
けんこう

づくりの支援
しえん

を行
おこな

う。

保
ほ

）保健所
ほけんじょ

健康
けんこう

企画
きかく

課
か25年度

ねんど

実績
じっせき

　26年度
ねんど

から利用
りよう

促進
そくしん

の取組
とりく

みを開始
かいし

。

26年度
ねんど

予定
よてい

（見通
みとお

し）

　年間
ねんかん

の延
の

べ利用
りよう

者
しゃ

数
すう

は7,800人
にん

程度
ていど

の見込
みこ

み
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障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

　サービス
さーびす

見込
みこみ

量
りょう

一覧
いちらん

（訪問
ほうもん

系
けい

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

、居住
きょじゅう

系
けい

及
およ

び相談
そうだん

支援
しえん

）

計画
けいかく

実績
じっせき

計画
けいかく

実績
じっせき

計画
けいかく

実績
じっせき

利用
りよう

者
もの

数
かず

3,130 3,112 3,500 3,239 3,910

時間
じかん

/月
つき

65,410 61,654 71,550 64,083 79,280

利用
りよう

者
もの

数
かず

270 270 290 292 310

時間
じかん

/月
つき

58,020 61,891 62,100 71,981 65,400

利用
りよう

者
もの

数
かず

5 1 10 1 15

時間
じかん

/月
つき

2,200 638 4,400 69 6,600

利用
りよう

者
もの

数
かず

390 381 450 549 520

時間
じかん

/月
つき

6,840 6,819 7,880 9,647 9,000

利用
りよう

者
もの

数
かず

400 399 410 426 420

時間
じかん

/月
つき

7,900 7,932 8,100 8,559 8,300

利用
りよう

者
もの

数
かず

330 297 330 298 330

利用
りよう

者
もの

数
かず

4,440 4,411 4,670 4,538 4,900

人
にん

日
にち

/月
つき

84,360 85,360 88,730 88,247 93,100

利用
りよう

者
もの

数
かず

10 6 10 1 10

人
にん

日
にち

/月
つき

220 130 220 31 220

利用
りよう

者
もの

数
かず

130 159 140 152 160

人
にん

日
にち

/月
つき

2,170 3,457 2,340 2,318 2,670

利用
りよう

者
もの

数
かず

430 540 470 630 510

人
にん

日
にち

/月
つき

7,960 9,588 8,700 11,138 9,400

利用
りよう

者
もの

数
かず

910 1,005 1,000 1,393 1,080

人
にん

日
にち

/月
つき

17,100 20,106 18,800 27,573 20,300

利用
りよう

者
もの

数
かず

2,680 3,199 2,920 3,677 3,160

人
にん

日
にち

/月
つき

46,100 55,784 50,220 63,259 54,350

利用
りよう

者
もの

数
かず

570 543 630 591 690

人
にん

日
にち

/月
つき

4,550 4,328 5,030 4,573 5,510

第
だい

３期
き

計画
けいかく

訪
問

ほ
う
も
ん

系け
い

生活
せいかつ

介護
かいご

短期
たんき

入所
にゅうしょ

25年度
ねんど

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ｂ型
がた

）

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ａ型
がた

）

24年度
ねんど

26年度
ねんど

サービス種別
しゅべつ

単位
たんい

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

居宅
きょたく

介護
かいご

日
中

に
っ
ち
ゅ
う活

動

か
つ
ど
う

系け
い

療養
りょうよう

介護
かいご

同行
どうこう

援護
えんご

行動
こうどう

援護
えんご

重度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
しえん

就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

）

自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

）
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障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

　サービス
さーびす

見込
みこみ

量
りょう

一覧
いちらん

（訪問
ほうもん

系
けい

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

、居住
きょじゅう

系
けい

及
およ

び相談
そうだん

支援
しえん

）

計画
けいかく

実績
じっせき

計画
けいかく

実績
じっせき

計画
けいかく

実績
じっせき

第
だい

３期
き

計画
けいかく

25年度
ねんど

24年度
ねんど

26年度
ねんど

サービス種別
しゅべつ

単位
たんい

人
にん

/月
つき

1,940 2,029 2,220 2,201 2,500

人
にん

/月
つき

2,200 2,180 2,150 2,159 2,100

人
にん

/月
つき

利用
りよう

者
もの

数
かず

910 163 2,050 218 3,800

人
にん

/月
つき

地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

利用
りよう

者
もの

数
かず

80 11 80 4 80

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

利用
りよう

者
もの

数
かず

15 15 15 16 15

利用
りよう

者
しゃ

数
すう

1,920 2,104

人
にん

日
ひ

/月
つき

20,474 21,975

利用
りよう

者
しゃ

数
すう

39 63

人
にん

日
ひ

/月
つき

717 512

利用
りよう

者
しゃ

数
すう

1,834 2,383

人
にん

日
ひ

/月
つき

15,932 22,815

利用
りよう

者
しゃ

数
すう

18 33

人
にん

日
ひ

/月
つき

19 33

人
にん

/月
つき

47

各
かく

年度
ねんど

の３月
がつ

末
まつ

の数値
すうち

を計上
けいじょう

している。

児
童
じ
ど
う

福
祉
ふ
く
し

法ほ
う

に
規
定
き
て
い

す
る
サ
ー
ビ
ス

さ
ー
び
す

保育
ほいく

所
しょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
しえん

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

医療
いりょう

型
がた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

旧
きゅう

体系
たいけい

利用
りよう

相
談

そ
う
だ
ん

共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護・共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助居
住

き
ょ
じ
ゅ
う系け
い

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん
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障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

　サービス
さーびす

見込
みこみ

量
りょう

一覧
いちらん

（地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

 必須
ひっす

事業
じぎょう

）

計画
けいかく

実績
じっせき

計画
けいかく

実績
じっせき

計画
けいかく

実績
じっせき

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

18 18 19 19 20

障
しょう

がい児
じ

等
とう

療育
りょういく

支援
しえん

事業
じぎょう

6 6 6 5 6

地域
ちいき

自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

1 1 1 1 1

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せんたー

0 1 1 1

19 18 20 19 21

1 1 1 1 1

530 495 540 432 550

6,340 5,836 6,540 5,084 6,750

65 58 65 62 65

11 11 11 10 11

80 83 80 75 80

830 842 830 834 830

178 134 180 154 130

931 901 790 824 800

300 415 305 475 310

407 392 375 446 380

28,250 29,971 28,530 30,650 28,810

100 104 101 99 102

385 396 400 404 415

2,990 3,063 3,050 3,187 3,100

444,270 351,923 452,920 367,133 461,730

6,400 6,327 6,400 7,204 6,400

箇所
かしょ

数
すう

箇所
かしょ

数
すう

延
の

べ人数
にんずう

利用
りよう

人数
にんずう

箇所
かしょ

数
すう

延
の

べ人数
にんずう

個別
こべつ

支援型
しえんがた

車両
しゃりょう

移送
いそう

型
がた

延
の

べ時間数
じかんすう

人
にん

数
すう

箇所
かしょ

数
すう

箇所
かしょ

数
すう

箇所
かしょ

数
すう

箇所
かしょ

数
すう

通訳
つうやく

者
しゃ

数
すう

延
の

べ人数
にんずう

給付
きゅうふ

件数
けんすう

自立
じりつ

生活
せいかつ

支援
しえん

用具
ようぐ

給付
きゅうふ

件数
けんすう

在宅
ざいたく

療護等
りょうごなど

支援
しえん

用具
ようぐ

居宅
きょたく

生活
せいかつ

動作
どうさ

補助
ほじょ

用具
ようぐ

給付
きゅうふ

件数
けんすう

利用
りよう

人数
にんずう

日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

給付
きゅうふ

事業
じぎょう

25年度
ねんど

26年度
ねんど

第
だい

３期
き

計画
けいかく

24年度
ねんど

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

住宅
じゅうたく

入居等
にゅうきょとう

支援
しえん

事業
じぎょう

サービス種別 単位
たんい

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

コミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

事業
じぎょう

手話
しゅわ

通訳
つうやく

者
しゃ

派遣
はけん

事業
じぎょう

手話通訳者
しゃ

設置事業

要約
ようやく

筆記
ひっき

者
しゃ

派遣
はけん

事業
じぎょう

箇所
かしょ

数
すう

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

事業
じぎょう

介護
かいご

・訓練
くんれん

支援
しえん

用具
ようぐ

情報
じょうほう

・意思
いし

疎通
そつう

支援
しえん

用具
ようぐ

排泄
はいせつ

管理
かんり

支援
しえん

用具
ようぐ

給付
きゅうふ

件数
けんすう

移動
いどう

支援
しえん

給付
きゅうふ

件数
けんすう

給付
きゅうふ

件数
けんすう
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障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

　サービス
さーびす

見込
みこみ

量
りょう

一覧
いちらん

（地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

 必須
ひっす

事業
じぎょう

）

計画
けいかく

実績
じっせき

計画
けいかく

実績
じっせき

計画
けいかく

実績
じっせき

25年度
ねんど

26年度
ねんど

第
だい

３期
き

計画
けいかく

24年度
ねんど

サービス種別 単位
たんい

68 61 63 54 58

750 726 700 656 650

59 45 54 41 49

45 42 45 42 45

130 124 130 123 130

3,970 3,864 3,970 3,386 3,970

6 6 6 6 6

聴覚障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

社会
しゃかい

生活
せいかつ

教室
きょうしつ

開催
かいさい

事業
じぎょう

1,100 975 1,100 945 1,100

オストメイト
おすとめいと

社会
しゃかい

適応
てきおう

訓練
くんれん

事
じぎょ

業
う

300 178 300 228 300

音声
おんせい

機能
きのう

訓練
くんれん

事業
じぎょう

800 733 800 661 800

点字
てんじ

即時
そくじ

情報
じょうほう

ネットワーク事
じぎょ

業
う

4,900 5,236 4,900 5,413 4,900

中途
ちゅうと

失明
しつめい

者
しゃ

社会
しゃかい

適応
てきおう

訓練
くんれん

事
じぎょ

業
う

1,200 1,060 1,200 1,262 1,200

860 914 900 871 940

21,310 26,765 22,300 28,095 23,340

1,100 671 1,100 501 1,100

860 670 860 690 860

利用
りよう

人数
にんずう

延
の

べ人数
にんずう

利用
りよう

人数
にんずう

利用
りよう

人数
にんずう

延
の

べ人数
にんずう

延
の

べ人数
にんずう

延
の

べ人数
にんずう

延
の

べ人数
にんずう

延
の

べ人数
にんずう

延
の

べ人数
にんずう

箇所
かしょ

数
すう

利用
りよう

人数
にんずう

地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター
せんたー

旧
きゅう

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

事業
じぎょう

利用者
りようしゃ

支援
しえん

時
じ

事業
じぎょう

（H19までは、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

事業
じぎょう

）

基礎的
きそてき

事業
じぎょう

機能
きのう

強化
きょうか

事業
じぎょう

延
の

べ人数
にんずう

利用
りよう

人数
にんずう

定員
ていいん

入浴
にゅうよく

サービス
さーびす

事業
じぎょう

（施設
しせつ

・訪問
ほうもん

）

日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

社会
しゃかい

参加
さんか

促進
そくしん

事業
じぎょう

スポーツ
すぽーつ

・レクリエーション
れくりえーしょん

教室
きょうしつ

開
か

催
いさい

等
とう

事業
じぎょう

点字
てんじ

・声
こえ

の広報
こうほう

等
とう

発行
はっこう

事業
じぎょう

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

生活
せいかつ

訓練等
くんれんとう

事業
じぎょう

福祉
ふくし

ホーム
ほーむ

事業
じぎょう

箇所
かしょ

数
すう
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障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

　サービス
さーびす

見込
みこみ

量
りょう

一覧
いちらん

（地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

 必須
ひっす

事業
じぎょう

）

計画
けいかく

実績
じっせき

計画
けいかく

実績
じっせき

計画
けいかく

実績
じっせき

25年度
ねんど

26年度
ねんど

第
だい

３期
き

計画
けいかく

24年度
ねんど

サービス種別 単位
たんい

手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

事業
じぎょう

420 261 420 241 420

要約
ようやく

筆記
ひっき

者
しゃ

養成
ようせい

事業
じぎょう

50 5 50 62 50

点訳
てんやく

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

事業
じぎょう

3,000 304 3,000 . 3,000

朗読
ろうどく

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

事業
じぎょう

1,000 0 1,000 1,000

55 82 55 62 55

障害
しょうがい

者
しゃ

あんしん相談
そうだん

運営
うんえい

事
じぎょ

業
う

1 1 1 1 1

障
しょう

がい者
しゃ

ＩＴサポートセンター
さぽーとせんたー

運営
うんえい

事業
じぎょう

1 1 1 1 1

1,430 1,471 1,490 1,506 1,540

17,180 17,164 17,820 17,776 18,480

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

電話
でんわ

設置
せっち

事
じぎょ

業
う

50 47 45 40 40

盲
もう

ろう者
しゃ

通訳
つうやく

・ガイドヘルパー
がいどへるぱー

派遣
はけん

事業
じぎょう

20 15 21 14 22

1 1 1 1 1

箇所
かしょ

数
すう

人数
にんずう

人数
にんずう

利用
りよう

人数
にんずう

延
の

べ人数
にんずう

延
の

べ人数
にんずう

箇所
かしょ

数
すう

利用
りよう

人数
にんずう

利用
りよう

人数
にんずう

延
の

べ人数
にんずう

利用
りよう

人数
にんずう

箇所
かしょ

数
すう

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター
せんたー

運営
うんえい

事業
じぎょう

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

その他
た

社会
しゃかい

参加
さんか

促進
そくしん

事業
じぎょう

　 紙
かみ

おむつサービス
さーびす

事業
じぎょう

自動車
じどうしゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得
しゅとく

・改造
かいぞう

補助
ほじょ

事業
じぎょう
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